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a 警告！ ユーザーが火傷をしたり、コンピューターが過熱状態になったりするおそれがあ y ますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて使用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通 
気を妨げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表面の硬いものを設置したり、枕や毛布、 
または衣類などの表面が柔らかいものを敷いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触 
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さい。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (旧 C 6095 0) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関す 
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機能 


ハー ドウ I アの確認 

お使いのコンピユーターに付属のコンポーネントは、国や地域、およびモデルによって異なる場合が 
あります。この章の図には、ほとんどのモデルに共通の機能が示されています。 

コンピユータ_に取り付けられているハ_ドウヱアの _ 覧を参照するには、以下の操作を行います。 

[スタート]—[マイコンピユータ]の順に選択します。 

2. [システムのタスク]ウィンドウの左側の枠内で、[システム情報を表示する]をクリックします。 

3. [ハー ドウ エア] タブ— [デバイスマネージャ] の順に選択します。 

[デバイス マネージャ] を使用して、 ハー ドウエアの追加またはデバイス設定の変更もできます。 

表面の各部 

ポインテイングデバイス 


〇 
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名称 


説明 

(1) 

ポインティングスティック 

ポインターを移動して、画面上の項目を選択したり、アクティブ 
にしたりします 

(2) 

左のポインティングスティックボタン 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(3) 

タッチパッド* * 

ポインターを移動して、画面上の項目を選択したり、アクティブ 
にしたりします 

(4) 

左のタッチパッドボタン* 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(5) 

右のポインティングスティックボタン 

外付けマウスの右ボタンと同様に機能します 

(6) 

タッチパッドのスクロールゾーン* 

画面を上下にスクロールします 

(7) 

右のタッチパッドボタン* 

外付けマウスの右ボタンと同様に機能します 

* この表では初期設定の状態について説明しています。ポインティングデバイスの設定を表示したり変更したりするには、 
[スタート]—[コントロールパネル]—[プリンターとその他のハードウエア]—[マウス]の順に選択します。 


ランプ 



名称 説明 


(1) 無線ランプ （X2) * • 青色：無線口ーカルエリアネットワーク （WLAN ) デバイ 

ス、 HP モバイルブロードバンドモジュール、または 
Bluetooth® デ/《イスなどの内蔵無線デ/ くイスがオンになって 
います 

• オレンジ色：すべての無線デバイスがオフになっています 
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名称 


説明 


(2) 

電源ランプ （x2) t 

參 

点灯：コンピューターの電源がオンになっています 



• 

点滅：コンピューターがスタンバイ状態になっています 



• 

すばやい点滅：より大きい定格電力の AC アダプターを接続 
する必要があります 



• 

消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、ハイバ 
ネーシヨン状態になっています 

(3) 

バッテリランプ 

• 

オレンジ色：バッテリが充電中です 



參 

青緑色：バッテリが完全充電時に近い状態です。 



• 

オレンジ色で点滅：コンピューターの電源としてバッテリの 
みを使用していて、口ーバッテリ状態になっています。完 
全な口ーバッテリ状態になった場合は、バッテリランプが 
すばやく点滅し始めます 



• 

消灯：コンピューターが外部電源に接続されている場合、コ 
ンピューターに装着されているすべてのバッテリが完全に充 
電されると、このランプは消灯します。コンピューターが外 
部電源に接続されていない場合は、ロー バッテリ状態にな 
るまでランプは消灯したままです 

(4) 

ドライブランプ 

參 

青緑色で点滅：ハードドライブまたはオプティカルドライ 
ブにアクセスしています 



參 

オレンジ色： [HP3D DriveGuard] によって、内蔵ハードドラ 
イブと、存在する場合はアップグレードベイ内のハードド 
ライブが一時停止しています 

(5) 

QuickLook ランプ 

• 

点灯：コンピューターの電源がオンになっています 



• 

消灯：コンピューターの電源が切れているか、スタンバイま 
たはハイパネーシヨン状態になっています 

(6) 

QuickWeb ランプ 

点灯 

: Web ブラウザーを使用しています 

(7) 

タッチパッドランプ 

參 

青緑色：タッチパッドがオンになっています 



參 

オレンジ色：タッチパッドがオフになっています 

(8) 

Caps Lock ランプ 

点灯 

: Caps Lock がオンになっています 

(9) 

Num Lock ランプ 

点灯 

す 

: Num Lock がオンであるか、内蔵テンキーが有効な状態で 

(10) 

ミュート（消音）ランプ 

• 

青緑色：スピーカーのサウンドがオンになっている状態です 



參 

オレンジ色：スピーカーのサウンドがオフになっている状態 
です 

(11) 

音量下げランプ 

点滅：音量下げボタンを使用してスピーカーの音量を下げている 
状態です 

(12) 

音量上げランプ 

点滅：音量上げボタンを使用してスピーカーの音量を上げている 
状態です 

* 無線ランプは2つあり、両方とも同じ情報を通知します。電源ボタンのところにある無線ランプはコンピューターを開いて 
いるときにのみ見えます。コンピューターの前面にある無線ランプは、コンピューターを開いているときも閉じているとき 
も見えます 
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名称 説明 


卞電源ランプは2つあり、両方とも同じ情報を通知します。電源ボタンのところにある電源ランプはコンピューターを開い 
ているときにのみ見えます。コンピューターの前面にある電源ランプは、コンピューターを開いているときも閉じていると 
きも見えます。 


ボタン、 


スイッチ、および指紋認証システム 



名称 


説明 


(1) 電源ボタン • コンピューターの電源が切れているときにボタンを押すと、 

電源が入ります 

• コンピューターの電源が入っているときにボタンを押すと、 
電源が切れます 

• コンピューターがスタンバイ状態のときに短く押すと、スタ 
ンバイが終了します 


• コンピューターがハイバネーシヨン状態のときにボタンを短 

く押すと、ハイバネーシヨンが終了します 


コンピューターが応答せず、 Windows® のシャツトダウン手順を 
実行できないときは、電源ボタンを5秒程度押したままにする 
と、コンピューターの電源が切れます 


電源設定について詳しく調べるには、[スタート]—[コントロー 
ルパネル】—[パフォーマンスとメンテナンス]—[電源オプション] 
の順に選択します 


(2) 

内蔵ディスプレイスイツチ 

コンピューターの電源が入っている状態でディスプレイを閉じる 
と、ディスプレイの電源が切れてスタンバイが起動します 



注記： 内蔵ディスプレイスイッチはコンピューターの外側から 
は見えません 
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名称 


説明 

(3) 

QuickLook ボタン 

• コンピューターの電源が切れているときにこのボタンを押す 

と、 [HP QuickLook] が起動します 



• コンピューターの電源が入っているときにこのボタンを押す 

と、 [HP Software Setup] (HP ソフトウェアセットアップ） 

が起動します 



注記： [HP Software Setup] が使用できない場合は、初期設 
定の Web ブラウザーが起動します 

(4) 

QuickWeb ボタン 

• コンピューターの電源が切れているときにこのボタンを押す 

と、 [HP QuickWeb] が起動します 



• コンピューターの電源が入っているときにこのボタンを押す 

と、初期設定の Web ブラウザーが起動します 

(5) 

無線ボタン 

無線機能をオンまたはオフにしますが、無線接続は確立されませ 
ん 



注記： 無線接続を確立するには、無線ネットワークがすでに 
セットアップされている必要があります 

(6) 

タッチパッドボタン 

タッチパッドをオンまたはオフにします 

(7) 

Caps Lock ボタン 

Caps Lock をオンまたはオフにします 

(8) 

Num Lock ボタン 

Num Lock をオンまたはオフにします 

(9) 

ミュート（消音）ボタン 

スピーカーの音を消したり音量を元に戻したりします 

(10) 

音量下げボタン 

スピーカーの音量を下げます 

(11) 

音量上げボタン 

スピーカーの音量を上げます 

(12) 

指紋認証システム（一部のモデルのみ） 

パスワードの代わりに指紋認証を使用して Windows にログオン 
できます 

キー 

啟 注記： お使いのコンピューターの外観は、図と多少異なる場合があります。また、以下の図は英語 
版のキー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なります。 
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名称 


説明 

(1) 

esc 牛一 

fn キーと組み合わせて押すことによって、システム情報を表示し 
ます 

(2) 

fn キー 

ファンクションキーまたは esc キーと組み合わせて押すことに 
よって、頻繁に使用するシステムの機能を実行します 

(3) 

Windows ロゴキー 

Windows の[スタート]メニューを表示します 

(4) 

Windows アプリケーションキー 

ポインタ _ を置いた項目のショートカットメニューを表示します 

(5) 

内蔵テンキ_ 

外付けテンキーと同じように使用できます。上の図は英語版の 
キー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵 
テンキーの位置は同じです 

(6) 

ファンクションキー 

fn キーと組み合わせて押すことによって、頻繁に使用するシステ 
ムの機能を実行します 


前面の各部 

©#® 
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名称 


説明 


(1) 無線ランプ • 青色：無線ローカルエリアネットワーク（無線 LAN) デバ 

イス、 HP モバイルブロードバンドモジユール、または 
Bluetooth デバイスなどの内蔵無線デバイスがオンになって 
います 




• オレンジ色：すべての無線デバイスがオフになっています 

(2) 

電源ランプ 

• 点灯：コンピューターの電源がオンになっています 

• 点滅：コンピューターがスタンバイ状態になっています 

• すばやい点滅：より大きい定格電力の AC アダプターを接続 
する必要があります 

• 消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、ハイバ 
ネーシヨン状態になっています 

(3) 

バッテリランプ 

• オレンジ色：バッテリが充電中です 

• 青緑色：バッテリが完全充電時に近い状態です。 

• オレンジ色で点滅：コンピューターの電源としてバッテリの 


みを使用していて、ローバッテリ状態になっています。完 
全なローバッテリ状態になった場合は、バッテリランプが 
すばやく点滅し始めます 

• 消灯：コンピューターが外部電源に接続されている場合、コ 
ンピューターに装着されているすべてのバッテリが完全に充 
電されると、このランプは消灯します。コンピューターが外 
部電源に接続されていない場合は、口ーバッテリ状態にな 
るまでランプは消灯したままです 


(4) 

ドライブランプ 

• 青緑色で点滅：ハードドライブまたはオプティカルドライ 

ブにアクセスしています 



• オレンジ色： [HP 3D DriveGuard] によって、内蔵ハードドラ 
イブと、存在する場合はアップグレードベイ内のハードド 
ライブが一時停止しています 

(5) 

名刺スロット 

Web カメラ（一部のモデルのみ）が画像を撮影できる位置に名刺 
を固定します 

(6) 

SD 力ードリーダー 

別売の SD (Secure Digital) メモリカードおよびマルチメディ 
アカード （MMC) 形式のメディアカードに対応しています 

(7) 

ディスプレイリリースボタン 

コンピューターを開くときに使用します 

(8) 

スピーカー （X2) 

サウンドを出力します 

(9) 

Bluetooth コンパートメント（一部のモデルの 

み） 

Bluetooth デバイスを取り付けます 
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背面の各部 



⑧ 



名称 


説明 

(1) 

セキュリティロックケーブル用スロット 

別売のセキュリティロックケーブルをコンピューターに接続し 
ます 

注記： セキュリティロックケーブルに抑止効果はあります 
が、コンピューターの盗難や誤った取り扱いを完全に防ぐもので 
はありません 

(2) 

電源コネクタ 

AC アダプターを接続します 

(3) 

DisplayPort 

高性能なモニターやプロジェクターなどの別売のデジタルディス 
プレイデバイスを接続します 

(4) 

外付けモニターコネクタ 

外付け VGA モニターまたはプロジェクターを接続します 


右側面の各部 


% 


< 


> « 


r 




名称 


説明 

(i) 

スマートカードリーダー 

別売のスマートカードおよび Java™ Card に対応しています 

(2) 

アップ グレー ドベイ 

オプティカルドライブまたはハードドライブを装着できます 

(3) 

eSATA/USB コネクタ 

eSATA デバイスまたは USB デバイスを接続します 

(4) 

RJ-45 (ネットワーク）コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します 

(5) 

RJ-11 (モデム）コネクタ（一部のモデルの 

み） 

モデムケーブルを接続します 


8 第1章機能 





































左側面の各部 



名称 


説明 

(1) 

通気孔 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を通しま 
す 

注記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コン 
ピューターのファンは自動的に作動します。通常の操作を行って 
いるときに内部ファンが回転したり停止したりしますが、これは 
正常な動作です 

(2) 

USB コネクタ （x3) 

別売の USB デバイスを接続します 

(3) 

1394コネクタ 

ビデオカメラなど、別売の IEEE 1394または 1394a デバイスを 
接続します 

(4) 

ExpressCard スロット 

別売の ExpressCard をサボートしています 

(5) 

オーディオ入力（マイク）コネクタ 

別売のコンピューター用へッドセットのマイク、ステレオアレ 
イマイク、またはモノラルマイクを接続します 

(6) 

オーディオ出力（ヘッドフォン）コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッドフォン、イヤフォ 
ン、ヘッドセット、またはテレビオーディオを接続したときに、 
サウンドを出力します 

注記： ヘッドフォンコネクタにデバイスを接続すると、コン 
ピュ _ 夕一本体のスピーカーは無効になります 
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裏面の各部 



名称 


説明 

(1) 

バッテリベイ 

バッテリが装着されています 

(2) 

パッ亍リリリースラッチ 

バッテリベイからバッテリを取り外します 

(3) 

SIM スロット（一部のモデルのみ） 

無線 SIM (Subscriber Identity Module ) カードがあります 。 SIM 
スロツトは、バツテリベイの中にあります 

(4) 

ドッキングコネクタ 

別売のドッキングデバイスを接続します 

(5) 

オプションバッテリコネクタ 

別売のオプシヨンバッテリを接続します 

(6) 

通気孔 (X7) 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を通しま 
す 



注記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コン 
ピューターのファンは自動的に作動します。通常の操作を行って 
いるときに内部ファンが回転したり停止したりしますが、これは 
正常な動作です 

(7) 

無線 WAN / 無線 LAN モジュールコンパートメン 
卜 

無線 WAN モジュールおよび無線 LAN モジュールを装着します 
(一部のモデルのみ） 
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名称 


説明 


注意： システムの応答停止を防ぐため、無線 LAN モジュールを 
交換する場合は、日本国内の無線デバイスの認定/承認機関でこの 
コンピューター用に認定された無線モジュールのみを使用してく 
ださい。モジュールを交換した後に エラー メッセージが表示され 
る場合は、モジュールを取り外してコンピューターを元の状態に 
戻した後で、[ヘルプとサボート]からサボート窓口にお問い合わ 
せください 


(8) 

名刺ホルダー 

名刺を固定します 

(9) 

メモリモジュールコンパートメント 

拡張メモリモジュールスロットがあります 

(10) 

ハー ドドライブベイ 

ハードドライブが装着されています 


ディスプレイの各部 



名称 


説明 


(1) 内蔵ディスプレイスイッチ コンピューターの電源が入っている状態でディスプレイを閉じる 

と、ディスプレイの電源が切れてスタンバイが起動します 

注記： 内蔵ディスプレイスイッチはコンピューターの外側から 
は見えません 


(2) 内蔵マイク （ X 2) 


サウンドを録音します 


注記： それぞれのマイク開口部の横のマイクアイコンは、コン 
ピューターにマイクが内蔵されていることを示しています 


(3) Web カメラランプ（一部のモデルのみ） 点灯： Web カメラを使用しています 
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名称 


説明 

(4) 

Web カメラ（一部のモデルのみ） 

サウンドを録音したり、動画を録画したり、静止画像を撮影した 
りします 

(5) 

キーボードライトボタン 

キ_ボ_ドライトを開いて点灯または消灯させます 


無線アンテナ（一部のモデルのみ） 

—部の機種では、1台以上の無線デバイスからの信号の送受信に2本以上のアンテナが使用されま 
す。アンテナはコンピューターの外側からは見えません。 



名称 



説明 

(1) 

無線 WAN アンテナ （ X 2) 

* (—部のモデルのみ） 

無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) で通信す 
る無線信号を送受信します 

(2) 

無線 LAN アンテナ （ X 3) 

* (—部のモデルのみ） 

無線ローカルエリアネットワーク（無線 LAN ) で通信 
する無線信号を送受信します 

* アンテナはコンピューターの外側からは見えません。転送が最適に行われるようにするため、アンテナの周囲には障害物を 
置かないでください。 


お住まいの地域の無線に関する規定情報については、『規定、安全、および環境に関するご注意』を 
参照してください。これらの規定情報には、[ヘルプとサポート]からアクセスできます。 
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その他のハードウエアコンポーネント 



名称 


説明 

(1) 

電源コー P 

AC アダプターを電源コンセントに接続します 

(2) 

AC アダプター 

AC 電源を DC 電源に変換します 

(3) 

バツテリ* 

コンピューターが外部電源に接続されていないときに、コンピュー 
ターに電力を供給します 

* バッテリおよび電源コードは、国や地域によって外観が異なります。このコンピューターを日本国内で使用する場合は、製 
品に付属の電源コードをお使いください。付属の電源コードは、他の製品では使用できません。 


ラベルの確認 

コンピュ _ 夕 _ に貼付されているラベルには、システムの問題を解決したり、コンピュ _ 夕 _ を日本 
国外で使用したりするときに必要な情報が記載されています。 

• サービスタグ：以下の情報を含む重要な情報が記載されています。 


❹ - product : kk 腿 m 



rOdUCl : XKJOCJlXXXXXXKXXJiM 

Uc 輝顧 ! w 1111111111111111111111111111111111 

pin : 11111 關議|隱 11111 隱關川 


service xximxxx - 

taa warranty xyear. 


s 


。 （1) 製品名：コンピューターの前面に貼付されている製品名です。 

。 （2) シリアル番号 （ s / n ) :各製品に一意の英数字 ID です。 

。 （3) 製品番号 （ p / n ) :製品のハードウエアコンポーネントに関する固有の情報を提示する 
番号です。製品番号は、サービス担当者が必要なコンポーネントや部品を確認する場合に役 
立ちます。 

。 （4) モデルの記載：お使いのコンピュ_夕一に関する文書、ドライバ _ 、サポ _ 卜情報を得 
るときに使用する英数字 ID です。 

。 （5) 保証期間：コンピューターの標準保証期間が（年数で）記載されています。 
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これらの情報は、サボート窓口にお問い合わせをするときに必要です。このサービスタグラべ 
ルは、バッテリベイの中に貼付されています。 

• Microsoft® Certificate of Authenticity : Windows のプロダクトキー (Product Key、Product ID) 
が記載されています。プロダクトキーは、オペレーティングシステムのアップデートやトラブ 
ルシューティングのときに必要になる場合があります。このラベルは、コンピューターの裏面に 
貼付されています。 

• 規定ラベル：コンピューターの規定に関する情報が記載されています。規定ラベルは、バッテ 
リベイ内に貼付されています。 

• モデム認定/認証ラベル：モデムの規定に関する情報と、認定各国または各地域の一部で必要な 
政府機関の認定マークー覧が記載されています。日本国外で無線デバイスを使用するときに、こ 
の情報が必要になる場合があります。モデム認定/認証ラベルは、バッテリベイ内に貼付されて 
います。 

• 無線認定/認証ラベル（一部のモデルのみ）：オプションの無線デバイスに関する情報と、認定各 
国または各地域の一部の認定マークが記載されています。オプションのデバイスは、無線口一力 
ルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス、 HP モバイルブロードバンドモジュール、また 
は Bluetooth デバイスなどです。1つ以上の無線デバイスを使用している機種には、1つ以上の 
認定ラベルが貼付されています。日本国外でモデムを使用するときに、この情報が必要になる場 
合があります。無線認定/認証ラベルは、コンピューターの裏面またはバッテリベイ内に貼付さ 
れています。 

• SIM (Subscriber Identity Module ) ラベル（一部のモデルのみ ）： SIM の ICCID (Integrated 
Circuit Card Identifier) が記載されています。このラベルは、コンピューターに付属している SIM 
(—部のモデルのみ）の梱包の外側に貼付されています。 

• HP モバイルブロードバンドモジュールシリアル番号ラベル（一部のモデルのみ）： HP モバイ 
ルブロードバンドモジュールのシリアル番号が記載されています。このラベルは、 コン ピュー 
ターの裏面に貼付されています。 
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2 無線、モデム、および口ーカルエリアネッ 
トワ _ ク 


無線デバイスの使用（一部のモデルのみ） 

無線技術では、有線のケーブルの代わりに電波を介してデータを転送します。お買い上げいただいた 

コンピューターには、以下の無線デバイスが1つ以上内蔵されている場合があります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス：会社の事務所、自宅、および公共の 
場所（空港、レストラン、喫茶店、ホテル、大学など）で、コンピューターを無線口ーカルエ 
リアネットワーク（一般に、無線 LAN ネットワーク、無線 LAN 、 WLAN と呼ばれます）に接続 
します。無線 LAN では、各モバイル無線デバイスは無線ルーターまたは無線アクセスポイント 
と通信します。 

• HP モ バイ ルブロー ドバンド モジュール：モ バイ ル ネットワーク事業者のサービスが利用でき 
る場所であればどこでも情報にアクセスできる、無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) 
デバイスです。無線 WAN では、各モバイルデバイスはモバイルネットワーク事業者の基地局 
と通信します。モバイルネットワーク事業者は、地理的に広い範囲に基地局（携帯電話の通信 
塔に似ています）のネットワークを設置し、県や地域、場合によっては国全体にわたってサービ 
スエリアを効率的に提供します。 

• Bluetooth デバイス（一部のモデルのみ）：他の Bluetooth 対応デバイス（コンビューター、電話 
機、プリンター、ヘッドセット、スピーカー、カメラなど）に接続するためのパーソナルエリ 
アネットワーク （ PAN ) を確立します。 PAN では、各デバイスが他のデバイスと直接通信する 
ため、デバイス同士が比較的近距離になければなりません（通常は約 10 m 以内）。 

無線 LAN デバイスを搭載したコンピューターは、以下の旧 EE 業界標準のうち1つ以上に対応してい 

ます。 


• 802.1 1 b :最初に普及した規格であり、最大11 Mbps のデータ転送速度をサボートし、 2.4 GHz 
の周波数で動作します。 

• 802.11 g :最大54 Mbps のデータ転送速度をサボートし、 2.4 GHz の周波数で動作します。 
802.1 1 g の無線 LAN デバイスは802.1 1 b デバイスとの後方互換性があるため、両方を同じネッ 
トワークで使用できます。 

• 802.11 a :最大54 Mbps のデータ転送速度をサボートし、5 GHz の周波数で動作します。 


歐 注記： 802.1 la は802.1 1 b および802.1 1 g との互換性はありません。 


• 802.1 In は最大450 Mbps のデータ速度をサボートし、 2.4 GHz または5 GHz で動作します。 
802.11 a 、 b 、 g との互換性があります（ネットワークの構成によって変わります）。 

無線技術について詳しくは、[ヘルプとサボート]の情報および Web サイトへのリンクを参照してくだ 
さい。 


無線デバイスの使用（一部のモデルのみ）15 





無線アイコンとネットワークアイコンの確認 


アイコン 

名前 


説明 

(<!>) 

無線 

(接続済み） 

コンピューターのハードウヱアとしての無線ランプおよび無線ボタン 
の位置を示します。ソフトウェアとしては、コンピューター上の [HP 
Wireless Assistant] ソフトウェアを示し、また1つ以上の無線デバイ 
スがオンになっていることを表します 

(せ 

無線 

(切断済み） 

すべての無線デバイスが無効になっていることを示します 

馨 

HP Connection 
Manager 

[HP Connection Manager] を開きます。 [HP Connection Manager] で 
は、 HP モバイルブロードバンドデバイスを使用した接続を作成でき 
ます（一部モデルのみ） 

S 31 

ネットワーク（接続済 
み） 

1つ以上のネットワークドライバーがインストールされ、1つ以上の 
ネットワークデバイスが無線ネットワークに接続されていて、1つ以 
上のネットワークデバイスを有線ネットワークに接続できることを示 
します 

m 

ネットワーク（切断済 
み） 

1つ以上のネットワークドライバーがインストールされていて、使用 
できる無線接続がないか、すべての無線ネットワークデバイスが無線 
ボタンまたは [HP Wireless Assistant] によって無効になっていて、どの 
ネットワークデバイスも有線ネットワークに接続されていないことを 
示します 


無線コントロールの使用 

以下の機能を使用して、コンピューター本体の無線デバイスを制御できます。 

• 無線ボタン 

• [HP Wireless Assistant ] ソフトウェア（一部のモデルのみ） 

• [HP Connection Manager ] ソフトウヱア（一部のモデルのみ） 

• オペレーティングシステムの制御機能 

無線ボタンの使用 

コンピューターには無線ボタン、1つ以上の無線デバイス、2つの無線ランプがあります。出荷時の 
設定では、コンピューターのすベての無線デバイスは有効になっていて、コンピューターの電源を入 
れると青い無線ランプが点灯します。 

無線ランプは、無線デバイスの全体的な電源の状態を表すものであり、個々のデバイスの状態を表す 
ものではありません。無線ランプが青色に点灯している場合は、1つ以上の無線デバイスが有効になっ 
ていることを示しています。無線ランプがオレンジ色の場合は、すべての無線デバイスが無効になっ 
ていることを示しています。 

出荷時の設定ではすべての無線デバイスが有効になっています。このため、複数の無線デバイスの才 
ンとオフの切り替えを、無線ボタンで同時に行うことができます。無線デ/《イスのオン/オフを個別に 
制御するには 、 [HP Wireless Assistant ] ソフトウェア(—部のモデルのみ）または [Computer Setup ] を 
使用します。 
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歐 注記： 無線デバイスが [ComputerSetup] で無効になっている場合、無線ボタンはそのデバイスを再 
び有効にするまでは使用できません。 


[HP Wireless Assistant ] ソフトウェアの使用（一部のモデルのみ） 

無線デ/くイスは、 [HP Wireless Assistant] ソフトウェアを使用してオンとオフを切り替えることができ 
ます。無線デバイスが [Computer Setup] で無効になっている場合、 [HP Wireless Assistant] を使用して 
そのデバイスのオンとオフを切り替えるには、 [Computer Setup] で有効に設定しなおしておく必要が 
あります。 


歐 注記： 無線デバイスを有効にしても（オンにしても）、コンピューターがネットワークまたは 
Bluetooth 対応デバイスに自動的に接続されるわけではありません。 


無線デバイスの状態を表示するには、以下のどちらかの操作を行います。 

タスクバーの右端の通知領域にある無線アイコンの上に力ーソルを置きます。 

または 

通知領域にあるアイコンをダブルクリックして [Wireless Assistant] を起動します。 

詳しくは、 [HP Wireless Assistant] ソフトウェアのヘルプを参照してください。 

1. 通知領域にあるアイコンをダブルクリックして [Wireless Assistant] を起動します。 

2. [ヘルプ]ボタンをクリックします。 

[HP Connection Manager ] の使用（一部のモデルのみ） 

お使いのコンピューターの HP モバイルブロードバンドデバイスを使用して無線 LAN に接続するに 
は、 [HP Connection Manager] を使用します 0 

▲ [HP Connection Manager] を開くには、タスクバーの右端の通知領域にある [HP Connection 
Manager ] アイコンをクリックします。 

または 

[スタート]— [すべての プログラム]— [ HP]—[HP Connection Manager ] の順に選択します。 

[HP Connection Manager ] の 使用方法 について 詳しくは、 [HP Connection Manager ] ソフ トウ i アのへ 
ルプを参照してください。 

オペレーティングシステムの制御機能の使用 

一部のオペレーティングシステムでは、オペレーティングシステム自体の機能として内蔵無線デバ 
イスと無線接続を管理する方法が提供されています。たとえば、 Windows® の[ネットワーク接続]で 
は、接続のセットアップ、ネットワークへの接続、無線ネットワークの管理、および接続の診断と修 
復が行えます。 

▲ [ネットワーク接続]にアクセスするには、[スタート]—[コントロールパネル]—[ネットワークと 
インタ _ ネット接続]—[ネットワ _ ク接続]の順に選択します。 

詳しくは、[ヘルプとサボート]を参照してください。アクセスするには、[スタート]—[ヘルプとサボー 
卜】の順に選択します。 
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無線 LAN デバイスの使用（一部のモデルのみ） 

無線 LAN デバイスを使用すると、無線ルーターまたは無線アクセスポイントによってリンクされ 
た、複数のコンピューターおよび周辺機器で構成されている無線口ーカルエリアネットワーク（無 
線 LAN ) にアクセスできます。 


W 注記： 無線ルーターと無線アクセスポイントという用語は、同じ意味で使用されることがよくあり 
ます。 


• 企業または公共の無線 LAN など、大規模な無線 LAN では通常、大量のコンピューターおよび周 
辺機器に対応したり、重要なネットワーク機能を分離したりできる無線アクセスポイントを使 
用します。 

• ホーム オフィス 無線 LAN や スモールオフィス 無線 LAN では通常、無線ルーターを使用して、 
複数台の無線接続または有線接続のコンピューターでインターネッ ト 接続、プリンター、および 
ファイルを共有できます。追加の ハードウ エアやソフ トウ I アは必要ありません。 


啟 注記： お使いのコンピューターに搭載されている無線 LAN デバイスを使用するには、無線 LAN イ 
ンフラストラクチャ（サービスプロバイダーか、公共または企業ネットワークを介して提供される） 
に接続する必要があります。 


無線 LAN のセットアップ 

無線 LAN をセットアップし、インターネットに接続するには、以下のような準備が必要です。 

• ブロ_ドバンドモデム （DSL またはケ_ブル） （1) およびインタ_ネットサ_ビスプロバイ 
ダー （ ISP ) が提供する高速インターネットサービス 

• 無線ル■—夕一（別売） （2) 

• 無線コンピューター （3) 

下の図は、インターネットに接続している無線ネットワークのインストール例を示しています。 



お使いのネットワークを拡張する場合、インターネットのアクセス用に新しい無線または有線のコン 
ピューターをネットワークに追加することができます。 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルーターの製造元または ISP から提供されている情報 
を参照してください。 

無線 LAN の保護 

無線 LAN の標準仕様に備わっているセキュリティ機能は限られていて、基本的には大規模な攻撃では 
なく簡単な盗聴を防ぐための機能しかあ y ません。そのため、無線 LAN には、既知でよく確認されて 
いるセキュリティの脆弱性があると認識しておくことが大切です。 

「無線 LAN スポット」と呼ばれるインターネットカフェや空港などで利用できる公衆無線 LAN で 
は、セキュリティ対策が取られていないことがあります。公共の場でのセキュリティと匿名性を高め 


18 第2章無線、モデム、および口ーカルエリアネットワーク 









る新しい技術は、無線デバイスの製造元や無線 LAN スポットのサービスプロバイダーによって開発 
されている段階です。無線 LAN スポットを利用するときにコンピューターのセキュリティに不安があ 
る場合は、ネットワークに接続しての操作を、重要でない電子メールや基本的なネットサーフィン程 
度にとどめておいてください。 

無線 LAN をセットアップする場合や、既存の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能を有効にして、不正アクセスからネットワークを保護してください。一般的なセキュリティレベル 
は 、 WPA ( Wi-Fi Protected Access ) と WEP (Wired Equivalent Privacy ) です。無線信号はネット 
ワークの外に出てしまうため、他の無線 LAN デバイスに保護されていない信号を拾われ、（許可しな 
い状態で）ネットワークに接続されたり、ネットワークでやり取りされる情報を取得されたりする可 
能性があります。ただし、事前に対策を取ることで無線 LAN を保護できます。 

• セキュリティ機能内蔵の無線トランスミッタを使用する 

無線基地局、ゲートウェイ、またはルーターといった無線トランスミッタの多くには、無線セ 
キュリティプロトコルやファイアウォールといったセキュリティ機能が内蔵されています。適 
切な無線トランスミッタを使用すれば、無線セキュリティでの最も一般的なリスクからネット 
ワークを保護できます。 


• ファイアウォールを利用する 


ファイアウォールは、ネットワークに送信されてくるデータとデータ要求をチヱックし、疑わし 
いデータを破棄する防御壁です。利用できるファイアウォールにはさまざまな種類があり、ソフ 
トウヱアとハードウヱアの両方があります。ネットワークによっては、両方の種類を組み合わせ 
て使用します。 

• 無線を暗号化する 

さまざまな種類の高度な暗号プロトコルが、無線 LAN ネットワークで利用できます。お使いの 
ネットワークのセキュリティにとって最適な解決策を、以下の中から探してください。 

。 WEP (Wired Equivalent Privacy) は、すべてのネットワークデータを送信される前に 
WEP キーで符号化または暗号化する無線セキュリティプロトコルです。通常は、ネット 
ワーク側が割り当てた WEP キーを使用できます。また、自分でキーを設定したり、異なる 
キーを生成したり、他の高度なオプションを選んだりすることもできます。正しいキーを持 
たない他のューザーが無線 LAN を使用することはできなくなります。 

。 WPA (Wi-Fi Protected Access) は、 WEP と同じように、セキュリティ設定によってネッ 
トワークから送信されるデータの暗号化と復号化を行います。ただし、 WEP のように1つ 
の決められたセキュリティキーを利用して暗号化を行うのではなく、 「 TKIP」(temporal key 
integrity protocol ) を使用してパケットごとに新しいキーを動的に生成します。また、ネッ 
トワーク上にあるコンピューターごとに異なるキーのセットを生成します。 

• ネットワークを閉じる 

可能であれば、ネットワーク名 （ SSID ) が無線トランスミッタによってブロードキャスト（送 
信）されないようにします。ほとんどのネットワークは、最初にネットワーク名をブロードキャ 
ストして、利用可能であることを近くのコンピューターに伝えます。ネットワークを閉じれば、 
お使いのネットワークの存在が他のコンピューターから知られにく くなります。 


歐 注記： ネットワークを閉じて SSID がブロードキャストされないようにした場合、新しいコン 
ピューターをネットワークに接続するには、その SSID を知っているか覚えていることが必要に 
なります。 SSID を書き留めて、許可のない人の目にふれない安全な場所に保管してから、ネッ 
トワークを閉じるようにしてください。 
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無線 LAN への接続 

無線 LAN に接続するには、以下の操作を行います。 

1. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します。オンになっている場合は、無線ラン 
プが青色に点灯します。無線ランプがオレンジ色の場合は、無線ボタンを押します。 

2. [スタート]-♦[接続先]の順に選択します。 

3. —覧から目的の無線 LAN を選択し、必要に応じてネットワ _ クセキュリティキ _ を入力しま 
す。 

• ネットワークのセキュリティ設定がされていない場合は、誰でもこのネットワークにアクセ 
スできるため、警告メッセージが表示されます。警告メッセージを確認し、接続を完了する 
には、[接続]をクリックします。 

• ネットワークがセキュリティ設定済みの無線 LAN である場合は、セキュリティコードであ 
るネットワークセキュリティキーの入力を求めるメッセージが表示されます。コードを入 
力し、[接続]をクリックして接続を完了します。 


散 注記： 無線 LAN が一覧に表示されない場合は、無線ルーターまたはアクセスポイントの範囲 
外にいることを示します。 

注記： 接続したいネットワークが表示されない場合は、[すべての接続を表示する】をクリック 
します。新しいネットワーク接続の作成や、接続の問題のトラブルシューティング方法などを含 
むオプションの一覧が表示されます。 


接続完了後、タスクバー右端の通知領域にあるネットワークステータスアイコンの上にマウスボイ 
ンターを置くと、接続の名前、速度、強度、およびステータスを確認できます。 


ぽ 注記： 動作範囲（無線信号が届〈範囲）は、無線 LAN の実装、ルーターの製造元、および壁や床な 
どの建造物やその他の電子機器からの干渉に応じて異なります。 


無線 LAN の使用方法について詳しくは、以下のリソースを参照してください。 

• インターネットサービスプロバイダー ( ISP ) から提供される情報や、無線ルーターやその他の 
無線 LAN 機器に添付されている説明書等 

• [ヘルプとサボート]で提供されている情報や、そこにある Web サイトのリンク 

近くにある公共無線 LAN の一覧については、 ISP に問い合わせるか Web を検索してください。公共 
無線 LAN の一覧を掲載している Web サイトは、「無線 LAN スポット」などのキーワードで検索でき 
ます。それぞれの公共無線 LAN の場所について、費用と接続要件を確認します。 

企業無線 LAN へのコンピューターの接続について詳しくは、ネットワーク管理者または IT 部門に問 
い合わせてください。 

他のネットワークへの口ーミング 

お使いのコンピューターを他の無線 LAN が届く範囲に移動すると、 Windows はそのネットワークへ 
の接続を試みます。接続の試行が成功すると、お使いのコンピューターは自動的にそのネットワーク 
に接続されます。新しいネットワークが Windows によって認識されなかった場合は、お使いの無線 
LAN に接続するために最初に行つた操作をもう一度実行してください。 
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HP モバイルブロードバンドの使用（一部のモデルおよび一部 
の国や地域のみ） 

HP モ バイ ル ブロードバンドを使用すると、コンピューターで無線ワイド エリア ネットワーク 
( WWAN ) を使用できるため、無線 LAN の使用時よりも、より多くの場所のより広い範囲からイン 
夕_ネットにアクセスできます。 HP モバイ ル ブロ _ ドバンドを使用するには、ネットワークサービ 
スプロバイダー（モバイ ル ネットワーク事業者と呼ばれます）と契約する必要があります。ネット 
ワークサービスプロバイダーは、ほとんどの場合、携帯電話事業者です。 HP モバイ ル ブロードバ 
ンドの対応範囲は、携帯電話の通話可能範囲とほぼ同じです。 


モ バイルネットワーク事業者のサービスを利用して HP モ バイルブロードバンドを使用すると、出張 
や移動中、または無線 LAN スポットの範囲外にいるときでも、インターネットへの接続、電子メール 
の送信、および企業ネットワークへの接続が常時可能になります。 

HP は、次のテクノロジをサボートしています。 


• HSPA (High Speed Packet Access ) は 、 GSM (Global System for Mobile Communications ) 電 
気通信標準に基づいてネットワークへのアクセスを提供します。 

• EV-DO (Evolution Data Optimized ) は 、 CDMA (Code Division Multiple Access ) 電気通信標準 
に基づいてネットワークへのアクセスを提供します。 

モバイルブロ ードバンドサービスを有効にするには、 HP モバイルブロ _ ドバンドモジュ_ルのシ 
リアル番号が必要な場合があります。シリアル番号は、コンピューターの裏面に貼付されているラべ 
ルに印刷されています。 

モバイルネットワーク事業者によっては 、 SIM (Subscriber Identity Module ) が必要な場合がありま 
す。 SIM には 、 PIN (個人識別番号）やネットワーク情報など、ューザーに関する基本的な情報が含 
まれています。一部のコンピューターでは、 SIM がバッテリベイにあらかじめ装着されています。 
SIM があらかじめ装着されていない場合、 SIM は、コンピューターに付属の HP モバイル ブロー ドバ 
ンド情報に含まれているか、モバイルネットワーク事業者から別途入手できることがあります。 

SIM の装着と取り出しについて詳しくは、以下の 「 SIM の装着」と 「 SIM の取り出し」を参照してく 
ださい。 

HP モバイルブロ _ ドバンドに関する情報や、推奨されるモバイルネットワーク事業者のサ_ビスを 
有効にする方法については、コンピューターに付属の HP モバイルブロードバンド情報を参照してく 
ださい。詳しくは、 HP の Web サイト、 http :// www . hp . com / qo / mobilebroadband / (英語サイトのみ） 
を參照してください。 

SIM の装着（一部のモデルのみ） 


△注意： SIM を装着するときには、力ードの欠けた一角が図に示された位置にくるようにしてくださ 
し、。 SIM を上下または裏表反対に挿入した場合、カチッという音はせず、バッテリは正しく固定され 
ずに SIM および SIM コネクタが損傷するおそれがあります。 

コネクタの損傷を防ぐため、 SIM を装着するときは無理な力を加えないでください。 


SIM を装着するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターをシャットダウンします。コンピュータ_の電源が切れているかハイバネーシヨ 
ン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタンを押してコンピューターの電源を入れます。次 
にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

2. ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 
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4. 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

5. コンピューターを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

6. バッテリを取り外します。 

7. SIM を SIM スロットに揷入し、しっかり固定されるまでそっと押し込みます。 



8. バッテリを取り付けなおします。 

注記:^ 一: ンテリを装着しをおさないと、 HP 毛7《イルブロードバンドは無効にな习ます二 

9 . 外部電源および必要に応じて外付けデバイスを接続しなおします。 

10. 外付けデバイスを接続しなおします。 

11. コンピューターの電源を入れます。 

SIM の取り出し（一部のモデルのみ） 

SIM を取り出すには、以下の操作を行います。 

1. コンピュータ_をシャットダウンします。コンピュータ_の電源が切れているかハイバネ_シヨ 
ン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタンを押してコンピューターの電源を入れます。次 
にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

2. ディスプレイを閉じます。 

3 . コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4 . 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

5 . コンピューターを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

6. バッテリを取り外します。 
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7. SIM をいったんスロットに押し込んで（1)、固定を解除してから取り出します（2)。 



8. バッテリを取り付けなおします。 

9. 外部電源および必要に応じて外付けデバイスを接続しなおします。 

10. 外付けデバイスを接続しなおします。 

11. コンピューターの電源を入れます。 
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Bluetooth 無線デバイスの使用（一部のモデルのみ） 

Bluetooth デバイスによって近距離の無線通信が可能になり、以下のような電子機器の通信手段を従 
来の物理的なケーブル接続から無線通信に変更できるようになりました。 

• コンピューター（デスクトップ、ノートブック、 PDA ) 

• 電話機（携帯、 コードレス、スマートフ ォン） 

• イメージングデバイス（プリンター、カメラ） 

• オーディオデバイス（へッドセット、スピーカー） 

Bluetooth デバイスは、 Bluetooth デバイスの PAN (Personal Area Network ) を設定できるピアツー 
ビア機能を提供します。 Bluetooth デバイスの設定と使用方法については、 Bluetooth ソフトウェアの 
ヘルプを参照してください。 

Bluetooth とインターネット接続共有 ( ICS ) 

ホストとして1台のコンピューターに Bluetooth を設定し、そのコンピューターをゲートウェイとし 
て利用して他のコンピューターがインターネットに接続できるようにすることは、 HP ではおすすめ 
しません。 Bluetooth を使用して2台以上のコンピューターを接続する場合、インターネット接続共 
有 （ ICS ) が可能なのはそのうちの1台で、他のコンピューターは Bluetooth ネットワークを利用して 
インターネットに接続することはできません。 

Bluetooth は、お使いのコンピューターと、携帯電話、プリンター、カメラ、および PDA などの無線 
デバイスとの間で情報をやり取りして同期するような場合に強みを発揮します。 Bluetooth および 
Windows オペレーティングシステムでの制約によって、インターネット共有のために複数台のコン 
ピューターを Bluetooth 経由で常時接続しておくことはできません。 
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無線接続に関する問題のトラブルシューティング 

無線接続に関する問題の原因として、以下のようなものが考えられます。 

• 無線デバイスのインストールに失敗した、または無線デバイスが無効である。 

• 無線デバイスまたはル _ 夕 _ のハ _ ドウエアが故障した。 

• ネットワーク設定 （ SSID またはセキュリティ）が変更された。 

• 無線デバイスが他のデバイスからの干渉を受けている。 


皆 注記： 無線ネットワークデバイスは、一部のモデルにのみ搭載されています。無線ネットワーク機 
能がコンピューターの基本機能として搭載されていない場合は、無線ネットワークデバイスを購入し 
てコンピューターに追加できます。 


ネットワーク接続の問題を解決する可能性のある方法を1つずつ実行する前に、すべての無線デバイ 
スについて、デバイスドライバーがインストールされていることを確認してください。 

使用したいネットワークに接続できないコンピューターの診断および修復を行うには、この章で説明 
する手順を実行してください。 

無線 LAN 接続を作成できない場合 

無線 LAN への接続で問題が発生している場合は、内蔵無線 LAN デバイスがコンピューターに正しく 
取り付けられていることを確認してください。 

1. [スタート]—[マイコンピュータ]の順に選択します。 

2. [マイコン ピュ ータ ] ウィンドウを右クリックします。 

3. [プロパティト [ハードウ エアト[デバイスマネージャト[ネットワークアダプター】の順に選択し 
ます。 

4. ネットワークアダプタ__覧で無線 LAN デバイスを確認します。無線 LAN デバイスの場合は、 
「無線」、「無線 LAN 」、「 WLAN 」、 または「802.11」などと表示されます。 

無線 LAN デバイスが表示されない場合は、お使いのコンピューターに無線 LAN デバイスが内蔵 
されていないか、無線 LAN デバイス用のドライバーが正しくインストールされていません。 

無線 LAN のトラブルシューティングについて詳しくは、 [ヘルプと サボート]に記載されている Web 
サイトへのリンクを参照してください。 
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優先ネットワークに接続できない場合 

Windows では、問題のある無線 LAN 接続を自動で修復できます。 

• タスクバー右端の通知領域にネットワークステータスアイコンがある場合は、そのアイコンを 
右クリックして、メニューから[修復]をクリックします。 

Windows は、ネットワークデバイスをリセットし、優先ネットワークの1つに再接続を試みま 
す。 

• ネットワークステータスアイコンの上に [ X ] が表示されている場合は、1つ以上の無線 LAN ドラ 
イバーまたは LAN ドライバーがインストールされているものの、コンピューターは接続されて 
いない状態です。 

• ネットワークステータスアイコンが通知領域に表示されていない場合は、以下の手順に沿って 
操作します。 


1. [スタ ー ト]— [コン ト ロ ー ルパネル]— [ネットワー クとインタ ー ネット接続]— [ネットワー ク 
接続]の順に選択します。 

2. 目的の接続をクリックします。 

3. 左側の枠内で、 [この 接続を修復する]をクリックします。 

[ネットワーク接続]ウィンドウが表示され、 Windows は、ネットワークデバイスをリセッ 
卜し、優先ネットワークの1つに再接続を試みます。 

現在のネットワークセキュリティコードが使用できない場合 

無線 LAN に接続するときにネットワークキーまたは SSID の入力を求めるメッセージが表示された 
場合、そのネットワークはセキュリティ設定によって保護されています。セキュリティ設定で保護さ 
れているネットワークに接続するには、現在のコードが必要になります。 SSID およびネットワーク 
キーは半角英数字のコードで、ネットワークへの認証のためにお使いのコンピューターに入力しま 
す。 

• お使いの無線ルーターに接続されているネットワークの場合は、そのルーターの説明書を参照 
し、ルーターと無線 LAN デバイスの両方に同じ SSID コードを設定します。 

• 会社のネットワークや、公開インターネットチヤットなどのプライべ一トネットワークの場合 
は、ネットワーク管理者に問い合わせてそれらのコードを入手し、コードの入力を求める画面が 
表示されたときに入力します。 

ネットワークによっては、ルーターやアクセスポイントで使用されている SSID を定期的に変更 
して、セキュリティの向上を図っている場合があります。この変更に応じて、対応するコードを 
お使いのコンピューターで変更する必要があります。 

以前に接続したことがあるネットワーク用に新しいネットワークキーや SSID が提供されている場 
合、そのネットワークに接続するには、以下の操作を行います。 

[スター ト]— [コントロ ールパネル]—[ネットワー クと インターネッ ト接続]— [ネットワー ク接 
続]の順に選択します。 

利用可能な無線 LAN を示す一覧が表示されます。複数の無線 LAN が稼動している無線 LAN ス 
ポットにいる場合は、複数の無線 LAN が表示されます。 

2. 目的のネットワークを右クリックし、 [ プロパティ ] をクリックします。 

3. [ワイヤレスネットワーク]タブをクリックします。 
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4. ネットワークを選択し、 [ プロパティ ] をクリックします。 


m 注記： 使用するネットワークが一覧にない場合は、ネットワーク管理者に連絡して、ルーター 
またはアクセスポイントが稼動していることを確認してください。 


[アソシエーシヨン]タブをクリックし、無線の暗号化に必要なデータを[ネットワークキー ] フィー 
ルドに正しく入力します。 

6. [0 K ] をクリックしてこれまでの設定を保存します。 

無線 LAN 接続が非常に弱い場合 

接続が非常に弱い場合、またはコンピューターが無線 LAN に接続できない場合は、以下の方法を参考 
に他のデバイスからの干渉を最小化します。 

• コンピューターを無線ルーターまたはアクセスポイントに近づけます。 

• 干渉を受けないようにするために、電子レンジ、コードレス電話、または携帯電話などの無線デ 
バイスの電源を一時的に切断します。 

接続品質が向上しない場合は、デバイスのすべての接続値が強制的に再設定されるように、以下の操 
作を行ってみてください。 

[スタート]—[コントロ ールパネル]—[ネットワークとインターネット接続]—♦[ネットワ_ク接 
続]の順に選択します。 

2. 目的のネットワークを右クリックし、 [ プロパティ ] をクリックします。 

3. [ワイヤレスネットワーク】タブをクリックします。 

利用可能な無線 LAN を示す一覧が表示されます。複数の無線 LAN が稼動している無線 LAN ス 
ポットにいる場合は、複数の無線 LAN が表示されます。 

4. ネットワークを選択し、[削除]をクリックします。 

無線ルーターに接続できない場合 

無線ルーターに接続しようとして失敗した場合は、その無線ルーターの電源を10〜15秒間オフにし 
て、リセットしてください。 

それでもコンピューターが無線 LAN に接続できない場合は、無線ルーターを再起動してください。詳 
しくは、ルーターの製造元の説明書を參照してください。 
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モデムの使用（一部のモデルのみ） 

お使いのコンピューターの内蔵モデムをアナログ回線に接続するには、6ピンの RJ -11 モデムケーブ 
ル（別売）を使用して接続する必要があります。国や地域によっては、各国または各地域仕様のモデ 
ムケーブルアダプター（別売）も必要な場合があります。デジタル構内回線 ( PBX ) システム用の 
コネクタは、アナログ電話回線用のモジュラーコンセントと似ていますが、このモデムには使用でき 
ません。 


A 警告！ 内蔵アナログモデムをデジタル回線に接続すると、モデムが損傷して永久に使用できなくな 
る場合があります。誤ってモデムケーブルをデジタル回線に接続した場合は、すぐに取り外してくだ 
さい。 


モデムケーブルに、テレビやラジオからの干渉を防止するノイズ抑制コア （1) が取り付けられてい 
る場合は、コアが取り付けられているほうのケーブルの端 （2) をコンピューター側に向けます。 



モデムケーブルの接続 

A 警告！ 火傷や感電、火災て襄置の損傷を防 ct こめ、モデムケーブ 7 レ（別売）または電話ケーブルを 

RJ -45 丄ネごトワーク^コネクタに接続しないでくださしと 

モデムケーブルを接続するには、以下の操作を行います。 

1. モデムケ _ ブルをコンピュータ _ 本体のモデムコネクタに差し込みます（1)。 

2. モデムケーブルのもう一方の端を電話回線用モジュラーコンセントに接続します（2)。 



28 第2章無線、モデム、および口ーカルエリアネットワーク 












各国または地域仕様のモデムケーブルアダプターの接続 

モジュラーコンセントは、国または地域によって異なります。国外でモデムとモデルケーブル（別 
売）を使用するには、各国または地域の仕様のモデムケーブルアダプター（別売）を用意する必要 
があります。 

RJ -11 モデムコネクタ以外のアナログ電話回線用モジュラーコンセントにケーブルを接続するに 
は、以下の操作を行います。 

1. モデムケーブルをコンピューター本体のモデムコネクタに差し込みます（1)。 

2. モデムケーブルを各国または地域仕様のモデムケーブルアダプターに接続します（2)。 

3. 各国または地域仕様モデムケーブルアダプターを電話回線用モジュラーコンセントに接続しま 
す(3)〇 



所在地設定の選択 

現在の所在地設定の表示 

モデム用の現在の所在地設定を表示するには、以下の操作を行います。 
[スタ ート]—■[コントロ ー ルパネル]の順に選択します。 

2. [日付、時刻、地域と言語のオプション]をクリックします。 

3. [地域と言語のオプション]をクリックします。 

4. [場所]の下に現在地が表示されています。 


旅行先の所在地の新規追加 

初期設定では、お使いのモデムで使用可能な所在地設定は日本用の設定のみです。コンピューターを 
国外または他の地域で使用する場合は、使用する国または地域の規格に準拠するように内蔵モデムを 
設定します。 

新しく追加した所在地設定はコンピューターに保存され、設定をいつでも切り替えられるようになり 
ます。コンピューターには、任意の国の所在地設定を複数追加できます。 
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A 注意： モデムの日本用の設定は削除しないでください。日本用の設定を保持した状態で国外でモデ 
ムを使用できるようにするには、モデムを使用する国や地域ごとに所在地の構成を新規に追加しま 
す。 

注意： お使いのモデムの設定が、旅行先の国や地域の通信規定や法律に違反することを防ぐため、 
その国や地域の設定を選択してください。国を正しく選択しないと、モデムが正しく機能しない場合 
があります。サポートされていない国を選択するとメッセージが表示されます。その国ではこのモデ 
ムの使用が認可されていないため、使用しないでください。 


モデムの所在地設定を追加するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[コントロールパネル]—[プリンターとその他のハードウ エア]— [電話とモデムの才 
プシヨン】の順に選択します。 

2. [ダイヤル情報]タブをクリックします。 

3. [新規]をクリックします。（[新しい所在地]ウィンドウが表示されます。） 

4. [所在地]ボックスに、新しく追加する所在地設定の名前（「自宅」、「会社」など）を入力します。 

5. [国/地域]ドロップダウンリストから、国または地域を選択します（モデムでサボートされていな 
い国または地域を選択すると、初期設定の[米国]または[英国]が表示されます）。 

6. 市外局番を入力します（必要に応じて、回線番号や外線番号も入力します）。 

7. [ダイヤル方法】の横の [ 卜ーン]または[パルス]をクリックします。 

8. 新しい所在地設定を保存するには、 [0K] をクリックします（[電話とモデムのオプション】ウィン 

ドウが表示されます。） 

9. 以下の操作のどちらかを行います。 

• 新しい所在地を現在地の設定として使用するには、 [OK] をクリックします。 

• 他の所在地設定を現在地の設定として使用するには、[所在地]リストから使用する設定を選 
択して、 [OK] をクリックします。 


歐 注記： 国外または他の地域の設定と同じように、日本国内の所在地設定も追加できます。たと 
えば、外線に接続するダイヤル情報を含む設定を「会社」と]^う名前で追加できます。 

国外での接続に関する問題の解決 

コンピューターを購入した国または地域以外でモデムを使用しているときに問題が発生した場合は、 
以下のことを試してみてくださし、。 

• 電話回線の種類の確認 

モデムには必ずアナログ電話回線を使用します（デジタル回線を使用しないでください）。 PBX 
回線と呼ばれる回線は、通常はデジタル回線です。データ回線、 FAX 回線、モデム回線、標準電 
話回線と呼ばれている電話回線は、通常はアナログ回線です。 

• パルスとトーンのどちらのダイヤル方法を使用しているかの確認 

アナログ回線では、2つのダイヤルモ _ ド（パルスまたは卜 _ ン）のどちらかをサポ _ 卜してい 
ます。これらのダイヤルモードオプションは、[電話とモデムのオプション]で選択します。選択 
するダイヤルモードオプションは、お使いの電話回線でサポートされているダイヤルモードと 
一致する必要があります。 
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お使いの電話回線でサポートされているダイヤルモードを判断するには、電話機で数桁の番号 
をダイヤルして、ダイヤル音を聞きます。カタカタという音（パルス音）がする場合は電話回線 
がパルスダイヤル方式をサポ_卜し、ピポパと音がする場合は卜_ンダイヤル方式をサポ_卜 
していることを示しています。 

現在のモデムの所在地設定でダイヤルモードを変更するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[コントロールパネル】—[プリンターとその他のハードウェア】—[電話とモデム 
のオプション】の順に選択します。 

2. [ダイヤル情報]タブをクリックします。 

3. モデムの所在地設定を選択します。 

4. [編集】をクリックします。 

5. [ I ' — ン]または[パルス]をクリックします。 

6. [0 K 】 を2回クリックします。 

• ダイヤル先の電話番号と受信先のモデムの応答の確認 

送信先の電話番号をダイヤルし、受信側のモデムが応答することを確認します。 

• 発信音を省略するようにモデムを設定する 

認識できない発信音を受信した場合、モデムでダイヤルは行われず、 [No Dial Tone ] (発信音が 
ありません）という エラー メッセージが表示されます。 

ダイヤル前のダイヤルトーンを省略するようにモデムを設定するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[コントロールパネル]—[プリンターとその他のハードウェア]—[電話とモデム 
のオプション]の順に選択します。 

2. [モデム]タブをクリックします。 

3. リストからお使いのモデムをクリックします。 

4. [プロパティ】をクリックします。 

5. [モデム]をクリックします。 

6. [発信音を待ってからダイヤルする]チェックボックスのチェックを外します。 

7. [0 K ] を2回クリックします。 
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口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) への接続 

口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) に接続するには、8ピンの RJ -45 ネットワークケーブル（別 
売）が必要です。ネットワークケーブルに、テレビやラジオからの電波障害を防止するノイズ抑制コ 
ア （1) が取り付けられている場合は、コアが取り付けられている方のケーブルの端 （2) をコンピュー 
夕一側に向けます。 



ネットワークケーブルを接続するには、以下の操作を行います。 

1. ネットワークケーブルをコンピユーター本体のネットワークコネクタに差し込みます（1)。 

2. ケーブルのもう一方の端をデジタルモジュラーコンセントに差し込みます（2)。 



A 警告！ 火傷や感電、火災、装置の損傷を防ぐため、モデムケーブルまたは電話ケーブルを RJ -45 
(ネットワーク）コネクタに接続しないでください。 
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3 ポインテイングデバイスおよびキーボ_ 

K 


ポインティングデバイスの使用 

ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 

ボタンの構成、クリック速度、ポインターオプションのような、ポインティングデバイスの設定を 
カスタマイズするには、 Windows の[マウスのプロパティ]を使用します。 

[マウスの プロパティ ] にアクセスするには、[スタート]— [コン トロールパネル]—[プリンターとその 
他のハードウエア]—[マウス]の順に選択します。 

タッチパッドの使用 

ポインターを移動するには、タッチパッドの表面でポインターを移動したい方向に指をスライドさせ 
ます。タッチパッドボタンは、外付けマウスの左右のボタンと同様に使用します。タッチパッドのス 
クロールゾーンを使用して画面を上下にスクロールするには、スクロールゾーンの線上で指を上下 
にスライドさせます。 


啟 注記： タッチパッドを使用してポインターを移動しているとき、指をスクロールゾーンに移動する 
には、その前に指をタッチパッドから離す必要があります。タッチパッドからスクロールゾーンに指 
をスライドさせるのみでは、スクロール機能はアクティブになりません。 


ポインティングステイックの使用 

ポインティングスティックを移動したい方向に向かって押しつけます。ポインティングスティック 
の左右のボタンは、外付けマウスの左右のボタンと同様に機能します。 

外付けマウスの接続 

USB コネクタのどれかを使用して外付け USB マウスをコンピューターに接続できます。 USB マウス 
は、別売のドッキングデバイスまたは拡張製品のコネクタを使用してシステムに接続することもでき 
ます。 

キーボードの使用 

ホットキーの使用 

ホットキ _ は、 fn キ _ (1) と、 esc キ _ (2) またはファンクションキ _ のどれか （3) の組み合わ 
せです。 
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f 3、 f 4、 および f 8 〜 fll の各キーのアイコンは、ホットキーの機能を表します。ホットキーの機能お 
よび操作についてこの章の各項目で説明します。 



機能 

ホットキー 

システム情報を表示する 

fn + esc 

スタンバイを起動する 

fn +f3 

画面を切り替える 

fn +f4 

バッテリ情報を表示する 

fn + f8 

画面の輝度を下げる 

fn + f9 

画面の輝度を上げる 

fn +f10 

周辺光センサーを有効にする 

fn + f 11 


ホットキ_コマンドをコンピューターのキーボ_ドで使用するには、以下のどちらかの操作を行いま 
す 。 

• 短く fn キーを押してから、ホットキーコマンドの2番目のキーを短く押します。 

または 

• fn キーを押しながら、ホットキ_コマンドの2番目のキーを短〈押し、両方のキーを同時に離 
します。 


システム情報の表示 

fn + esc ホットキーを押すと、システムのハードウエアコンポーネントおよびシステム BIOS のバー 
ジョン番号に関する情報が表示されます。 

fn + esc ホットキーで表示される画面では、システム BIOS のバージョンは BIOS の日付として表示 
されます。一部の機種では、 BIOS の日付は10進数形式で表示されます。 BIOS の日付はシステム 
ROM のバージョン番号と呼ばれることもあります。 
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スタンバイを起動する 

fn + f 3 ホツトキーを押すと、スタンバイが起動されます。 

スタンバイを起動すると、情報がメモリに保存され、画面表示が消えて節電モードになります。コン 
ピューターがスタンバイ状態の場合、電源ランプが点滅します。 


A 逢^ 情報の損失を防ぐために、スタンバイを起動する剪に必ずデータを保存してくださし丄 

スタンバイを起動する前に、コンピューターの電源がオンになっている必要があります。 


啟 注記： コンピューターがスタンバイ状態のときに完全な口ーバッテリ状態になった場合は、ハイバ 
ネーシヨンが起動し、メモリに保存された情報がハードドライブに保存されます。完全な口ーバッ亍 
リ状態になった場合、工場出荷時設定ではハイパネーシヨンが開始しますが、この設定は電源の詳細 
設定で変更できます。 


スタンバイ状態を終了するには、電源ボタンを短く押すか、またはキ_ボ_ドの任意のキーを押しま 
す。 

fn + f 3 ホットキーの機能は変更が可能です。たとえば、 fn + f 3 ホットキーを押すと、スタンバイで 
はなく ハイ パネーシヨンが起動するように設定できます。 


啟 注記： Windows オペレーティングジステムのウィンドウでのスリープボタンに関する記述はすべ 

て 、 fn + f 3 ホットキーに当てはまります。 


画面を切り替える 


システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるには 、 fn + f 4 を押します。 
たとえば、コンピューターに外付けモニターを接続している場合に fn + f 4 を押すと、コンピューター 
本体のディスプレイ、外付けモニタ _ のディスプレイ、コンピュ _ 夕 _ 本体と外付けモニタ _ の両方 
のディスプレイのどれかに表示画面が切り替わります。 

ほとんどの外付けモニターは、外付け VGA ビデオ方式を使用してコンピューターからビデオ情報を 
受け取ります。 fn + f 4 ホットキーでは、コンピューターからビデオ情報を受信する他のデバイスとの 
間でも表示画面を切り替えることができます。 


以下のビデオ伝送方式が fn + f 4 ホットキーでサボートされます。かっこ内は、各方式を使用するデ 
バイスの例です。 

• LCD (コンピューター本体のディスプレイ） 

• 外部 VGA (ほとんどの外付けモニター） 

• DisplayPort 

バッテリ残量についての情報を表示する 

取り付けられているすべてのバッテリの残量についての情報を表示するには 、 fn + f 8 を押します。 
ディスプレイに、充電中のバッテリが表示され、各バッテリの残量がレポートされます。 

画面の輝度を下げる 

fn + f 9 ホットキーを押すと、画面の輝度を下げることができます。このホットキーを押し続けると、 
輝度が一定の割合で徐々に下がります。 


キーボードの使用 35 








画面の輝度を上げる 

fn + flO ホットキーを押すと、画面の輝度を上げることができます。このホットキーを押し続ける 
と、輝度が一定の割合で徐々に上がります。 

周辺光センサーを有効にする 

周辺光センサーの有効/無効を切り替えるには、 fn + fll を押します。 
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HP QuickLook の使用 

[ HPQuickLook ] を使用して、 [ MicrosoftOutlook ] にある予定表、連絡先、受信トレイ、および仕事の情 
報をコンピューターのハードドライブに保存できます。コンピューターの電源が切れているとき、ま 
たはハイパネーシヨン状態のときにコンピューターの QuickLook ボタンを押すと、オペレーティン 
グシステムの再起動を待たなくてもこれらの情報をすぐに表示できます。 

[HP QuickLook ] を使用すると、コンピューターを再起動することなく、予定表のイベント、電子メー 
ル情報、および仕事を管理できます。 


皆 注記： [HP QuickLook ] は、 Windows のスタンバイ状態をサボートしていません。 

注記： バッテリの取り外し後は、コンピューターを再起動して [HP QuickLook ] を再び有効にする必 
要があります。 


[HP QuickLook ] の設定および使用方法について詳しくは、 [HP QuickLook ] ソフトウエアのヘルプを参 
照してください。 


テンキーの使用 

お使いのコンピューターには、テンキーが内蔵されています。また、別売の外付けテンキーや、テン 
キーを備えた別売の外付けキーボードも使用できます。 




名称 

説明 

(1) 

fn キー 

num Ik キーと一緒に押すと、内蔵テンキーの有効/無効が切り替わ 
ります 

(2) 

内蔵テンキー 

fn キーおよび num Ik キーと _ 緒に押すと、外付けテンキーと同 
様に使用できます 
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名称 

説明 

(3) 

Num Lock ランプ 

点灯： Num Lock がオンの状態です 

(4) 

num Ik キー 

内蔵テンキーのナビゲーシヨン機能と数字入力機能が切り替わり 


ます 


注記： テンキー機能がコンピューターの電源を切ったときに有 
効だった場合は、次回コンピューターの電源を入れたときにも有 
効になっています 


内蔵亍ンキーの使用 

内蔵テンキーの15個のキーは、外付けテンキーと同様に使用できます。内蔵テンキーが有効のとき 
は、テンキーを押すと、そのキーの手前側面にあるアイコン（日本語キーボードの場合）で示された 
機能が実行されます。 

内蔵テンキーの有効/無効の切り替え 

内蔵テンキーを有効にするには 、 fn + num Ik を押します 。 fn + num Ik キーをもう一度押すと、通常 
の文字入力機能に戻ります。 


啟 注記： 外付けキーボードまたはテンキーがコンピューターに接続されている場合、内蔵テンキーは 
機能しませ^ 

内蔵テンキーの機能の切り替え 

fn キーまたは fn + shift キーを使用して、内蔵テンキーの通常の文字入力機能とテンキー機能とを一 
時的に切り替えることができます。 

• テンキーが無効のときに、テンキーからの入力をテンキー機能（数字等の入力）に変更するに 
は、 fn キ _ を押しながらキ _ を押します。 

• テンキーが有効のときに、テンキーの文字入力機能を一時的に使用するには、以下の操作を行い 
ます。 

。 小文字を入力するには、 fn キーを押しながら文字を入力します。 

。 大文字を入力するには 、 fn + shift キ _ を押しながら文字を入力します。 

別売の外付けテンキーの使用 

通常、外付けテンキーのほとんどのキーは 、 Num Lock がオンのときとオフのときとで機能が異なり 
ます（出荷時設定では 、 Num Lock はオフになっています）。たとえば、以下のようになります。 

• Num Lock がオンのときは、数字を入力できます。 

• Num Lock がオフのときは、矢印キ ー 、 page up キー 、 page down キーと同様に機能します。 

外付けテンキーで Num Lock をオンにすると、コンピューターの Num Lock ランプが点灯します。外 
付けテンキーで Num Lock をオフにすると、コンピューターの Num Lock ランプが消灯します。 

作業中に外付けテンキーの Num Lock のオンとオフを切り替えるには、以下の操作を行います。 

▲ コンピューターではなく、外付けテンキーの num Ik キーを押します。 


38 第3章ポインティングデバイスおよびキーボード 








タッチパッド、キーボード、および通気孔の清掃 

タッチパッドにごみや脂が付着していると、ボインターが画面上で滑らかに動かなくなる場合があり 
ます。これを防ぐには、軽く湿らせた布でタッチパッドを定期的に清掃し、コンピューターを使用す 
るときは手をよく洗ってください。 


A 警告！ 感電や内部コンポ _ ネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタッチメントを使用してキ _ ボ _ 
ドを清掃しないでください。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちてくることがありま 
す。 


キーが固まらないようにするため、また、キーの下に溜まったごみや糸くず、細かいほこりを取り除 
〈ために、キーボ _ ドを定期的に清掃してください。圧縮空気が入ったストロ _ 付きの击を使用して 
キーの周辺や下に空気を吹き付けると、付着したごみがはがれて取り除きやすくなります。 



A 注意： ごみや糸くずによって通気孔の通気が妨げられることのないよう、定期的に通気孔を確認し 
てください。柔らかいブラシまたは布を使用してごみや糸くずを取り除いてください。 
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4 マルチメディア 


マルチメディア機能 

お使いのコンピューターには、音楽を再生したり画像を表示したりできるマルチメディア機能が含ま 
れています。また、以下のようなマルチメディアコンポーネントが含まれている場合があります。 

• オーディオディスクおよびビデオディスクを再生するオプティカルドライブ 

• 音楽を再生する内蔵スピーカー 

• 独自のオーディオを録音するための内蔵マイク 

• 動画の撮影および共有ができる内蔵 Web カメラ（一部のモデルのみ） 

• 音楽、動画および画像の再生と管理を行うことができるプリインストール済みのマルチメディ 
アソフトウェア 

鼠 注記： お使！^のコン"？ターによっては了一覧に記載されていても、一部のコンポーネントが'含 

まれていない場合があります。 


ここでは、お使いのコンピューターに含まれているマルチメディアコンポーネントを使用する方法に 
ついて説明します。 

音量の調整 

音量の調整には、以下のどちらかを使用します。 

• コンピューター本体の音量調整デバイス： 

。 音を消したり音量を元に戻したりするには、ミュート（消音）ボタン （1) を押します。 

。 音量を下げるには、音量下げボタン （2) を押します。 
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音量を上げるには、音量上げボタン （3) を押します。 



• Windows の[ボリュームコント ロール]: 

a . タスクバーの右端の通知領域にある[音量]アイコンをクリックします。 

b . スライダーを上下に動かして、音量を上げたり下げたりします。[ミュート]チェックボック 
スにチ x ックを入れると、音が出なくなります。 

または 

a . 通知領域の[音量]アイコンをダブルクリックします。 

b . [マスター音量]列で、[音量]スライダーを上下に移動して音量を調節できます。バランスを 
調整したり音を消したりすることもできます。 

[スピーカー]アイコンが通知領域に表示されない場合は、以下の操作を行って表示します。 

a . [スタート]— [コントロールパネル]—[サウンド、音声、および才ーディオデバイス]—[サウ 
ンドとオーディオデバイス]—[音量]タブの順に選択します。 

b . [タスクバーに音量アイコンを配置する]チェックボックスにチェックを入れます。 

c . [適用]をクリックします。 

• プログラムの音量調整機能： 

プログラムによっては、音量調整機能を持つものもあります。 


マルチメディアソフトウェア 

お使いのコンピューターには、音楽を再生したり画像を表示したりできるマルチメディアソフトウェ 
アがプリインストールされています。ここでは、プリインストールされているマルチメディアソフト 
ウェアの詳細およびディスクからのインストール方法について説明します。 
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プリインス I ル済みのマルチメディアソフトウェアへのアクセス 

プリインストールされているマルチメディアソフトウェアにアクセスするには、以下の操作を行いま 
す。 

▲ [スタート]—[すべてのプログラム]の順に選択し、使用するマルチメディアプログラムを起動し 
ます。 


& 注記： サブフォルダーに含まれているプログラムもあります。 


注記： コンピューターに付属しているソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの 
製造元の説明書を參照してください。これらの説明書は、ソフトウェアに含まれているか、ディ 
スクに収録されているか i まなはソフトウェアの製造元の Web サイトから入手できます。 

ディスクからのマルチメディアソフトウェアのインストール 

CD または DVD からマルチメディアソフトウェアをインストールするには、以下の操作を行います。 

1. ディスクをオプティカルドライブ（一部のモデルのみ）または別売の外付けオプティカルドラ 
イブに挿入します。 

2. インストールウィザードが開いたら、画面上のインストール手順に沿って操作します。 

3. コンピューターの再起動を求めるメッセージが表示されたら、コンピューターを再起動します。 


菡 注記： お使いのコンピューターにオプティカルドライブが搭載されていない場合は、コンピュー 
ターの USB コネクタのどれかに外付けオプティカルドライブ（別売）を接続できます。 
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オーディオ 

お使いのコンピューターでは、以下のようなさまざまなオーディオ機能を使用できます。 

• コンピューターのスピーカーおよび接続した外付けスピーカーを使用した、音楽の再生 

• 内蔵マイクまたは接続した外付けマイクを使用した、サウンドの録音 

• インターネットからの音楽のダウンロード 

• オーディオと画像を使用したマルチメディアプレゼンテーションの作成 

• インスタントメッセージプログラムを使用したサウンドと画像の送信 

• ラジオ番組のストリーミング（一部のモデルのみ）または FM ラジオ信号の受信 

• 才ーデイオ CD の作成（書き込み） 

外付けオーディオデバイスの接続 


A 警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからへッドフォン、 
イヤフォン、またはヘッドセットを使用してください。安全に関する情報について詳しくは、『規 
定、安全、および環境に関するご注意』を參照してください 


外付けスピーカー、ヘッドフォン、マイクなどの外付けデバイスの接続方法については、デバイスの 
製造元から提供される情報を参照してください。デバイスを良好な状態で使用できるよう、以下の点 
に注意してください。 

• デバイスケーブルがお使いのコンピューターの適切なコネクタにしっかりと接続されているこ 
とを確認します（通常、ケーブルコネクタは、コンピューターの対応するコネクタに合わせて 
色分けされています）。 

• 外付けデバイスに必要なドライバーがある場合は、そのドライバーをインストールします。 


m 注記： ドライバーは、デバイスとデバイスが使用するプログラム間のコンバーターとして機能 
する、必須のプログラムです。 
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オーディオ機能の確認 

お使いのコンピューターのシステムサウンドを確認するには、以下の操作を行います。 

1. [スタ _ 卜]—[コントロ ー ルパネル]の順に選択します。 

2. [サウンド、音声、およびオーディオデバイス]—[サウンドとオーディオデバイス]の順にクリッ 
クします。 

3. [サウンドとオーディオデバイスのプロパティ]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをクリッ 
クします。 [プログラム イベン ト] でビープやアラームなどの任意のサウンドイベントを選択して 
から、[再生]ボタンをクリックします。 

スピーカーまたは接続したヘッドフォンから音が鳴ります。 

コンピューターの録音機能を確認するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[すべてのプログラム]—[アクセサリ]—[エンターテイメント]—[サウンドレコー 
ダー]の順に選択します。 

2. [録音]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保存します。 

3. [Windows Media Player ] を起動して、サウンドを再生します。 


皆 注記： 良好な録音結果を得るため、直接マイクに向かって話し、雑音がないように設定して録音し 
ます。 


▲ コンピューターのオーディオ設定を確認または変更するには、タスクバー上の[サウンド】アイコ 
ンを右クリックするか、[スタート]— [コン ト ロール パネル]—[サウンド、音声、および才ーディ 
オデバイス]—[サウンドとオーディオデバイス]の順に選択します。 
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動画 


お使いのコンピューターでは、以下のさまざまな動画機能を使用できます。 

• 動画の再生 

• インターネットを介したゲ _ ム 

• プレゼンテーションの作成のための画像や動画の編集 

• 外付けビデオデバイスの接続 

外付けモニタ _ またはプロジェクタ_の接続 

お使いのコンピュ_夕_には外付けモニタ_コネクタと DisplayPort の両方があり、外付けモニタ_ 
およびプロジ x クターを接続できます。 

外付け モニター コネクタの使用 

外付けモニターコネクタは、外付け VGA モニターや VGA プロジェクターなどの外付け VGA ディス 
プレイデバイスをコンピューターに接続するためのコネクタです。外付けモニターコネクタはアナ 
ログディスプレイインターフェイスです。 

▲ VGA ディスプレイデバイスを接続するには、デバイスのケーブルを外付けモニターコネクタに 
接続します。 



^ 注記： 外付けディスプレイデバイスを正しく接続しても画面が表示されない場合は 、 fn + f 4 キー 
を押して、ディスプレイデバイスに画面を切り替えます。 fn + f 4 キーを繰り返し押すと、コンピュー 
夕一本体のディスプレイとデバイスとで表示画面が切り替わります。 


DisplayPort の使用 

ディスプレイコネクタは、高性能なモニターやプロジェクターなどの別売のデジタルディスプレイ 
デバイスを接続します 。 D isplay Port は VGA 外付けモニターコネクタを上回るパフォーマンスを提供 
し、デジタル接続の質を向上させます。 
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▲ デジタルディスプレイデバイスを接続するには、デバイスのケーブルを DisplayPort に接続しま 
す。 



歐 注記： 外付けディスプレイデバイスを正しく接続しても画面が表示されない場合は、 fn + f 4 キー 
を押して、ディスプレイデバイスに画面を切り替えます。 fn + f 4 キーを繰り返し押すと、コンピュー 
夕一本体のデイスプレイとデバイスとで表示画面が切り替わります。 
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オプティカルドライブ（一部のモデルのみ） 

お使いのコンピューターには、コンピューターの機能を拡張するオプティカルドライブが搭載されて 
いる場合があります。オプティカルドライブを使用すると、データディスクを読み取ったり、音楽 
や動画を再生したりできます。 

オプティカルドライブの確認 

▲ [スタート]—[マイコンピュータ] の順に選択します。 

お使いのコンピューターにインストールされているすべてのデバイスの一覧が表示されます。以下の 
どちらかの種類のドライブが含まれている可能性があります。 

• DVD-ROM ドライブ 

• LiahtScribe スーパーマルチ DVD 土 RW ドライブ （2 層記録 ( DL ) 対応） 


彦 注記： 2層記録ディスクには、1層式のディスクよりも多くのデータを保存できます。ただ 
し、このドライブで作成された 2 層記録ディスクは、既存の多くの 1 層式 DVD ドライブおよび 
プレーヤーに対応していない可能性があります。 


• スーパーマルチ DVD 土 RW 対応ブルーレイ ROM ドライブ （2 層記録 ( DL ) 対応) 


歐 注記： コンピューターによっては、一部のドライブがサポートされていない場合があります。_ 

オプティカルディスクの使用 （ CD 、 DVD 、 および BD ) 

DVD-ROM などのオプティカルドライブは、オプティカルディスク （CD および DVD ) に対応して 
います。これらのディスクには、音楽、写真、および動画などの情報を保存します。 DVD の方が、 
CD より大きい容量を扱うことができます。 

オプティカルドライブでは、標準的な CD や DVD ディスクの読み取りができます。お使いのオプティ 
カルドライブがブルーレイディスク ( BD ) ドライブであれば、 BD の読み取りもできます。 


^ 注記： 一覧には、お使いのコンピューターでサポートされていないドライブが含まれている場合も 
あります。サポートされているオプティカルドライブのすべてが一覧に記載されているわけではあり 
ません。 


以下の一覧に示すように、オプティカルドライブによっては、オプティカルディスクに書き込みが 
できるものもあります。 


オプティカルドラ CD-ROM CD-RW へ DVD* への書 LightScribe CD ま BD の読み 

イブの種類 および の書き込みき込み たは DVD へのラべ取り 

DVD-ROM ルの書き込み 

メディアの 
読み取り 


BD R/RE への書き込 
み 


DVD-ROM ドライ 
ブ 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

LightScribe t スー 
パーマルチ DVD 
土 RW ドライブ （2 
層記録 （DL) キ対 
応） 

はい 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

ブルー レイ RW ド 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

はい 

はい 


ライブ 
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オプティカルドラ CD-ROM CD - RW へ DVD * への書 LightScribe CD ま BD の読み 

イブの種類 および の書き込みき込み たは DVD へのラべ取り 

DVD-ROM ルの書き込み 

メディアの 
読み取り 


BD R/RE への 書き込 
み 


LightScribe t ブ はい いいえ いいえ はい はい いいえ 

ルー レイ ROM ドラ 
イブ 


* DVD + RDL 、 DVD + RW / R 、 および DVD-RAM を含みます。 

卞 LightScribe ディスクは別途購入する必要があります。 LightScribe は白黒写真のようなグレースケールの画像を作成しま 
す。 


キ2層記録ディスクには、1層式のディスクよりも多くのデータを保存できます。ただし、このドライブで作成された2層記 
録ディスクは、多くの1層式の DVD ドライブおよびプレーヤーに対応していない場合があります。 


A 注意： オーディオまたはビデオの劣化や、情報または再生機能の損失を防ぐため、 CD、DVD、BD 
の読み取り、 CD または DVD への書き込みをしているときにスタンバイまたはハイパネーシヨンを起 
動しないでください。 


正しいディスク （ CD 、 DVD 、 および BD ) の選択 

オプティカルドライブは、オプティカルディスク （CD、DVD、 および BD) に対応しています。デ 
ジタルデータの保存に使用される CD は商用の録音にも使用されますが、個人的に保存する必要があ 
る場合にも便利です。 DVD および BD は、主に動画、ソフトウェア、およびデータのバックアップの 
ために使用します。 DVD と BD のフォームファクターは CD と同じですが、容量ははるかに大きく 
なります。 


歐 注記： お使いのコンピューターに取り付けられているオプティカルドライブによっては、この項目 
で:!兑明上ている一部のオプティカルデ （ スクに対応していなし」場合もあります t 

CD - R ディスク 

CD-R (一度のみ書き込み可能）ディスクは、永続的なアーカイブを作成したり、仮想的にあらゆる 
ユーザーとファイルを共有したりするときに使用します。通常は、以下の用途で使用します。 

• サイズの大きいプレゼンテーションの配布 

• スキャンした写真やデジタル写真、ビデオクリップ、および書き込みデータの共有 

• 独自の音楽 CD の作成 

• コンピューターのファイルやスキャンした記録資料などの永続的なアーカイブの保存 

• ディスク領域を増やすためのハードドライブからのファイルのオフロード（移動） 

データを記録した後は、データを削除したり追加で書き込んだりすることはできません。 

CD - RW ディスク 

CD-RW ディスク（再書き込みが可能な CD) は、頻繁にアップデートする必要のあるサイズの大きい 
プロジェクトを保存するときに使用します。通常は、以下の用途で使用します。 

• サイズの大きいドキュメントやプロジェクトファイルの開発および管理 

• 作業ファイルの転送 
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• ハードドライブファイルの毎週のバックアップの作成 

• 写真、動画、オーディオ、およびデータの継続的な更新 


DVD 土 R ディスク 


DVD 土 R ディスクは、大量の情報を恒久的に保存するときに使用します。データを記録した後は、 
データを削除したり追加で書き込んだりすることはできません。 

DVD 土 RW ディスク 

前に保存したデータを削除または上書きしたい場合は、 DVD 土 RW ディスクを使用します。この種類 
のディスクは、変更できない CD または DVD に書き込む前にオーディオや動画の記録テストをする 
のに最も適しています。 
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LightScribe DVD+R ディスク 

LightScribeDVD+R ディスクは、データ、ホームビデオ、および写真を共有または保存するときに使 
用します。このディスクは、ほとんどの DVD-ROM ドライブや DVD ビデオプレーヤーでの読み取り 
に対応しています。 LightScribe が有効なドライブと LightScribe ソフトウエアを使用すると、デイス 
クにデータを書き込むのみでなく、ディスクの外側にラベルをデザインして追加することもできま 
す。 


ブルーレイディスク （ BD ) 

BD は、 HD 対応動画などのデジタル情報を保存するための高密度オプティカルディスクフォーマツ 
卜です。1枚の1層式ブルーレイディスクで25 GB まで保存でき、これは 4.7 GB の1層式 DVD の 
5倍以上の容量です。2層式のブルーレイディスクでは1枚で50 GB まで保存でき、これは 8.5 GB 
の2層式 DVD の6倍近くの容量になります。 

通常は、以下の用途で使用します。 

• 大量のデータの保存 


• HD 対応動画の再生および保存 


• ビデオ ゲーム 


m 注記： ブルーレイは新技術を搭載した新しいフォーマツトであるため、一部のディスク、デジタル 
接続、互換性、またはパフォーマンスに問題が起こる可能性がありますが、これは欠陥ではありませ 
ん。すべてのシステム上での完全な再生は保証されていません。 


CD 、 DVD 、 または BD の再生 

1. コンピューターの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディスクトレイが少し押し 
出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 


菡 注記： ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクを注意深く傾けて回転軸の上に置 
いてください。 
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5. 確実に収まるまでディスクをゆっくり押し下げます （3)。 



〇 


6. ディスクトレイを閉じます。 

自動再生の動作を設定していない場合は、以下の項目で説明しているように、[自動再生]ダイアログ 
ボックスが開きます。メディアコンテンツの使用方法を選択するように要求されます。 

& alBT 最適な获態で使用するためには、 BD の再生中は AC アダプターを外部電源に接続している 

ことを確認して< さし'」 

自動再生の設定 

1. [スタート]—[マイコンピュータ]の順に選択します。 

2. デバイス ( CD-ROM ドライブなど）を右クリックし、次に[プロパティ]をクリックします。 

3. [自動再生]タブをクリックし、実行可能な動作のひとつを選択します。 

歐 注記： DVD を再生する場吾は、 [Win DVD ] (一部のモデルのみ厂または初期設定の DVD プレー 

"A - t 選択し本す^ 

4. [OK] をクリックします。 

m mbt 自動再生について詳しくは、[スタート]—[ヘルプとサポート]の順に選択します。 

DVD の地域設定の変更 

著作権で保護されているファイルを使用する多くの DVD には地域コードがあります。地域コードに 
よって著作権は国際的に保護されます。 

地域コードがある DVD を再生するには、 DVD の地域コードが DVD ドライブの地域の設定と一致し 
ている必要があります。 

△ 注意: DVD ドライブの地域設定は、5回までしか変更できません。 

5回目に選択した地域設定が、 DVD ドライブの最終的な地域設定になります。 

ドライブで地域設定を変更できる残りの回数が、 [DVD 地域]タブに表示されます。 
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オペレーティングシステムで設定を変更するには、以下の操作を行います。 

[スタート]—[マイコンピュータ]の順に選択します。 

2. ウィンドウを右クリックし、 [プロパティ]— [ハー ドウエア]タブ—[デバイスマネージャ]の順に 
選択します。 

3. [ DVD / CD - ROM ドライブ]の横のプラス記号 （+ ) をクリックします。 

4. 地域設定を変更する DVD ドライブを右クリックして、次に[プロパティ]をクリックします。 

5. [ DVD 地域]タブをクリックして、設定を変更します。 

6. [0 K ] をクリックします。 

著作権に関する警告 

コンピュータープログラム、映画や映像、放送内容、録音内容など、著作権によって保護されたもの 
を許可なしにコピーすることは、著作権法に違反する行為です。コンピューターをそのような目的に 
使用しないでください。 


A 注意： 情報の損失やディスクの損傷を防ぐために、以下のガイドラインを参考にしてください。 

ディスクに書き込む前に、コンピューターを安定した外部電源に接続してください。コンピューター 
がバッテリ電源で動作しているときは、ディスクに書き込まないでください。 

ディスクに書き込む前に、使用しているディスクソフトウェア以外は、開いているすべてのプログラ 
ムを閉じてください。 

コピー元のディスクからコピー先のディスクへ、またはネットワークドライブからコピー先のディス 
クへ直接コピーしないでください。その情報をハードドライブに保存し、次にハードドライブからコ 
ピー先のディスクに書き込みます。 

ディスクへの書き込み中にキ_ボードを使用したり、コンピュ_夕_を移動したりしないでくださ 
し、。書き込み処理は振動の影響を受けやすい動作です。 

歐 注記： コンピューターに付属しているソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの製造 
元の説明書を參照してください。これらの説明書は、ディスクに収録されていたり、ソフトウェアの 
ヘルプに含まれていたり、またはソフトウェアの製造元の Web サイトで提供されていたりする場合 
があります。 


CD 、 DVD 、 または BD のコピー 

1. [スタート]—[すべてのプログラム]— [ Roxio ] (ロキ シオ ）— [Creator Business ] (クリエ イタビ 
ジネス）の順に選択します。 

2. 右側のパネルで、 [ディスクのコピー】 をクリックします。 

3. コピーするディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

4. 画面右下の[コピー]をクリックします。 

コ ピー元のディスクが読み取られ、そのデータが ハー ドドライブの一時フォルダー にコ ピーされ 
ます。 

5. メッセージが表示されたら、コピー元のディスクをオプティカルドライブから取り出して、空 
のディスクをドライブに挿入します。 

データがコピーされると、自動的にトレイが開いて作成したディスクが出てきます。 
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CD 、 DVD 、 または BD の作成（書き込み） 

お使いのオプティカルドライブが CD - RW 、 DVD - RW 、 または DVD 土 RW のオプティカルドライブ 

である場合は 、 [Windows Media Player ] などのソフトウェアを使用して、 MP 3 や WAV 音楽ファイル 

などのデータやオーディオファイルを書き込むことができます。動画ファイルを CD または DVD に 

書き込むには、 [ MyDVD ] を使用します。 

CD または DVD に書き込むときは、以下のガイドラインを参照してください。 

• ディスクに書き込む前に、開いているファイルをすべて終了し、すべてのプログラムを閉じま 
す。 

• 通常、オーディオファイルの書き込みには CD - R または DVD - R が最適です。これはデータがコ 
ピーされた後、変更ができないためです。 

• ホームステレオや力ーステレオによっては CD - RW を再生できないものもあるため、音楽 CD 
の書き込みには CD - R を使用します。 

• 通常、 CD - RW または DVD - RW は、データファイルの書き込みや、変更できない CD または DVD 
に書き込む前のオーディオまたはビデオ録画のテストに最適です。 

• 通常、家庭用のシステムで使用される DVD プレーヤーは、すべての DVD フォーマットに対応し 
ているわけではありません。対応しているフォーマットの一覧については、 DVD プレーヤーに 
付属の説明書を参照してください。 

• MP 3 ファイルは他の音楽ファイル形式よりファイルのサイズが小さく、 MP 3 ディスクを作成す 
るプロセスはデータファイルを作成するプロセスと同じです。 MP 3 ファイルは、 MP 3 プレー 
ヤーまたは MP 3 ソフトウェアがインストールされているコンピューターでのみ再生できます。 

CD または DVD にデータを書き込むには、以下の操作を行います。 

1. 元のファイルを、ハ _ ドドライブのフォルダーにダウンロ _ ドまたはコピ _ します。 

2. 空のディスクをオプティカルドライブ（一部のモデルのみ）または別売の外付けオプティカル 
ドライブに挿入します。 

3. [スター ト]— [すべての プログラム]の順に選択し、使用するソフトウェアの名前を選択します。 

4. 作成するディスクの種類（データ、オーディオ、またはビデオ）を選択します。 

5. [スタート]を右クリックしてから[エクスプローラ]をクリックし、元のファイルが保存されてい 
るフォルダーに移動します。 

6. フォルダーを開き、空のオプティカルディスクのあるドライブにファイルをドラッグします。 

7. 選択したプログラムの説明に沿って書き込み処理を開始します。 

詳しい手順については、ソフトウェアの製造元の説明書を參照してください。これらの説明書は、ソ 

フトウェアに含まれているか、ディスクに収録されているか、またはソフトウェアの製造元の Web 

サイトから入手できます。 


A 注意： 著作権に関する警告に従ってください。コンピュータープログラム、映画や映像、放送内 
容、録音内容など、著作権によって保護されたものを許可なしにコピーすることは、著作権法に違反 
する行為です。コンピューターをそのような目的に使用しないでください。 
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オプティカルディスク （ CD 、 DVD 、 または BD ) の取り出し 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します （2)。 

2. 回転軸をそっと押さえながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。 ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


歆 注記： トレイが完全に開かない場合は、ディスクを注意深く傾けて取り出してください。 



〇 


3. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 

トラブルシューティング 

ここでは、一般的な問題と解決方法について説明します。 

オプティカルディスクトレイが開かず、 CD 、 DVD 、 または BD を取り出せない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し用の穴にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり押し込み、ディスクトレイが開いたら、トレイを完全に引き出します （2)。 
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3. 回転軸をそっと押さえながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 

& 注記： トレイみ'完全に開かない場吾は、ディスクを注意深く傾けて取り出してくださ F 。 



4. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 

コンピューターがオプティカルドライブを検出しない場合 

Windows が取り付けられているデバイスを検出しない場合は、デバイスドライバーソフトウェアが 
なくなったか壊れている可能性があります。 DVD / CD-ROM ドライブの非検出が疑われる場合は、才 
プティカルドライブが[デバイスマネージャ]ユーティリティの一覧に表示されていることを確認しま 
す。 

1. オプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スタ ート]— [マイ コンピュー タ] の順に選択します。 

3. ウィンドウを右クリックし、 [プロパティ]— [ハードウェア]タブの順に選択して、[デバイス マ 
ネ—ジャ】をクリックします。 

4. [デバイス マネージャ] ウィンドウで、マイナス記号（一）がすでに表示されている場合を除き、 
[DVD/CD-ROM ドライブ]の横のプラス記号 （+ ) をクリックします。オプティカルドライブの 
_ 覧を確認します。 

ドライブが表示されていない場合は、この章の「デバイスドライバーを再インストールする必 
要がある場合」の説明に沿って、デバイスドライバーをインストール（または再インストー 
ル）します。 
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ディスクが再生できない場合 

• CD 、 DVD 、 または BD を再生する前に作業を保存し、開いているすべてのプログラムを閉じま 
す。 

• CD 、 DVD 、 または BD を再生する前にインターネットをログオフします。 

• ディスクを正しく挿入していることを確認します。 

• ディスクが汚れていないことを確認します。必要に応じて、ろ過水や蒸留水で湿らせた柔らかい 
布でディスクを清掃します。ディスクの中心から外側に向けて拭いてください。 

• ディスクに傷がついていないことを確認します。傷がある場合は、一般の電気店や CD ショップ 
などで入手可能なオプティカルディスクの修復キットで修復を試みることもできます。 

• ディスクを再生する前にスタンバイを無効にします。 

ディスクの再生中に ハイパネー シ ョン またはスタ ン バイを起動しないでください。起動すると、 
続行するかどうかを確認する警告メッセージが表示される場合があります。このメッセージが表 
示されたら、[いいえ]をクリックします。[いいえ]をクリックすると以下のようになります。 

。 再生が再開します。 

または 

。 マルチメディアプログラムの再生ウィンドウが閉じます。ディスクの再生に戻るには、マ 
ルチメディアプログラムの[再生]ボタンをクリックしてディスクを再起動します。場合に 
よっては、プログラムを終了してから再起動する必要が生じることもあります。 

• システムのリソースを増やします。 

プリンターとスキャナーなどの外付けデバイスの電源を切ります。外付けデバイスを切断するこ 
とで、システムリソースが解放され、再生パフオーマンスが向上されます。 

デスクトップの色のプロパティを変更します。16ビットを超える色の違いは人間の目では簡単に見分 
けられないため、以下の方法でシステムの色のプロパティを16ビットの色に下げても、動画の再生 
時の色の違いは気にならないでしよう。 

1. アイコン以外の、デスクトップ上の任意の場所を右クリックし、[プロパティ]—[設定]の順に選 
択します。 

2. [画面の色】を[中 （16 ビット）]に設定します。 

ディスクが自動再生されない場合 

1. [スタート]-♦[マイコンピュータ】の順に選択します。 

2. デバイス ( CD - ROM ドライブなど）を右クリックし、次に[プロパティ]をクリックします。 

3. [自動再生]タブをクリックし、実行可能な動作のひとつを選択します。 

4. [ OK ] をクリックします。 

これで、 CD 、 DVD 、 または BD をオプティカルドライブに挿入したときに自動的に再生されます。 


歐 注記： 自動再生について詳しくは、 [ヘルプと サボート]を参照してください。 
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動画が停止したりコマ落ちしたりする場合や、再生が不安定な場合 

• ディスクに傷がついていたり、損傷したりしていないことを確認します。 

• ディスクを清掃します。 

• 以下の操作を実行して、システムリソースを節約します。 

。 インターネットからログオフします。 

。 デスクトップの色のプロパティを変更します。 

1. コンピューターデスクトップの空いている場所を右クリックし、 [プロパティト [設定]の 
順に選択します。 

2. 設定がまだされていない場合は、[画面の色]を[中 （16 ビット） ] に設定します。 

。 プリンター、スキャナー、カメラ、携帯電話などの外付けデバイスを取り外します。 

動画が外付けディスプレイに表示されない場合 

1. コンピューターのディスプレイと外付けディスプレイの両方の電源が入っている場合は 、 fn + f 4 
を1回以上押して、表示画面をどちらかに切り替えます。 

2. 外付けディスプレイがメインになるようにモニターの設定を行います。 

a . コンピューターデスクトップの空いている場所を右クリックし、 [プロパティ]— [設定]の順 
に選択します。 

b . メインディスプレイとセカンダリディスプレイを指定します。 

歐 ai 5" r 両方のディスプレイを使用する場吾は、 DVD の画像はセカンダリディスプ U イとして 

指定したディスプレイには表示されません。 

マルチメディアに関して、このガイドで説明されていない質問について情報を得るには、[スタート] 
—[ヘルプとサボート]の順に選択します。 

ディスクへの書き込み処理が行われない、または完了する前に終了してしまう場合 

• 他のプログラムがすべて終了していることを確認します。 

• スタンバイおよびハイバネ _ シヨンを無効にします。 

• お使いのドライブに適した種類のディスクを使用していることを確認します。ディスクの種類に 
ついて詳しくは、ディスクに付属の説明書を參照してください。 

• ディスクが正しく挿入されていることを確認します。 

• より低速の書き込み速度を選択し、再試行します。 

• ディスクをコピーしている場合は、コピー元のディスクのコンテンツを新しいディスクに書き込 
む前に、その情報をハードドライブへコピーし、ハードドライブから書き込みます。 

• [デバイスマネージャ]の [ DVD / CD - ROM ドライブ]カテゴリにあるディスク書き込みデバイスのド 
ライバーを再インストールします。 
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デバイスドライバーを再インストールする必要がある場合 

最新の HP デバイスドライバーの入手 

HP デバイスドライバーを入手するには、以下のどちらかの手順で操作します。 

[HP Update Utility ] を使用するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート】—[すべてのプログラム]— [ HP]—[HP Update 】 （HP アップデート）の順に選択します。 

2. [HP Welcome ] (HP へようこそ）画面で、 [ Settings ] (設定）をクリックして、ユーティリティ 
が Web 上でソフトウェアの更新を確認する時間を選択します。 

3. [ Next ] (次へ）をクリックして HP のソフトウェアの更新を確認します。 

HP の Web サイトを使用するには、以下の操作を行います。 

1. Web ブラウザーを開いて、 http :〃 www.hp.com/suDDort/ を表示し、国または地域を選択します。 

2. [ドライバ ー& ■ソフトウェアをダウン □— ドする]オプションをクリックし、お使いのコンピュー 
ターの製品名または製品番号を[製品名 ■ 番号で検索]フィールドに入力します。 

3. enter キーを押し、画面の説明に沿って操作します。 

Microsoft ® デバイスドライバーの入手 

[Microsoft Update ] を使用すると、最新の Windows デバイスドライバーを入手できます。この Windows 
の機能は、ハードウェアドライバー、 Windows オペレーティングシステム、およびその他の Microsoft 
製品に関する更新を自動的に確認し、インストールするように設定できます。 

[Microsoft Update ] を使用するには、以下の操作を行います。 

1. Web ブラウザーを開いて http://www.microsoft.com/ia/ip/default.aspx を表示してから、[セキュリ 
ティ]をポイントします。 

2. [Microsoft Update ] をクリックして コン ピュー ターの オペ レーティングシステム、プログラム、 
およびハードウェアの最新の更新情報を入手します。 

3. 画面の説明に沿って操作し、 [Microsoft Update ] をインストールします。 

4. [変更する]をクリックして、 [Microsoft Update ] で Windows オペレーティングシステムおよび 
Microsoft 社のその他の製品のアップデートを確認する時間を選択します。 

5. コンピューターの再起動を求めるメッセージが表示されたら、コンピューターを再起動します。 
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Web カメラ（一部のモデルのみ） 

お使いのコンピューターによっては、ディスプレイの上部に Web カメラが内蔵されているものもあ 
ります。プリインストールされているソフトウェアを使用すると、 Web カメラでサウンドを録音した 
り、動画を録画したり、静止画像を撮影したりできます。写真、録画した動画、または録音した才一 
デイオをプレビューして、コンピューターのハードドライブに保存できます。 


Web カメラおよび [HP Webcam ] ソフトウェアにアクセスするには、[スタート]—[すべてのプログラ 
ム]— [ HP]—[HP Webcam ] の順に選択します。 

[HP Webcam ] ソフトウェアを使用すると、以下の機能を利用できます。 

• 動画：動画の録画や再生を行います。また、ソフトウェアインターフェイスのアイコンを使用 
して、動画を電子メールで送信したり、 YouTube にアップロードしたりできます。 

• オーディオの録音や再生を行います。 

• 動画の再生： UVC (Universal Video Class ) カメラをサボートするインスタントメッセージソ 
フトウェアソリューションで使用します。 

• スナップショット：静止画像を撮影します。 

• HP Business Card Reader :名刺を連絡先情報に使用できるデータベースに変換するために使用 
します。 


^ 注記： 内蔵 Web カメラに対応するソフトウェアの使用方法については、 Web カメラのソフトウェ 
アのヘルプを參照してください。 


パフォーマンスを最適にするために、内蔵 Web カメラの使用時は以下のガイドラインを参考にして 
ください。 

• ビデオチャットを行う前に、インスタントメッセージプログラムが最新のバージョンであるこ 
とを確認してください。 

• ネットワークファイアウォールの種類によっては、 Web カメラが正常に機能しない場合があり 
ます。 


彦 注記： マルチメディアファイルを閲覧したり、別の LAN またはネットワークファイアウォー 
ル外の ユーザーへ •マルチメディアファイルを送信したりするときに問題が生じる場合は、ファ 
イアウォールを一時的に無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウォールを再度有効 
にします。問題を恒久的に解決するには、必要に応じてファイアウォールを再設定したり、他の 
侵入検知システムのポリシーや設定を調整したりします。詳しくは、ネットワーク管理者または 
IT 部門に問い合わせてください。 


• 可能な限り、 Web カメラの背後の画面領域の外に明るい光源を置いてください。 

Web カメラのプロパティの調整 

[プロパティ]ダイアログボックスを使用して、 Web カメラのプロパティを調整できます。このダイア 
ログボックスには、内蔵カメラを使用する各種プログラムの構成、設定、またはプロパティメニュー 
から通常はアクセスできます。 

• [輝度]:画像に取り込まれる光の量を調整します。輝度を高く設定するとより明るい画像にな 
り、輝度を低く設定するとより暗い画像になります。 

• [コントラスト]:画像の明るさと暗さの対比を調整します。コントラストを高く設定すると画像 
の対比の度合いが高まり、コントラストを低く設定すると、元の情報のダイナミックレンジを 
維持しますがより平面的な画像になります。 


Web カメラ（一部のモデルのみ） 59 






• [ガンマ】：画像の中間調の灰色または中間色に作用する対比を調整します。画像のガンマを調整 
すると、シャドウとハイライトを大幅に変更しないで、中間グレートーンの明度値を変更でき 
ます。ガンマを低く設定すると灰色は黒に近くなり、暗い色はさらに暗い色になります。 

• [色相]:他の色との特性の差異（赤、緑、青の度合い）を調整します。色相は色彩と異なり、色 
彩は色相の強さを示します。 

• [色彩】：最終的な画像の色みの強さを調整します。色彩を高く設定するとより鮮やかな画像にな 
り、色彩を低く設定するとよりくすんだ画像になります。 

• [シャープネス]:画像の境界線の緻密さを調整します。シャープネスを高く設定するとより鮮明 
な画像になり、シャープネスを低く設定するとソフトな画像になります。 

Web カメラの使用方法については、[スタート]—[ヘルプとサボート]の順に選択します。 

名刺画像の撮影 

Web カメラを [HP Business Card Reader ] プログラムとともに使用して、名刺画像を取り込み、 
[Microsoft Outlook ] の連絡先など、さまざまな種類のアドレス帳ソフトウェアにテキストをエクスポー 
卜できます。 

名刺画像を取り込むには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[すべてのプログラム]— [ HP】—[HP Business Card Reader ] の順に選択し 、 [HP 
Business Card Reader ] を開きます。 

2. 1 枚の名刺を取り込むには、[シングルスキャン]をクリックします。 

または 

複数の名刺を取り込むには、[マルチスキャン]をクリックします。 

3. コンピューター前面の名刺スロットに名刺を1枚差し込み（1)、力ードを左方向にスライドさせ 
て （2) Web カメラの位置に合わせます。 


啟 注記： スロットでテキストが隠れている場合は、テキストを Web カメラに向けた状態で名刺 
を180度回転させます。 
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4. ディスプレイをゆっくりと下げていき（1)、 Web カメラランプ （2) が点滅して音が聞こえたと 
ころで止めます。これで Web カメラが名刺に焦点を合わせている状態になります。 

Web カメラがオンになり、スキャン処理がただちに開始します。画像が取り込まれるとカメラ 
のシャツター音が鳴り、名刺から取り込まれた情報が フイール ドに自動的に入力されます。 



5. 複数の名刺の画像を取り込んでいる場合は、撮影済みの名刺を取り出し、別の名刺を挿入しま 
す。名刺に焦点が合うと、 Web カメラランプが点灯します。その後、 Web カメラが名刺画像を 
取り込み、 Web カメラランプは消灯します。 

この手順を、残りの名刺に対して繰り返します。 


m 注記： すべての名刺の取り込みが終わるまで、ディスプレイを動かしたり持ち上げたりしない 
でください。 


6. 必要な名刺画像をすべて取り込み終えたら、名刺をスロットから取り出し、ディスプレイを持ち 
上げます。 

7. [HP Business Card Reader ] によつて取り込まれた情報を確認し、うまく取り込めたかどうかを 
確認します。 

[HP Business Card Reader ] の使用方法について詳しくは、ソフトウエアのヘルプを参照してく 
ださい。 
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5 


電源の管理 


電源オプションの設定 

省電力設定の使用 

お使いのコンピューターでは、2つの省電力設定が出荷時に有効になっています。スタンバイおよび 
ハイ パネーシヨ ンです。 

スタンバイを起動すると、電源ランプが点滅して画面表示が消えます。作業中のデータがメモリに保 
存されます。スタンバイを終了するときはハイパネーションを終了するときよりも早く作業に戻れま 
す。コンピューターが長時間スタンバイ状態になつた場合、またはスタンバイ状態のときにバッテリ 
が完全な口一/《ッテリ状態になった場合は、ハイパネーションを起動します。 

ハイバネーションを開始すると、データがハ _ ドドライブのハイバネーション フ アイルに保存され 
て、コンピューターの電源が切れます。 


A 注意： オーディオおよびビデオの劣化、再生機能の損失、または情報の損失を防ぐため、ディスク 
または外付けメディアカードの読み取りまたは書き込み中にスタンバイまたはハイパネーシヨンを開 
始しないでくださし、。 

W 注記： コンピューターがスタンバイまたはハイパネーシヨン状態の場合は、ネットワーク接続やコ 
ンピューター機能の実行が一切できなくなります。 

注記： [ HP 3 D DriveGuard ] によってドライブが停止された場合、スタンバイやハイパネーシヨンは 
起動されず、画面表示が消えます。 


スタンバイの起動および終了 

システムは、バッテリ電源の使用時に操作しない状態が10分間続いた場合、または外部電源の使用 
時に操作しない状態が25分間続いた場合に、スタンバイを起動するよう出荷時に設定されています。 

電源設定およびタイムアウトは Windows の[コントロールパネル]の[電源オプション]で変更できます。 

コンピューターの電源が入っている状態で、以下のどれかの方法でスタンバイを起動できます。 

• ディスプレイを閉じます。 

• fn + f 3 キーを押します。 

• [スタート]—[終了オプション]—[スタンバイ]の順にクリックします。 
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[スタンバイ]が表示されない場合は、以下の操作を行います。 


a . 下向き矢印をクリックします 

b . _ 覧から[スタンバイ]を選択します 

c . [0 K ] をクリックします。 

スタンバイを終了するには、以下の操作を行います。 

▲ 電源ボタンを押します。 

スタンバイを終了すると、電源ランプが点灯し、中断した時点の作業が元通りに画面に表示され 
ます。 

^ 注記： コン" B ユーターがスタンバイを終了するどきにバスワードの入力を要录するよ亏に設定した 

場兔は、作業画面に戻る煎に V ^ ows 」 スワードを入力する必要ぜあります。 

ハイバネーションの開始および終了 

システムは、バッテリ電源の使用時に操作しない状態が30分続いた場合、または完全な口ーバッテ 
リ状態に達した場合に、ハイパネーションを起動するように出荷時に設定されています。 

m 注記： 夕_電源の使用時には、^?7《ネーショ>は開始されません: 

電源設定およびタイムアウトは、 Windows の [コン ト ロールパネル] の[鼋源オプション]を使用して変 
更できます。 

ハイパネーションを開始するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[終了オプション]の順に選択します。 

2. shift キーを押しながら[休止状態]を選択します。 

[休止状態]が表示されない場合は、以下の操作を行います。 

a . 下向き矢印をクリックします 

b . 一覧から[休止状態]を選択します 

c . [ OK ] をクリックします。 

ハイパネーションを終了するには、以下の操作を行います。 

▲ 電源ボタンを押します。 

電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面に戻ります。 

^ alsT ハイパネーションを終了するときに/ワードの入力を要求するように設定した場合は、作 

業画面に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 


鼋源メ ータ _ の使用 

電源メーターはタスクバーの右端の通知領域にあります。電源メーターを使用すると、すばやく電源 
設定にアクセスしたり、バッテリ残量を表示したりできます。 

• [電源オプション]にアクセスするには、[電源メーター]アイコンを右クリックして[電源プロパティ 
の調整]を選択します。 

• バッテリ残量のパーセントを表示するには、[電源メーター]アイコンをダブルクリックします。 
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コンピューターがバッテリ電源で動作しているか外部電源で動作しているかは、[バッテリメーター] 
アイコンの形の違いで判断できます。 

[電源メーター]アイコンを通知領域から削除するには、以下の操作を行います。 

1. 通知領域の[電源メーター]アイコンを右クリックし、[電源プロパティの調整]をクリックします。 

2. [詳細設定】タブをクリックします。 

3. [アイコンをタスクバーに常に表示する]チェックボックスのチェックを外します。 

4. [適用]— [0K] の順にクリックします。 

[電源メーター]アイコンを通知領域に表示するには、以下の操作を行います。 

1 ■ [スタート]—[コントロールパネル]—[パフォーマンスとメンテナンス]—[電源オプション】の順に 
選択します。 

2. [詳細設定】タブをクリックします。 

3. [アイコンをタスクバーに常に表示する]チェックボックスにチェックを入れます。 

4. [適用】— [0K] の順にクリックします。 

啟 注記： 通知領域に配置したアイコンが表示されない場合(よ、通知領域の[隠れているインジケータを 

表示匕ます]アイコン江 5] ま/^は m] の形とをク t ンクしま 

電源設定の使用 

電源設定は、コンピューターの電源の使用方法を管理するための、システム設定の集合です。電源設 
定によって、電力を節約し、コンピューターのパフォーマンスを最大限に向上させることができま 
す。 

以下の電源設定を利用できます。 

• ポータブル/ラップトップ（推奨） 

• 自宅または会社のデスク 

• プレゼンテーション 

• 常にオン 

• 最小の電源管理 

• バッテリの最大利用 

これらの電源プランの設定は[電源オプション]で変更できます。 


現在の設定の表示 

▲ タスクバーの右端の通知領域にある[電源メーター】アイコンをクリックします。 

または 

[スタートト[コントロールパネルト[パフォーマンスとメンテナンスト[電源オプション】の順に 
選択します。 
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異なる電源設定の選択 

▲ タスクバーの右端にある通知領域の[電源メーター]アイコンをクリックし、一覧から電源設定を 
選択します。 

または 

a . [スター ト]—[コントロールパネル]—[パフォーマンスとメンテナンス]— [電源 オプション] の 
順に選択します。 

b . [電源設定]リストから電源設定を選択します。 

c . [0 K ] をクリックします。 

電源設定のカスタマイズ 

1. [スタートト[コントロールパネル]—[パフォーマンスとメンテナンスト [電源 オプション] の順に 
選択します。 

2. [電源設定]リストから電源設定を選択します。 

3. [電源に接続]および[バッテリ使用]の設定を必要に応じて変更します。 

4. [0 K ] をクリックします。 

スタンバイ終了時のパスワード保護の設定 

スタンバイの終了時にパスワードの入力を要求するようにコンピューターを設定するには、以下の操 
作を行います。 

1. 通知領域の[電源メーター】アイコンを右クリックし、[電源プロパティの調整]をクリックします。 

2. [詳細設定】タブをクリックします。 

3. [スタンバイから回復するときにパスワードの入力を求める]チェックボックスにチェックを入れ 
ます。 

4. [適用】をクリックします。 
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[HP Power Assistant ] の使用（一部のモデルのみ） 

HP Power Assistant を使用すると、お使いのノートブックコンピューターの電力消費やバッテリ充電 
を最適化するようにシステム設定を構成できます。 HP Power Assistant では、情報に基づいて電源管 
理に関する決定を行うために役立つツールおよび情報が提供されます。 

• 仮想的なシステム設定による電力消費の予測 

• あらかじめ定義されている電源プロファイル 

• 時間の経過とともに、電力消費の傾向を示した使用状況の詳細情報およびグラフ 

[HP Power Assistant ] の起動 

Windows を実行しているときに [HP Power Assistant] を起動するには、[スタート】一^すべてのプログ 
ラム]— [ HP]—[HP Power Assistant ] の順に選択します。 

HP Power Assistant が開き、以下のタブが表示されます。 

• [設定】：最初のページを表示します。バッテリ残量と消費電力の情報が表示されます。 

• [オプション]: デバイスを設定できます。 

• [使用の詳細情報]:コンピューターの使用に関する情報を入力できます。 

• [グラフ]:消費電力のグラフを表示します。 

• [パージョン情報]: [HP Power Assistant] のヘルプおよびパージョン情報を表示します。 

[HP Power Assistant] の使用、設定、および管理方法について詳しくは、 [HP Power Assistant] ソフト 
ウェアのヘルプを参照してください。 

外部電源の使用 

外部電源は、以下のどちらかのデバイスを通じて供給されます。 

a wwr 安全に関する問題の発生を防ぐため了 コン e ュー ターを使用する場合はフ コン h ュー ターに 

付属している AC アダプター、 HP が提供する交換用 AC アダプター、または HP から購入した対応す 
る AC アダプター/^ナを使用してく每さ L \ 

• 認定された AC アダプター 

• 別売のドッキングデバイス 

以下のどれかの条件にあてはまる場合はコンピューターを外部電源に接続してください。 

A 警告！ 航空機内でコン" F ューターのン亍刁を充電しない5〈召さ し^7 _ 

• バッテリ充電するか、バッテリゲージを調整する場合 

• システムソフトウェアをインストールまたは変更する場合 

• CD または DVD に情報を書き込む場合 
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コンピューターを外部電源に接続すると、以下のようになります。 

• バッテリの充電が開始されます。 

• コンピューターの電源が入ると、通知領域の[電源メーター]アイコンの表示が変わります。 

外部電源の接続を外すと、以下のようになります。 

• コンピューターの電源がバッテリに切り替わります。 

• バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がります。ディスプレイの輝度を上げる 
には、 fn + f 10 ホットキ _ を押すか、 AC アダプタ _ を接続しなおします。 

AC アダプターの接続 

A wwv 感電や装置の損傷を防ぐため、必ず以下の注意事項を守ってく召さい。 _ 

電源コードは、製品の近くの手が届きやすい場所にある電源コンセントに差し込んでください。 

外部電源からコンピュータへの電力供給を完全に遮断するには、電源を切った後、電源コードをコン 
ピュータからではなくコンセントから抜いてください。 

安全に使用するため、必ず電源コードのアース端子を使用して接地してください。2ピンのアダプター 
を接続するなどして電源コードのアース端子を無効にしないでください。アース端子は重要な安全上 
の機能です。 

外部電源にコンピュータを接続するには、以下の操作を行います。 

1. AC アダプターをコンピュータの電源コネクタに接続します（1)。 

2. 電源コードを AC アダプターに接続します（2)。 

3. 電源コードの反対側の端を電源コンセントに接続します（3)。 



バッテリ電源の使用 

充電済みのバッテリが装着され、外部電源に接続されていない場合、コンピューターはバッテリ電源 
で動作します。外部電源に接続されている場合、コンピューターは外部電源で動作します。 

充電済みのバッテリを装着したコンピューターが AC アダプターから電力が供給される外部電源で動 
作している場合、 AC アダプターを取り外すと、電源がバッテリ電源に切り替わります。 
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歐 注記： 外部電源の接続を外すと、バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がりま 
す。ディスプレイの輝度を上げるには、 fn + f 10 ホットキーを使用するか、 AC アダプターを接続し 
なおします。 


作業環境に応じて、バッテリをコンピューターに装着しておくことも、ケースに保管しておくことも 
可能です。コンピューターを外部電源に接続している間、常にバッテリを装着しておけば、バッテリ 
は充電されていて、停電した場合でも作業データを守ることができます。ただし、バッテリをコン 
ピューターに装着したままにしておくと、コンピューターを外部電源に接続していない場合は、コン 
ピューターがオフのときでもバッテリは徐々に放電していきます。 


△警告！ 安全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を使用する場合は、コンピューターに付属し 
ているバッテリ、 HP が提供する交換用バッテリ、または HP から購入した対応するバッテリを使用 
してください。 


コンピューターのバッテリは消耗品で、その寿命は、電源管理の設定、コンピューターで動作してい 
るプログラム、画面の輝度、コンピューターに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素 
によって異なります。 


バッテリ充電残量の表示 

▲ タスクバーの右端の通知領域にある[電源メーター]アイコンをダブルクリックします。 

または 

[スタート] — [コントロールパネル]—[パフォーマンスとメンテナンス】—[電源オプション]—[電 
源メーター】タブの順に選択します。 

ほとんどの場合、充電情報には、バッテリの状態がバッテリ残量のパーセントと残りの使用可能時間 
(分）で示されます。 

• パーセントは、バッテリの電力の推定残量を示します。 

• 時間は、現在のレベルでバッテリの電力を使用し続けた場合にバッテリを使用できる推定残り時 
間を示します。たとえば、 DVD を再生すると残り時間が短〈なり、停止すると残り時間が長く 
なります。 

バッテリの充電中に、[電源メ ータ _] 画面のバッテリアイコンの上に稲妻の形のアイコンが重なって 
表示される場合があります。 

バッテリの着脱 


A 注意： コンピューターの電源としてバッテリのみを使用しているときにそのバッテリを取り外す 
と、情報が失われる可能性があります。バッテリを取り外す場合は、情報の損失を防ぐため、あらか 
じめハイパネーシヨンを起動するか Windows の通常の手順でシャットダウンしておいてください。 

バッテリを装着するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを裏返して安定した平らな場所に置きます。 
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2. バッテリベイにバッテリを挿入し、しっかりと収まるまで押し込みます （1)。 


バッテリリリースラッチ （2) でバッテリが自動的に固定されます。 



バツテリを取り外すには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

2. バツテリリリースラツチをスライドさせて （1) バツテリの固定を解除します。 

3. パ'ッテリをコンピューターから取り外します （2)。 



バッテリの充電 

A 警告！ 航空機内でコン飞 T ューターの /C ンテリを充電しなじヽでく召さ い。 

バッテリは、コンピューターが外部電源 （AC アダプター経由）、別売の電源アダプター、または別売 
のドッキングデバイスに接続している間、常に充電されます。 
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バッテリは、コンピューターの電源が入つているかどうかにかかわらず充電されますが、電源を切つ 
たときの方が早く充電が完了します。 


バッテリが新しいか2週間以上使用されていない場合、またはバッテリの温度が室温よりも高すぎた 
り低すぎたりする場合、充電に時間がかかることがあります。 

バッテリの寿命を延ばし、バッテリ残量が正確に表示されるようにするには、以下の点に注意してく 
ださい。 

• 新しいバッテリを充電する場合は、コンピューターの電源を入れる前にバッテリを完全に充電し 
てください。 

• バッテリランプが消灯するまでバッテリを充電してください。 


m 注記： コンピューターの電源が入っている状態でバッテリを充電すると、バッテリが完全に充 
電される前に通知領域のバッ亍リメーターに100%と表示される場合があります。 


• 通常の使用で完全充電時の5%未満になるまでバッテリを放電してから充電してください。 

• 1か月以上使用していないバッテリは、単に充電を行うのではなく、バッテリゲージの調整を行 
います。 

バッテリランプには、以下のように充電状態が表示されます。 

• オレンジ色：バッテリが充電中です。 

• 青緑色：バッテリが完全充電時に近い状態です。 

• オレンジ色で点滅：コンピューターの電源としてバッテリのみを使用していて、口ーバッテリ 
状態になっています。完全な口ーバッテリ状態になった場合は、バッテリランプがすばやく点 
滅し始めます 

• 消灯：コンピューターが外部電源に接続されている場合、コンピューターに装着されているすべ 
てのバッテリが完全に充電されると、このランプは消灯します。コンビューターが外部電源に接 
続されていない場合は、口ーバッテリ状態になるまでランプは消灯したままです 


バッ丁リの放電時間の最長化 

バッテリの放電時間は、バッテリ電源で動作しているときに使用する機能によって異なります。バッ 
テリの容量は自然に低下するため、バッテリの最長放電時間は徐々に短くなります。 

バッテリの放電時間を長く保つには、以下の点に注意してください。 

• ディスプレイの輝度を下げます。 

• バッテリが使用されていないときまたは充電されていないときは、コンピューターからバッテリ 
を取り外します。 

• バッテリを気温や湿度の低い場所に保管します。 

口ーバッテリ状態への対処 

ここでは、出荷時に設定されている警告メッセージおよびシステム応答について説明します。口一 
バッテリ状態の警告とシステム応答の設定は、 Windows の [コントロールパネル] の[電源オプション] 
で変更できます。[電源オプション]を使用した設定は、ランプの状態には影響しません。 
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ローバ ッ テリ状態の確認 

コンピューターの電源としてバッテリのみを使用しているときにバッテリが口ーバッテリ状態になる 
と、バッテリランプが点滅します。 

口ーバッテリ状態を解決しないと完全な口ーバッテリ状態に入り、バッテリランプがすばやく点滅 
します。 

完全な口ーバッテリの状態になった場合、コンピューターでは以下の処理が行われます。 

• ハイパネーシヨンが有効で、コンピューターの電源が入っているかスタンバイ状態のときは、ハ 
イバネーシヨンが起動します。 

• ハイパネーシヨンが無効で、コンピューターの電源が入っているかスタンバイ状態のときは、短 
い時間スタンバイ状態になってから、システムが終了します。このとき、保存されていない情報 
は失われます。 

ローバ ッ テリ状態の解決 

a Wm 情報の損失を防ぐため、コン^—夕一が完全な石ーバ3テリ«態になってハイパネーシヨ 

ンが開始した場合は、電源ランプだ消灯するまで電源を入れない$ください。 

外部電源を使用できる場合の口ーバッテリ状態の解決 
▲ 以下のデバイスのどれかを接続します。 

• AC アダプター 

• 別売の拡張製品またはドッキングデバイス 

• 別売の電源アダプター 

充電済みのバッテリを使用できる場合の口ーバッテリ状態の解決 

1. コンピューターの電源を切るか、ハイバネーシヨンを開始します。 

2. 放電したバッテリを取り外し、充電済みのバッテリを装着します。 

3. コンピューターの電源を入れます。 

電源を使用できない場合の口ーパッテリ状態の解決 
▲ ハイバネーシヨンを開始します。 

または 

作業中のデータを保存してコンピューターをシャットダウンします。 

ハイパネーシヨンを終了できない場合の口ーバッテリ状態の解決 

ハイパネーシヨンを終了するための十分な電力がコンピューターに残っていない場合は、以下の操作 
を行います。 

1. 充電済みのバッテリを装着するか、コンピューターを外部電源に接続します。 

2. 電源ボタンを短く押して、ハイパネーシヨンを終了します。 
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バッ テリゲージの 調整 

バッテリゲージの調整は、以下の場合に必要です。 

• バッテリ充電情報の表示が不正確な場合 

• バッテリの通常の動作時間が極端に変化した場合 

バッテリを頻繁に使用している場合でも、1か月に2回以上バッテリゲージを調整する必要はありま 
せん。また、新しいバッテリを初めて使用する前にバッテリゲージを調整する必要はありません。 

手順1:バッテリを完全に充電する 

A 警告！ 航空機内でコン - ？"ューターのノ テリを充電しなし、"く召さし"^ 

歐 注記： バッテリは、コンピューターの電源が入っているかどうかにかかわらず充電されますが、電 
源を切った主きの方が早く充電が完了します。 

バッテリを完全に充電するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターにバッテリを装着します。 

2. コンピューターを AC アダプター、別売の電源アダプター、別売の拡張製品、または別売のドッ 
キングデバイスに接続し、そのアダプターまたはデバイスを外部電源に接続します。 

コンピューターのバッテリランプが点灯します。 

3. バッテリが完全に充電されるまで、コンピューターを外部電源に接続しておきます。 

充電が完了すると、コンピューターのバッテリランプが消灯します。 

手順2 :ハイバネーションおよびスタンバイを無効にする 

1. タスクバーの右端の通知領域にある[電源メーター]アイコンを右クリックし、[電源プロパティの 
調整]をクリックします。 

または 

[スタート]—[コントロールパネル]—[パフォーマンスとメンテナンス]—[電源オプション]の順に 
選択します。 

2. バッテリゲージ調整後に設定を元に戻せるように、[バッテリ使用】列および[鼋源に接続]列の 4 
つの設定をメモに記録しておきます。 

3. これら 4 つのオプションをすべて[なし]に設定します。 

4. [0 K 】 をクリックします。 
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手順 3 :バッテリを放電する 


バッテリの放電中は、コンビューターの電源を入れたままにしておく必要があります。バッテリは、 
コンピューターを使用しているかどうかにかかわらず放電できますが、使用している方が早く放電が 
完了します。 

• 放電中にコンピューターを放置しておく場合は、放電を始める前に作業中のファイルを保存して 
ください。 

• 放電中にコンピューターを使用する予定で、省電力設定を利用している場合、放電処理中はシス 
テムの動作が以下のようになります。 


。 モニターが自動的にオフになりません。 

。 コンピューターがアイドル状態のときでも、ハードドライブの速度は自動的に低下しませ 

ん。 


。 システムによるハイパネーシヨンは開始されません。 

バッテリを放電するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを外部電源から切り離します。ただし、コンピューターの電源は切らないでくだ 
さい。 

2. バッテリが放電するまで、バッ亍リ電源でコンピューターを動作させます。バッテリの放電が進 
んで口ーバッテリ状態になると、バッテリランプが点滅し始めます。バッテリが放電すると、 
バッテリランプが消灯して、コンピューターの電源が切れます。 

手順4 :バッテリを完全に再充電する 

バッテリを再充電するには、以下の操作を行います。 

1 . コンビューターを外部電源に接続して、バッテリが完全に再充電されるまで接続したままにしま 
す。再充電が完了すると、コンピューターのバッテリランプが消灯します。 

バッテリの再充電中でもコンピューターは使用できますが、電源を切っておく方が充電が早く完 
了します。 

2. コンピューターの電源を切っていた場合は、バッテリが完全に充電されてバッテリランプが消 
灯した後で、コンピューターの電源を入れます。 

手順5 :ハイバネーシヨンおよびスタンバイを再び有効にする 


A 注意： バッテリゲージの調整後にハイパネーシヨンを有効にしないと、コンモ°ユ_ターが完全な 

□- ハ ニン テ^)状態に なつな場兔、 4 ン亍 j が完全に放電して情報が失われるおそれ：^あります。 

1 . [スタート]—[コントロ ールパネル】—[パフオーマンスとメンテナンス]—[電源オプシヨン]の順に 
選択します。 

2. [電源に接続]列と[バッテリ使用]列の項目を、記録しておいた設定に戻します。 

3. [0 K ] をクリックします。 
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バッテリの節電 

• Windows の[コントロールパネル]の [電源 オプション] で、低消費電力設定を選択します。 

• ネットワークに接続する必要がないときは無線接続と口_カルエリアネットワーク （ LAN) 接 
続をオフにして、モデムを使用するアプリケーションを使用後すぐに終了します。 

• 外部電源に接続されていない外付けデバイスのうち、使用していないものをコンピューターから 
取り外します。 

• 使用していない外付けメディアカードを停止するか、無効にするか、または取り外します。 

• 必要に応じて、 fn+f9 および fn+f10 ホットキーを使用して画面の輝度を調節します。 

• しばらく作業を行わないときは、スタンバイまたはハイパネーションを起動するか、コンピュー 
ターの電源を切ります。 

バッテリの保管 

△ 故障の原因となりますので、バッテリを温度の高い場所に長時間放 gL ないでくださしヽ。_ 

2週間以上コンピューターを使用せず、外部電源から切り離しておく場合は、すべてのバッテリを取 
り出して別々に保管してくださし、。 

保管中のバッテリの放電を抑えるには、バッテリを気温や湿度の低い場所に保管してください。 

m 了呆管中のバ孓テリは6か月ごとに点検する必要があります7容量が50%未満已なっている場 

合は、再充電か b 保管してくださし\ 

1か月以上保管したバッテリを使用するときは、最初にバッテリゲージの調整を行ってください。 

使用済みのバッテリの処理 

A 警告！ 化学薬品による火傷や発火のおそれがあ y ますので、分解した可、壊した飞 J、 穴をあけたり 

しないでくださし;^また、接点を'とョートさせた丛、火や水の中に捨てたりしないでください。 

バッテリの処理については、『規定、安全、および環境に関するご注意』を参照してください。バッ 
テリは消耗品です。 


バッテリの交換 

コンピューターのバッテリは消耗品で、その寿命は、電源管理の設定、コンピューターで動作してい 
るプログラム、画面の輝度、コンピューターに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素 
によって異なります。 

[HP バッテリ チェック] は、内部セルが正常に充電されていないときや、バッテリ容量が「口ーバッ 
テリ」の状態になったときに、バッテリを交換するようユーザーに通知します。交換用バッテリの購 
入について詳しくは、メッセージに記載されている HP の Web サイトを參照してください。バッテリ 
が HP の保証対象となっている場合は、説明書に保証 ID が記載されています。 


皆 注記： 必要なときにバッテ刀切れを起こさないようにするため、充電残量のインジケーターが緑が 

かった黄色になったら新しいバッテリを購入することをおすすめします。 
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AC アダプターのテスト 

コンピューターに以下の状況のどれかが見られる場合は、 AC アダプターをテストします。 

• コンピューターが AC アダプターに接続されているときにコンピューターの電源が入らない。 

• コンピューターを AC アダプターと外部電源に接続したときに、ディスプレイの電源が入らな 
い。 

• コンピューターが AC アダプターに接続されているときに電源ランプが点灯していない。 

AC アダプターをテストするには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターからバツテリを取り外します。 

2. AC アダプターをコンピューターと電源コンセントに接続します。 

3. コンピューターの電源を入れます。 

• 電源ランプが点灯している場合は、 AC アダプターは正常に動作しています。 

• 電源ランプが消灯したままになっている場合は、 AC アダプターが動作していないため交換 
する必要があります。 

交換用 AC アダプターを入手する方法については、サポート窓口にお問い合わせください。アク 
セスするには、[スタート]—[ヘルプとサボート]—[サボート窓口]の順に選択します。 

コンピューターのシャツトダウン 

△ am"： コン;^ューターをシャツトダウンすると、保存されていない情報は失われますこ 

[シャツ トダウン]コマンドはオペレーティングシステムを含む開いているすべてのプログラムを終了 
し、ディスプレイおよびコンピューターの電源を切ります。 

以下の場合は、コンピューターをシャツトダウンします。 

• バツテリを交換したりコンピューター内部の部品に触れたりする必要がある場合 

• USB コネクタ以外のコネクタに外付けハードウエアデバイスを接続する場合 

• コンピューターを長期間使用せず、外部電源から切断する場合 

電源ボタンでコンピューターを シャツ トダウンすることもできますが、 Windows の [シャツ トダウン] 
コマンドを使用した手順をおすすめします 

コンピューターをシャツトダウンするには、以下の操作を行います。 

m aieT コン e ューターがスタンバイまたはハイパネーション状態の場吾、 シャフ ノ トダウンするには 

まずスタン d ゴまたはハイどネ とョンを§ 了する必要;^あります。 

1. 作業中のデータを保存して、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

2. [スタート]—[終了オプショント[電源を切る]の順に選択します。 

歡 注記： 异ツトワークドメインに登録している場吾、[終了オプション]ではなくて[Iャ歹トダウ 

ン]をクリックします。 
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コンピューターが応答しなくなり、上記のシャツトダウン手順を使用できない場合は、記載されてい 
る順に以下の緊急手順を試みてください。 


• Ctrl + alt + delete キーを押します。次に、 [シャット ダウン】—[電源を切る]または [コンビ ュータ 
の電源を切る]の順にクリックします。 

• 電源ボタンを5秒程度押し続けます。 

• コンピューターを外部電源から切断し、バッテリを取り外します。 
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6 ドライブ 


取り付けられているドライブの確認 

お使いのコンピューターには、（回転式ディスクを搭載した）ハードドライブまたはソリッドステー 
トメモリを搭載した SSD (Solid State Drive) が搭載されています。 SSD は、駆動部品を持たないた 
め、ハードドライブほど熱を発生しません。 

コンピューターに取り付けられているドライブを表示するには、[スター ト]—[マイコンピュータ] の 
順に選択します。 


ドライブの取り扱い 

ドライブは壊れやすいコンピューター部品ですので、取り扱いには注意が必要です。ドライブの取り 
扱いについては、以下の注意事項を参照してください。必要に応じて、追加の注意事項および関連手 
順を示します。 
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△注意： コンピューターやドライブの損傷、または情報の損失を防ぐため、以下の点に注意してくだ 
さい。 

外付けハードドライブに接続したコンピューターをある場所から別の場所へ移動させるような場合 
は、事前にスタンバイを起動して画面表示が消えるまで待つか、外付けハードドライブを適切に取り 
外してください。 

ドライブを取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してください。 

リムーバブルドライブまたはコンピューターのコネクタピンに触れないでください。 

ドライブは慎重に取り扱い、絶対に落としたり上に物を置いたりしないでください。 

ドライブの着脱を行う前に、コンピューターの電源を切ります。コンピューターの電源が切れている 
のか、スタンバイ状態なのか、またはハイパネーシヨン状態なのかわからない場合は、まずコンピュー 
ターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

ドライブをドライブベイに挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

別売のオプティカルドライブ内のディスクへの書き込みが行われているときは、キーボードから入力 
したり、コンピューターを移動したりしないでください。書き込み処理は振動の影響を受けやすい動 
作です。 

バッテリのみを電源として使用している場合は、メディアに書き込む前にバッテリが十分に充電され 
ていることを確認してくださし、。 

高温または多湿の場所にドライブを放置しないでください。 

ドライブに洗剤などの液体を垂らさないでください。また、ドライブに直接、液体クリーナーなどを 
吹きかけないでください。 

ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、ドライ 
ブからメディアを取り出してください。 

ドライブを郵送するときは、発泡ビニールシートなどの緩衝材で適切に梱包し、梱包箱の表面に「コ 
ワレモノー 取り扱い注意」と明記してください。 

ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の金属 
探知器や金属探知棒が含まれます。空港の機内持ち込み手荷物をチェックするベルトコンベアなどの 
セキュリティ装置は、磁気ではなく X線を使用してチェックを行うので、ドライブには影響しませ 
ん。 
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ハードドライブパフオーマンスの向上 

ディスクデフラグの使用 

コンピューターを使用しているうちに、ハードドライブ上のファイルが断片化されてきます。ディス 
クデフラグを行うと、ハードドライブ上の断片化したファイルやフォルダーを集めてより効率よく作 
業を実行できるようになります。 

いったんディスクデフラグを開始すれば、動作中に操作する必要はありません。ハードドライブのサ 
イズと断片化したファイルの数によっては、完了まで1時間以上かかることがあります。そのため、 
夜間やコンピューターにアクセスする必要のない時間帯に実行することをおすすめします。 

少なくとも1か月に1度、ハードドライブのデフラグを行うことをおすすめします。ディスクデフラ 
グは1か月に1度実行するように設定できますが、手動でいつでもコンピューターのデフラグを実行 
できます。 


歐 注記 ： SSD (Solid State Drive ) では、ディスクデフラグを実行する必要はありません。_ 

ディスクデフラグを実行するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[すべてのプログラム]—[アクセサリ]—[システムツール】—[ディスクデフラグ]の順 
に選択します。 

2. [ボリューム】 の一覧で目的の ハー ドドライブ（通常は （ C :)) をクリックし、 [最適化] をクリック 
します。 


詳しくは、ディスクデフラグツールソフトウェアのヘルプを参照してください。 

ディスククリーンアップの使用 

ディスククリーンアップを行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファイ 
ルが安全に削除されてディスクの空き領域が増し、より効率よく作業を実行できるようになります。 

ディスククリーンアップを実行するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[すべてのプログラム]—[アクセサリ] — [システムツール】—[ディスククリーンアッ 
プ]の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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[HP 3 D DriveGuard ] の使用 

[HP 3D DriveGuard] は、以下のどちらかの場合にドライブおよび入出力要求を停止することによつ 
て、ハードドライブを保護します。 

• バッテリ電源で動作しているときに コン ピューターを落下させた場合 

• バッテリ電源で動作しているときにディスプレイを閉じた状態でコンピューターを移動した場合 

これらの動作の実行後は [HP 3D DriveGuard] によって、短時間でハードドライブが通常の動作に戻り 
ます。 


W 注記： ソリッドステートドライブには回転する部分がないため、 [HP 3D DriveGuard] による保護は 
必要ありません。 

注記： アップグレードベイ内にハードドライブがある場合、そのハードドライブは [HP 3D 
DriveGuard] によって保護されます。オプションのドッキングステーション内のハードドライブや USB 
コネクタで接続されているハードドライブは、 [HP 3D DjiyeGuard] では保護されません。 


詳しくは、 [HP 3D DriveGuard] ソフトウェアのヘルプを參照してください。 

[HP 3 D DriveGuard ] の状態の確認 

コンピューターのドライブランプがオレンジ色に変化して、ドライブが停止していることを示しま 
す。タスクバーの右端の通知領域にあるアイコンを使用して、ドライブが現在保護されているかどう 
か、およびドライブが停止しているかどうかを確認することができます。 

• ソフトウェアが有効の場合、緑色のチェックマークがハードドライブアイコンに重なって表示 
されます。 

• ソフトウヱアが無効の場合、赤の x 印がハードドライブアイコンに重なって表示されます。 

• ドライブが停止している場合、黄色の月型マークがハードドライブアイコンに重なって表示さ 
れます。 

[HP 3D DriveGuard] によってドライブを停止された場合、コンピューターは以下のような状態になり 
ます。 

• シャットダウンができない 

• 以下の注記に示す場合を除いて、スタンバイまたはハイパネーシヨンを起動できない 


歐 注記： [HP 3D DriveGuard] によってドライブが停止された場合でも、コンピューターがバッ亍 
リ電源で動作しているときに完全な口ーバッテリ状態になると、ハイ/《ネーシヨンを開始でき 
るようになります。 


• [電源オプションのプロパティ]の[アラーム]タブで設定するバッテリアラームを有効にできない 

コンピューターを移動する前に、完全にシャツトダウンさせるか、スタンバイまたはハイパネーシヨ 
ンを起動することをおすすめします。 
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[HP 3 D DriveGuard ] ソフトウェアの使用 

[ HP 3 DDriveGuard ] ソフトウェアを使用することで、以下の設定を変更できます。 

• [HP 3 D DriveGuard ] の有効/無効を設定する。 

啟 注記： [ HP 3 D Drive ^ ard ] の有効または無効への切 y 替えが T 午可されているか F うかは、 彐一 

ザーの権限によって異なります。 

• システムのドライブがサポートされているかどうかを確認する。 

• 通知領域内のアイコンの非表示と表示を切り替える。 

ソフトウェアを開いて設定を変更するには、以下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端の通知領域にあるアイコンをダブルクリックします。 

または 

通知領域にあるアイコンを右クリックし、 [Settings] (設定）を選択します。 

2. 適切なボタンをクリックして設定を変更します。 

3. [0 K ] をクリックします。 
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ハードドライブベイ内のハードドライブの交換 


△注意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、以下の点に注意してください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピューターをシャットダウンしてくだ 
さい。コンピューターの電源が入っているときや、スタンバイまたはハイパネーシヨン状態のときに 
は、ハードドライブを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているかハイパネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを短く押してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順で 
V ャ芑トダウンします2 

ハードドライブを取り外すには、以下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保存します。 

2. コン ピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けハードウ I アデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

5. コンピューターを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

6. コンピューターからバッテリを取り外します。 

7. ハードドライブカバーの2つのネジ （1) を緩めます。 

8. ハードドライブカバーを取り外します（2)。 





9. ハードドライブのネジ （1) を緩めます。 

10. ハードドライブタブを右方向に引いて（2)、ハードドライブの固定を解除します。 
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11. ハードドライブを持ち上げて （3) ハードドライブベイから取り外します。 



ハードドライブを取り付けるには、以下の操作を行います。 

1. ハードドライブをハードドライブベイに挿入します（1)。 

2. ハードドライブタブを左方向に引いて（2)、ハードドライブを固定します。 

3. ハードドライブのネジ （3) を締めます。 



4. ハードドライブカバーのタブ （1) を、コンピューターのくぼみに合わせます。 

5. カバーを元に戻します（2)。 
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6. ハードドライブカバーのネジ （3) を締めます。 


⑱ 



7. バッテリを取り付けなおします。 

8. コンピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデ/くイスを接続しなおします。 

9. コンピューターの電源を入れます。 
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アップグレードベイ内のドライブの交換 

アップグレードベイには、ハードドライブまたはオプティカルドライブのどちらかを格納できます。 

保護用カードの取り出し 

アップグレ— ドベイには保護用力ードが挿入されている場合があります。 アップグレー ドベイにド 
ライブを挿入するには、保護用力ードを取り出す必要があります。保護用力ードを取り出すには、以 
下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保存します。 

2. コンピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューター に接続されているすべての外付け ハー ドウ エア デバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

5. コンピューターを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

6. アップグレードベイのネジ （1) を緩めます。 

7. マイナスのネジ回しを使用して、つまみをそっと押し込んでオプティカルドライブの固定を解 
除します （2)。 

8. 保護用力ードをアップグレードベイから取り出します （3)。 
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ハードドライブの交換 


A 注意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、以下の点に注意してください。 

アップグレ_ドベイからハ_ドドライブを取り外す前に、コンピュータ _ をシャットダウンしてくだ 
さい。コンピューターの電源が入っているときや、スタンバイまたはハイパネーシヨン状態のときに 
は、ハードドライブを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているか ハイ/ 《ネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを押してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャッ 
上夕''ウンします。 

ハードドライブをアップグレードベイから取り出すには、以下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保存します。 

2. コンピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューター に接続されているすべての外付け ハー ドウヱアデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

5. コンピューターを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

6. コンピューターからバッテリを取り外します。 

7. 保護用のネジキャップ （1) を取り外し、ハードドライブの4つのネジを取り外します（2)。 





8. アップグレードベイのネジ （1) を緩めます。 
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9. マイナスのネジ回しを使用して、つまみをそっと押し込んでハードドライブの固定を解除します 

⑵。 



10. ハードドライブを アツ プグレードベイから取り出します。 
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アップグレードベイにハードドライブを装着するには、以下の操作を行います。 
1. アップグレードベイにハードドライブを挿入します。 



2. アップグレードベイのネジを締めます。 
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3. ハードドライブの 4 つのネジを取り付け（1)、保護用のネジキャップ （2) を元の場所に取り付 
けます。 



4. パ'ッテリを取り付けなおします。 

5. コンピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

6. コンピューターの電源を入れます。 

オプティカルドライブの交換 

△ 注意： 情報の損失やシステムの応答停 jT を防め、レ:!下の;注意してく反さし^ 

アップグレードベイからオプティカルドライブを取り外す前に、 コン ピューターをシャッ ト ダウン 
してください。 コン ピューターの電源が入つているときや、スタンバイまたはハイパネーシヨン状態 
のときには、オプティカルドライブを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているかハイパネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを押してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャッ 
トダウ之します^ 

オプティカルドライブをアップグレードベイから取り出すには、以下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保存します。 

2. コンピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューター に接続されているすべての外付け ハー ドウ ヱア デバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

5. コンピューターを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

6. コンピューターからバッテリを取り外します。 

7. アップグレードベイのネジ （1) を緩めます。 
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8. マイナスのネジ回しを使用して、つまみをそっと押し込んでオプティカルドライブの固定を解 
除します（2)。 
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オプティカルドライブをアップグレードベイに装着するには、以下の操作を行います。 

1. オプティカルドライブをアップグレードベイに挿入します。 



2. アップグレードベイのネジを締めます。 



3. バッテリを取り付けなおします。 

4. コンピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

5. コンピューターの電源を入れます。 
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外付けデバイス 


USB (Universal Serial Bus ) デバイスの使用 

USB (Universal Serial Bus ) は、 USB キーボード、マウス、ドライブ、プリンター、スキヤナー、ハ 
ブなどの別売の外付けデバイスを接続するためのハードウェアインターフェイスです。 

USB デバイスには、追加サポートソフトウェアを必要とするものがありますが、通常はデバイスに 
付属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、デバイスに付属の操作説明書を参 
照してください。 

お使いのモデルのコンピューターには4つの USB コネクタがあり、 USB 1.0. USB 1.1. および USB 
2.0 の各デバイスに対応しています。 

別売のドッキングデバイスまたは USB ハブには、コンピューターで使用できる USB コネクタが装備 
されています。 

USB デバイスの接続 


△ 注意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスを接続するときは無理な力を加えないでく 
ださい。 


▲ USB デバイスをコンピューターに接続するには、デバイスの USB ケーブルを USB コネクタに 
接続します。 




デ/ <イスが検出されると音が鳴ります。 


m 注記： 初めて usb デバイスを接続した場合は、デバイスがコンピューターによって認識されたこ 
とを示すメツセージが通知領域に表示されます。 
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USB デバイスの停止および取り外し 


A 注意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐために、 USB デバイスを取り外す前にデバイスを停 
止します。 

注意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスの取り外し時にケーブルを引っ張らないで 
ください。 


USB デバイスを停止して取り出すには、以下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端の通知領域にある[ハードウエアの安全な取り外し]アイコンをダブルクリック 
します。 


^ 注記： [ハードウエアの安全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域の[隠れているイン 
ジケータを表示します]アイコン（[<】または [«]) をクリ丄ンクします。 


2. 一覧からデバイス名をクリックします。 


& 注記： 一覧に USB デバイスが表示されない場合、 USB デバイスを取り外す前に停止する必要 
はありません。 


3. [停止卜 [OK] の順にクリックします。 

4. デバイスを取り外します。 

USB レ ガシーサボー トの使用 

USB レガシーサポート（出荷時の設定で有効になっています）を使用すると、以下のことを行えま 


• コンピューターの起動時、または MS-DOSR ベースのプログラムやユー亍ィリティでの、コン 
ピューターの USB コネクタに接続された USB キーボード、マウス、またはハブの使用 

• 別売の外付けマルチベイまたは別売の USB 起動可能デバイスからの起動または再起動 
[ ComputerSetup ] で USB レガシーサボートの有効/無効を切り替えるには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して、 [System Configuration] (システムコン 
フィギュレーシヨン） -^[Device Configurations] (デバイス構成）の順に選択します。 

4. USB レガシーサボートを無効にするには、 [USB legacy support] (USB レガシーサボート） 
の横の [Disabled] (無効）をクリックします。 USB レガシーサボートを再び有効にするには、 

[USB legacy support] の横の [Enabled] (有効）をクリックします。 

5. 変更を保存して [Computer Setup ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル）- »[Save changes and exit] (設定を保存して終了）の順 
に選択してから、画面の説明に沿って操作します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 
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1394 デバイスの使用 

IEEE 1394は、高速マルチメディアデバイスまたは高速記憶装置をコンピューターへ接続するための 
ハードウェアインターフェイスです。スキヤナー、デジタルカメラ、およびデジタルビデオカメラ 
は、1394による接続が必要な場合があります。 

1394デバイスには、追加サポートソフトウェアを必要とするものがありますが、通常はデバイスに 
付属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、デバイスに付属の操作説明書を参 
照してください。 


コンピューターの1394コネクタは 、 IEEE 1394 a デバイスもサボートしています。 

1394デバイスの接続 


A 注意： 1394ポートコネクタの損傷を防ぐため、1394デバイスを接続するときは無理な力を加えな 
いでください。 


▲ 1394デバイスをコンピューターに接続するには、デバイスの1394ケーブルを1394コネクタに 

接続します。 



妙 


デ/ <イスが検出されると音が鳴ります。 

1394デバイスの停止および取り外し 


A 注意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐために、1394デバイスを取り外す前にデバイスを 
停止します。 
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注意： 1394コネクタの損傷を防ぐため、1394デバイスの取り外し時にケーブルを引っ張らないで 
ください。 


1. タスクバーの右端の通知領域にある[ハードウエアの安全な取り外し]アイコンをダブルクリック 
します。 


m 注記： [ハードウエアの安全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域の[隠れているイン 
ジケータを表示します]アイコン （[<] または [«]) をクリ丄ンクします。 


2. 一覧からデバイス名をクリックします。 


m 注記： 一覧にデバイスが表示されない場合、デバイスを取り外す前に停止する必要はありませ 
ん〇 


3. [停止卜 [ OK ] の順にクリックします。 

4. デバイスを取り外します。 
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外付けドライブの使用 

外付けのリムーバブルドライブを使用すると、情報を保存したり、情報にアクセスしたりできる場所 
が増えます。 USB ドライブを追加するには、コンピューターの USB コネクタに接続します。 

USB ドライブには、以下のような種類があります。 

• 1.44 MB フロッピーディスクドライブ 

• ハードドライブモジュール（アダプターが装備されているハードドライブ） 

• DVD - ROM ドライブ 

• DVD / CD - RW コンボドライブ 

• DVD + R / RW ドライブ 

別売の外付けデバイスの使用 

& 注記： 必要なソフトウェアやドライバー、およ S 使用するコン e ューターのコネクタの種類につい 

て詳しくは、デパ;^スに i 寸属の説明書を参照してく与さい^ 

外付けデバイスをコンピューターに接続するには、以下の操作を行います。 

A 注意: 電源付きデ A イスの接続時に襄置が損傷する^:を防$ため、デバイスの電源が切れてて、 

て、外部電源コードがコ：^ューターに接続されて]^ない^^を確認してくださし'^ 

1. デバイスをコンピューターに接続します。 

2. 別電源が必要なデバイスを接続した場合は、デバイスの電源コードを接地した外部電源のコンセ 
ントに差し込みます。 

3. コンピューターの電源を入れます。 

別電源が必要でない外付けデバイスを取り外すときは、デバイスの電源を切り、コンピューターから 
取り外します。別電源が必要な外付けデバイスを取り外すときは、デバイスの電源を切り、コンピュー 
ターからデバイスを取り外した後、デバイスの電源コードを抜きます。 
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ドッキングデバイスの使用 

ドッキングコネクタを使用して、コンピューターを別売のドッキングデバイスに接続できます。別 
売のドッキングデ/<イスには、コンピューターを装着すると使用できるポートおよびコネクタが装備 
されています。 
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8 外付けメディアカード 


SD 力ードリーダーでの力ードの使用 

別売のメディアカードは、データを安全に格納し、簡単にデータを共有できる力ードです。これらの 
力ードは、他のコンピューター以外にも、デジタルメディア対応のカメラや PDA などでよく使用さ 
れます。 


お使いのコンピューターの SD 力ードリーダ _ は、以下のフオーマツトに対応しています。 


• マルチメディアカード （ MMC ) 


• SD (Secure Digital ) メモリカード 

メディアカードの挿入 


△注意： SD 力ードおよびコンピューターの損傷を防ぐため、 SD 力ードスロットには、どのような 
種類のアダプターも挿入しないでください。 

注意： メディアカードコネクタの損傷を防ぐため、メディアカードを挿入するときには、無理な 
力を加えないでください。 


1. メディアカードのラベルを上にし、コネクタをコンピューター側に向けて持ちます。 

2. 力_ドを SD 力ードリーダーに挿入し、しっかり収まるまで力ードを押し込みます。 



デ/《イスが検出されたときに音が鳴り、場合によっては使用可能なオプシヨンのメニューが表示 
されます。 
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メディアカードの停止と取り出し 

A 注意： 情報の損失ゃ孓ステムの応答停止を防ぐため了 メディアカードを取り出す前に力ードを停止 

してください。 

1. 情報を保存し、メディアカードに関連するすべてのプログラムを閉じます。 

啟 注記： データ転送を停正子るには、オスレーティングシステムの[コピー中]ウィンドウで[キヤ 

ンセル]をク^クします。 

2. メディアカードを停止します。 

a . タスクバーの右端の通知領域にある[ハードウェアの安全な取り外し]アイコンをダブルク 
リックします。 

W 注記： [ハー卩ウェアの安全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域の[隠れている 

インジケータを表示します]アイコン （[<] または [<<]) をクリこンクします5 

b . —覧からメディアカード名をクリックします。 

c . [停止]— [ OK ] の順にクリックします。 

3. メディアカードを押して固定を解除し（1)、力ードを引いてスロットから取り出します（2)。 



ExpressCard の使用（一部のモデルのみ） 

ExpressCard は、 ExpressCard スロットに揷入する髙性能な PC カードです。 

標準の PC カードと同様に、 ExpressCard は PCMCIA (Personal Computer Memory Card International 
Association ) の仕様に準拠しています。 

ExpressCard の設定 

デバイスに必要なソフトウェアのみをインストールしてください。 ExpressCard に付属の説明書にデ 
バイスドライバーをインストールするように記載されている場合は、以下のようにします。 

• お使いのオペレーティングシステム用のデバイスドライバーのみをインストールしてくださし、。 

• ExpressCard の製造販売元が他のソフトウェア（カードサービス、ソケットサービス、イネー 
ブラーなど）を提供していても、それらをインストールしないでください。 

ExpressCard の揷入 

A 注意: お使いのコン" B ューターおよび外付けメディアカードの損傷を防<^こめ、 PC 力ードを 

ExpressCard スロットに挿入しないでください。 
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注意： コネクタの損傷を防ぐため、以下の点に注意してください。 

ExpressCard の揷入時に無理な力を加えないでください。 

ExpressCard の使用中は、コンピューターを動かしたり運んだりしないで < ださい。 

ExpressCard スロットには保護用力ードが挿入されている場合があります。保護用力ードを取り出す 
には、以下の操作を行います。 

1. 保護用力ードを押し込んで（1)、固定を解除します。 

2. 保護用力ードをスロットから引き出します （2)。 



ExpressCard を挿入するには、以下の操作を行います。 

1. 力ードのラベルを上にし、コネクタをコンピューター側に向けて持ちます。 

2. 力ードを ExpressCard スロットに揷入し、しっかり装着されるまで押し込みます。 



デ/《イスが検出されると音が鳴り、場合によっては使用可能なオプシヨンのメニューが表示され 
ます。 


腎 注記： 初めて ExpressCard を挿入した場合は、デバイスがコンピューターによって認識され 
たことを示すメッセージが通知領域に表示されます。 


^ 注記： 装着されている ExpressCard は、使用されていなくても電力を消費します。節電するには、 
使用していない ExpressCard を停止するか、取り出してください。 
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ExpressCard の停止と耳又り出し 

A 注意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ため、 ExpressCard を取り出すときは厂まず力ード 

を停止してください。 

1. 情報を保存し、 ExpressCard に関連するすべてのプログラムを閉じます。 

啟 注記： データ転送を停止するには、オペ レー ティングシステムの [コピー 中]ウィンドウ可キヤ 

ンセル]をク^/クします 

2. 以下の手順で、 ExpressCard を停止します。 

a . タスクバーの右端の通知領域にある[ハードウェアの安全な取り外し]アイコンをダブルク 
リックします。 

W 注記： [ハ ー K ウェアの安全な取り外し]アイコンを表示するには、通知領域の[隠れている 
インジケータを表示します]アイコン （[く] または [<<]) をク 1 とンクします^ 

b . —覧 から ExpressCard の名前をクリックします。 

c . [停止]— [ OK ] の順にクリックします。 

3. ExpressCard の固定を解除して取り外すには、以下の操作を行います。 

a . ExpressCard をゆっくりと押して（1)、固定を解除します。 

b . ExpressCard をスロットから引き出します （2)。 



スマートカードの使用（一部のモデルのみ) 


歐 注記： この章で使用する「スマートカード」という用語は、スマートカードと Java ™ Card の両方 
を指します。 


スマートカードは、メモリおよびマイクロプロセッサが含まれているマイクロチップを搭載したクレ 
ジットカードサイズのオプション製品です。パーソナルコンピューターと同じように、スマート 
力ードは入出力を管理するオペレーティングシステムを内蔵し、改ざんを防止するためのセキュリ 
ティ機能を備えています。スマ _ トカ _ ドリ _ ダ_ ( _ 部のモデルのみ）では業界標準のスマ _ 卜 
力ードを使用します。 

マイクロチップの内容にアクセスするには、 PIN (Personal Identification Number :個人識別番号）が 
必要です。スマートカードのセキュリティ機能について詳しくは、[ヘルプとサボート]を参照してく 
ださい。 


m 注記： お使じヽのコンピューターの外観は、図と多少異なる場合があります。 
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スマートカードの挿入 

スマートカードを挿入するには、以下の操作を行います。 

スマ _トカ_ドのラベル側を上にし、力ードがしっかり収まるまで、 スマ ートカードリ_ダ_ 
に静かにスライドさせて挿入します。 



2. 画面上の説明に沿って、スマートカードの PIN を使用してコンピューターにログオンします。 

スマートカードの取り出し 

スマートカードを取り出すには、以下の操作を行います。 

▲ スマートカードの両端の部分を持って、スマートカードリーダ _ から引き出します。 
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9 メモリモジュール 


お使いのコンピュータ_には、2つのメモリモジュールコンパートメントが装備されています。メイ 
ンメモリモジュ _ ルコンパートメントは、キーボ _ ドの下にあります。拡張メモリモジュールコン 
パートメントは、コンピューターの裏面にあります。 

コンピューターのメモリを増設するには、空いている拡張メモリモジュールスロットにメモリモ 
ジュールを追加するか、メインメモリモジュールスロットに装着されているメモリモジュールを交 
換します。 


A 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、電源コードとすべてのバッテリを取り外してからメモリモ 
ジュールを取り付けてください。 

△ 注意： 静電気 ( ESD ) によって電子部品が損傷することがあります。作業を始める前に、接地され 
た金属面に触るなどして、身体にたまった静電気を放電してください。 
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拡張メモリモジュールスロットのメモリモジュールの追加ま 

たは交換 

拡張メモリモジュールスロットにメモリモジュールを追加したり、メモリモジュールを交換したり 
するには、以下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保存します。 

2. コンピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

コンピューターの電源が切れているかハイパネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源 
ボタンを押してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手 
順でシャットダウンします。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

5. コンピューターを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

6. コンピューターからバッテリをすベて取り外します。 

メモリモジュ_ルコンパ_トメントカバーのネジ （1) を緩めます。 

8. メモリモジュ _ ルコンパートメントカバーを持ち上げて （2) コンピュ _ 夕 _ から取り外しま 
す。 





9. 以下の手順に沿って操作し、メモリモジュールを取り外します。 

& 注記： 拡張メモリモ'ラュールスロ'7卜を取り外す必要がな厂、場吾は、手順9を省略して手順 

10に進んでください。 

a . メモリモジュールの両側にある留め具を左右に引っ張ります（1)。 

メモリモジュールが少し上に出てきます。 

A 注意： メモリモジュ_ルの損傷を防ぐため、メモリモジュールを扱うときは必ず左右の 
端を持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 
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b . メモリモジュールの左右の端の部分を持って、そのままゆっくりと斜め上に引き抜いて 
(2) 取り外します。 

取り外したメモリモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておきます。 



10. 以下の手順で、メモリモジュールを取り付けます。 

a . メモリモジュールの切り込みとメモリモジュールスロット （1) を合わせます。 


A 注意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを扱うときは必ず左右の 
端を持ってください。メモリモジュールの端子部分に触ったりメモリモジュールを折り曲 
げたりしないように注意してください。 


b . しっかりと固定されるまでメモリモジュールを 45° の角度でスロットに押し込み、所定の 
位置に収まるまでメモリモジュールを押し下げます （2)。 

c . カチッと音がして留め具がメモリモジュールを固定するまで、メモリモジュールの左右の 
端をゆつくりと押し下げます （3)。 



11. メモリモジュールコンパートメントカバーのタブを、コンピューターのくぼみに合わせます 

⑴。 

12. メモリモジュールコンパートメントカバーを閉じます （2)。 
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13. メモリモジュールコンパートメントカバーのネジ （3) を締めます。 



14. バッテリを取り付けなおします。 

15. コン ピュー ターの カバーを上にして置き、外部電源および外付けデ/《イスを接続しなおします。 

16. コンピューターの電源を入れます。 
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メインメモリモジュールスロツトのメモリモジュールのアツ 
プグレード 

メインメモリモジュールスロットのメモリモジュールをアップグレードするには、以下の操作を行 
います。 

1. 必要なデ _ 夕を保存します。 

2. コンピューターをシャットダウンします。 

コンピューターの電源が切れているかハイパネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源 
ボタンを押してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手 
順でシャットダウンします。 

3. コンビューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

5. コンピューターを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

6. コンピューターからバッテリをすベて取り外します。 

キーボ _ ドの3つのネジを取り外します。 



8. コンピューターのカバ_を上にして開きます。 
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9. 4 つのキーボードラッチをスライドさせて、キーボードのロックを解除します。 



10 .キ_ボ_ドの上端部分をゆっくり持ち上げ、キーボードを傾けてコンピュータ_のパ_ムレスト 
に乗るまで回転させます。 



11. 以下の手順に沿って操作し、メモリモジュールを取り外します。 

a . メモリモジュールの両側にある留め具を左右に引っ張ります（1)。 

メモリモジュールが少し上に出てきます。 

△ 注意:'ー フモ'了モラュールの損傷を防く"^め、メモてモ亏ュールを薇う了きは必ず左右の 

端を持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 
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b . メモリモジュールの左右の端の部分を持って、そのままゆっくりと斜め上に引き抜いて 
(2) 取り外します。 

取り外したメモリモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておきます。 



12. 以下の手順で、メモリモジュールを取り付けます。 

a . メモリモジュールの切り込みとメモリモジュールスロット （1) を合わせます。 


A 注意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを扱うときは必ず左右の 
端を持ってください。メモリモジュールの端子部分に触ったりメモリモジュールを折り曲 
げたりしないように注意してください。 


b . しっかりと固定されるまでメモリモジュールを 45° の角度でスロットに押し込み、所定の 
位置に収まるまでメモリモジュールを押し下げます （2)。 

c . カチッと音がして留め具がメモリモジュールを固定するまで、メモリモジュールの左右の 
端をゆつくりと押し下げます （3)。 



13. キーボードを元に戻します（1)。 
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14. 4 つのキーボードラッチをスライドさせて（2)、キーボードをロックします。 



15. カバーを閉じます。 

16. コンピューターを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

17. キーボードの3つのネジを元の位置に取り付けます。 



18. バッテリを取り付けなおします。 

19. コンピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデ/くイスを接続しなおします。 

20. コンピューターの電源を入れます。 
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ハイバネーシヨンフアイルに必要なハードドライブ領域の拡 

張 


ハイノ《ネーシヨンを起動すると、データが/、ードドライブのハイ/《ネーシヨンファイルに保存された 
後、コンピユーターがシャットダウンされます。ハイバネーシヨンファイルを保存するためのハード 
ドライブの領域は、システムメモリの容量に基づき、オペレーティングシステムによって確保され 
ます。メモリを増設すると、ハイパネーシヨンファイルに必要なハードドライブ領域がオペレーティ 
ングシステムによって拡張されます。 


メモリを増設した後にハイパネーションに関する問題が発生した場合は、ハイパネーションファイル 
の拡張に必要な空き領域がハードドライブに十分にあることを確認してください。 

メインハードドライブの空き領域を表示するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[マイコンピユータ]の順に選択します。 

2. 一覧のメイン ハー ドドライブを右クリックし、次に [プロパティ】 をクリックします。 

▲ ハイパネーショ ン ファイルに 必要な空き容量を確認するには、 [スタート]—[コントロー ルパネ 
ル]—[パフ オー マンスとメンテナンスト[電源オプショント[休止状態]タブの順に選択します。 

ハードドライブの空き領域がハイパネーションファイルに必要な領域より小さい場合、ハード 
ドライブの空き領域を増やすには以下の操作を行います。 

▲ [スタート]—[ヘルプとサボート]—[パフオーマンスとメンテナンス]—[ディスク領域に空き 
領域を作成する]の順に選択して、画面の説明に沿って操作します。 
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10 セキュリテイ 


コンピューターの保護 


歐 注記： セキュリティロックケーブルに抑止効果はありますが、コンピューターの誤った取り扱い 
や盗難を完全に防ぐものではありません。 

注記： 一部の国または地域のコンピューターでは、オンラインセキュリティベースの追跡および 
復元サービスである [ CompuTrace ] がサボートされていて、一部の地域のみで利用できます。コンピュー 
夕一が盗まれた場合、不正なユーザーがインターネットにアクセスすると、 [ CompuTrace ] による追跡 
が行われます。 [ CompuTrace ] を使用するには、ソフトウェアを購入し、サービス登録を行う必要があ 
ります。 [ CompuTrace ] ソフトウェアの購入については、 HP の Web サイト 
http :// www . hpshoDPina . com / (英語サイト）に アクセスしてくださし、 


お使いのコンピューターが備えているセキュリティ機能で、コンピューター自体、個人情報、および 
データをさまざまなリスクから保護できます。コンピューターの使用方法によって、必要なセキュリ 
ティ機能が決まります。 

Windows ® オペレーティングシステムによって、特定のセキュリティ機能が提供されます。その他の 
セキュリティ機能は、以下の表のとおりです。これらのセキュリティ機能のほとんどは、 [Computer 
Setup ] ユーティリティ（以下、 [Computer Setup ]) で設定できます。 


セキュリティの対象 

使用するセキュリティ機能 

コンピューターの不正な使用 

パスワード、スマ _ 卜力ードまたは指紋認証システムと、 

[HP ProtectTools Security Manager] (HP ProtectTools セキュ 
リティマネージャ）の組み合わせ 

[Computer Setup] ( flO ) への不正アクセス 

[Computer Setup] の BIOS administrator password" 

ハードドライブのデータへの不正なアクセス 

[ComputerSetup] の DriveLock ( ドライブロック）パスワード 

オプティカルドライブ、フロッピーディスクドライブ、また 
は内蔵ネットワークアダプターからの不正な起動 

[ComputerSetup] の [Bootoptions] ( ブートオプション)機能 

Windows ユーザーアカウントへの不正なアクセス 

HP ProtectTools Security Manager 

データへの不正なアクセス 

• フアイアウオールソフトウェア 


• Windows Update 

• Drive Encryption for HP ProtectTools 


[Computer Setup] 設定などのシステム識別情報への不正アク [Computer Setup] の BIOS administrator password* 
セス 
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セキュリテイの対象 

使用するセキュリティ機能 

コン ピューターの不正な移動 

セキュリティロックケーブル用スロット（別売のセキュリ 
ティロックケーブルとともに使用） 


★[Computer Setup] は、プリインストールされた ROM ベースのユーティリティです。オペレーティングシステムが動かな 
かったり読み込まれなかったりする場合でも使用できます。 [Computer Setup] で項目間を移動したり項目を選択したりする 
には、ポインティングデバイス（タッチパッド、ポインティングスティック、または USB マウス）またはキーボードを使 
用します。 


パスワードの使用 

ほとんどのセキュリティ機能では、パスワードを使用します。パスワードを設定したら、パスワード 

を書きとめて、コンピューターとは別の安全な場所に保管してください。パスワードについては、以 

下の点に注意してください。 

• セットアップ、および DriveLock (ドライブロック）の各パスワードは [Computer Setup ] で設定 
され、システム BIOS によって管理されます。 

• 内蔵セキュリ亍イパスワードは [HP ProtectTools Security Manager ] (HP ProtectTools セキュリ 
ティ マネ- ジャ）のパスワードであり、 [ ComputerSetup ] で有効に設定することで、通常の [HP 
ProtectTools ] の機能に加えて BIOS パスワードによって保護されます。内蔵セキュリティパス 
ワードは、別売の内蔵セキュリティチップとともに使用されます。 

• Windows パスワードは、 Windows オペレーティングシステムでのみ設定されます。 

• [ ComputerSetup ] で設定した BIOS administrator password (BIOS 管理者パスワード）を忘れて 
しまった場合は、 HP SpareKey を使用して [Computer Setup ] にアクセスできます。 

• [Computer Setup ] で設定した DriveLock の user password (ユーザーパスワード）および 
DriveLock の master password (マスターパスワード）の両方を忘れてしまうと、これらのパス 
ワードで保護されているハードドライブがロックされたままになり、永久に使用できなくなりま 
す。 

[Computer Setup ] の機能と Windows のセキュリティ機能には、同じパスワードを使用できます。ま 

た、複数の [Computer Setup ] 機能に同じパスワードを使用することもできます。 

パスワードを作成したり保存したりするときは、以下のヒントを参考にしてください。 

• パスワードを作成するときは、プログラムの要件に従う 

• パスワードを書き留めておき、コンピューターから離れた他人の目にふれない安全な場所に保管 
する 

• パスワードをコンピューター上のファイルに保存しない 

次の表で、一般に使用される Windows パスワードおよび BIOS administrator password を示し、それ 

ぞれの機能について説明します。 

Windows でのパスワードの設定 


Windows のパスワード 

機能 

管理者パスワード* 

Windows の管理者レベルのアカウントへのアクセスを保護し 
ます 
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Windows のパスワード 

機能 

ユーザーパスワード* 

Windows ユーザーアカウントへのアクセスを保護します 

★Windows の管理者パスワードまたは Windows のユーザー 
の順に選択して ください。 

パスワードの設定については、[スタート】—[ヘルプとサポート] 

uter Setup ] でのパスワードの設定 

BIOS 管理者用パスワード 

機能 

BIOS administrator password (BIOS 管理者パスワード） 

[Computer Setup] へのアクセスを保護します 

DriveLock の master password (マスターパスワード） 

DriveLock によって保護されている内蔵ハードドライブへの 
アクセスを保護します。また、 DriveLock による保護の解除 
に使用します。このパスワードは DriveLock を有効にする操 
作の過程で設定します 

DriveLock の user password (ユーザーパスワード） 

DriveLock によって保護されている内蔵ハードドライブへの 
アクセスを保護します。 DriveLock を有効にする操作の過程 
で設定します 

TPM 内蔵セキュリティパスワード 

BIOS administrator password として有効にすると、コン 
ピューターの電源投入時、再起動時、またはハイパネーショ 
ンの終了時に、コンピューターの内容へのアクセスを保護し 
ます 

このパスワードを使用するには、オプションの内蔵セキュリ 
ティチップでこのセキュリティ機能がサポートされている必 
要があります 


BIOS administrator password (BIOS 管理者パスワード） 

[Computer Setup] の BIOS administrator password は、 [Computer Setup] 内の各種設定とシステム識別 
情報を保護します。いったんこのパスワードを設定すると、次回から [Computer Setup] にアクセスす 
るとき、および [Computer Setup] を使用して変更を行うときにはパスワードの入力が必要になります。 

BIOS administrator password には以下のような特徴があります。 

• [Computer Setup] のセットアップパスワードと Windows の管理者パスワードには同じ文字列を 
使用できますが、互いに代替できるものではありません。 

• パスワードは、設定、入力、変更または削除するときに画面に表示されません。 

• パスワードを入力するときは、設定したときと同じキーを使用する必要があります。たとえば、 
フアンクシヨンキーの下にある数字キーを使用して BIOS administrator password を設定した場 
合、その後内蔵テンキーを使用して入力しても同じ文字として認識されません。 

• 32文字以内の半角英数字の組み合わせで、大文字と小文字は区別されません（管理者によって 
別の設定を強制されていない場合）。 

BIOS administrator password (BIOS 管理者パスワード）の管理 

BIOS administrator password は、 [Computer Setup] で設定、変更、および削除できます。 
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[ComputerSetup] でこのパスワードを設定するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [ComputerSetup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）— [Setup BIOS 
Administrator Password] (BIOS 管理者パスワードの設定）の順に選択し、 enter キーを押しま 
す 。 

4. メッセージが表示されたら、パスワードを入力します。 

5. メッセージが表示されたら、確認のために新しいパスワードを再度入力します。 

6. 変更を保存して [Computer Setup] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File 】 （ファイル）— [Save Changes and Exit] (変更を保存して終了）の順 
に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

[ComputerSetup] でこのパスワードを変更するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [ComputerSetup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ設定）— [Change 
Password] (パスワードの変更）の順に選択し、 enter キーを押します。 

4. メッセージが表示されたら、現在のパスワードを入力します。 

5. メッセージが表示されたら、確認のために新しいパスワードを再度入力します。 

6. 変更を保存して [Computer Setup] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File 】 （ファイル）— [Save Changes and Exit] (変更を保存して終了）の順 
に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

[Computer Setup] でこのパスワードを削除するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [ComputerSetup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ設定）— [Change 
Password] (パスワードの変更）の順に選択し、 enter キーを押します。 

4. メッセージが表示されたら、現在のパスワードを入力します。 
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5. 新しいパスワードを入力するように要求されたら、フィールドを空欄のままにして enter キーを 
押します。 

6. 警告メッセージが表示されます。操作を続ける場合は、 [ Yes ] (はい）を選択します。 

7. 再度、新しいパスワードを入力するように要求されたら、フィールドを空欄のままにして、 enter 
キーを押します。 

8. 変更を保存して [ ComputerSetup ] を終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [ File ] (ファイル ） —[Save changes and exit 】 （変更を保存して終了）の順 
に選択し、 enter キーを押します 0 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

BIOS administrator password (BIOS 管理者パスワード）の入力 


[BIOS administrator password ] の入力画面で自分のパスワードを入力し（パスワード設定と同じキー 
を使用）、 enter キーを押します。3回続けて間違えて入力した場合は、コンピューターを再起動して 
入力しなおす必要があります。 

[ ComputerSetup ] の DriveLock ( ドライブロック）の使用 


A 注意： DriveLock で保護されているハードドライブが恒久的に使用できなくなることを防ぐため、 
DriveLock の user password (ユーザーパスワード）と master password (マスターパスワード）を、 
紙などに書いて他人の目にふれない安全な場所に保管しておいて〈ださい。 DriveLock パスワードを 
両方とも忘れてしまうと、これらのパスワードで保護されているハードドライブがロックされたまま 
になり、永久に使用できなくなります。 


DriveLock で保護することによって、ハードドライブのデータへの不正なアクセスを防止できます。 
DriveLock による保護は、コンピューターの内蔵ハードドライブにのみ設定できます。いったん 
DriveLock による保護を設定すると、ドライブにアクセスするときにパスワードの入力が必要になり 
ます。 DriveLock のパスワードでドライブにアクセスするには、ドライブをアドバンストポートリブ 
リケータではなく、コンピューターに装着しておく必要があります。 

DriveLock による保護をコンピューターの内蔵ハードドライブに設定するには、 [Computer Setup ] で 
user password および master password を設定しておく必要があります。 DriveLock による保護を設 
定するときは、以下の点に注意してください。 

• いつたん DriveLock による保護を設定すると、 user password または master password のどちら 
かを入力することでのみ、保護されているハードドライブにアクセスできるようになります。 

• user password は、通常システム管理者ではなく実際にハードドライブを使用するユーザーが設 
定する必要があります。 master password は、システム管理者または実際にハードドライブを使 
用するユーザーが設定できます。 

• user password と master password は、同じであつてもかまいません。 

• DriveLock によるドライブの保護を解除しないと、 user password や master password を削除で 
きません。 DriveLock によるハードドライブの保護を解除するには、 master password が必要で 
す。 
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DriveLock パスワードの設定 

[Computer Setup] で DriveLock パスワードを設定するには、以下の操作を行います。 

1. コン ピュー ターを 起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] というメ ッセー ジが 
表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [ComputerSetup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）— [DriveLock 
Passwords] (DriveLock パスワード）の順に選択し、 enter キーを押します。 

4. ポインティングデバイスを使用して、保護するハードドライブをクリックします。 

または 

矢印キーを使用して、保護するハードドライブを選択し、 enter キーを押します。 

5. 警告メッセージが表示されます。操作を続ける場合は、 [Yes] (はい）を選択します。 

6. メッセージが表示されたら、 master password (マスターパスワード）を入力して、 enter キー 
を押します。 

7. メッセージが表示されたら、確認のために master password を再度入力して、 enter キーを押し 
ます。 

8. メッセージが表示されたら user password (ユーザーパスワード）を入力して、 enter キーを押 
します。 

9. メッセージが表示されたら、確認のために user password を再度入力して、 enter キーを押しま 
す。 

10. 選択したドライブが DriveLock によって保護されているかを確認するには、確認フィールドに 
「DriveLock」 と入力し、 enter キーを押します。 


W 注記： DriveLock の確認フィールドでは大文字と小文字が区別されます。 

11. 変更を保存して [Computer Setup] を終了するには、画面の左下隅にある [Save 】 （保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File 】 （ファイル）— [Save Changes and Exit] (変更を保存して終了）の順 
に選択し、 enter キーを押します 0 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

DriveLock パ スワードの入力 

ハードドライブが、別売のドッキングデバイスや外付けマルチベイではなくコンピューター本体の 
ハードドライブベイに装着されていることを確認します。 

[DriveLock Password] (DriveLock パスワード）画面が表示されたら、パスワードを設定したときと 
同じ種類のキーを使用して user password (ユーザーパスワード）または master password (マス 
ターパスワード）を入力し、 enter キーを押します。 

パスワードを2回続けて間違えて入力した場合は、コンピューターの電源を切ってから再び起動し、 
入力しなおしてください。 
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DriveLock パスワードの変更 

[Computer Setup] で DriveLock パスワードを変更するには、以下の操作を行います。 

1. コン ピューターを起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] というメツセージが 
表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [ComputerSetup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）― [DriveLock 
Passwords] (DriveLock パスワード）の順に選択し、 enter キーを押します。 

4. ポインティングデバイスを使用して、内蔵ハードドライブをクリックします。 

または 

矢印キーを使用して、内蔵ハードドライブを選択し、 enter キーを押します。 

5. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して、変更するパスワードを選択します。 

6. メッセージが表示されたら現在のパスワードを入力して、 enter キーを押します。 

7. メッセージが表示されたら新しいパスワードを入力して、 enter キーを押します。 

8. メッセージが表示されたら、確認のために新しいパスワードを再度入力して、 enter キーを押し 
ます。 

9. 変更を保存して [Computer Setup] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル）— [Save Changes and Exit] (変更を保存して終了）の順 
に選択し、 enter キーを押します 〇 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

DriveLock による保護の解除 

[Computer Setup] で DriveLock による保護を解除するには、以下の操作を行います。 

1. コン ピューターを起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] というメ ッセー ジが 
表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [ComputerSetup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ設定）— [DriveLock 
passwords] (DriveLock パスワード）の順に選択し、 enter キーを押します。 

4. ポインティングデバイスまたは矢印キ _ を使用して内蔵ハードドライブを選択し、 enter キ _ を 
押します。 

5. ボインティングデバイスまたは矢印キーを使用して、 [Disable protection] (保護を無効にす 
る）を選択します。 

6. master password (マスターパスワード）を入力して、 enter キーを押します。 

7. 変更を保存して [Computer Setup] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 
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または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル）— [Save changes and exit] (変更を保存して終了）の順 
に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

[Computer Setup ] の自動 DriveLock の使用 

複数のユーザーがいる環境では、自動 DriveLock パスワードを設定できます。自動 DriveLock パスワー 
ドを有効にすると、ランダムな user password (ユーザーパスワード）と DriveLock の master 
password (マスターパスワード）が作られます。ユーザーのパスワード認証が通ると、同じランダ 
ムな user password と DriveLock の master password (マスターパスワード）が使用され、ドライブ 
の保護が解除されます。 


啟 注記： BIOS administrator password (BIOS 管理者パスワード）がないと、自動 DriveLock 機能に 
はアクセスできません。 


自動 DriveLock パスワードの入力 

[Computer Setup] で自動 DriveLock パスワードを有効にするには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [ComputerSetup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）— [Automatic 
DriveLock] (自動 DriveLock) の順に選択し、 enter を押します。 

4. ポインティングデバイスまたは矢印キ_を使用して内蔵ハードドライブを選択し、 enter キーを 
押します。 

5. 警告メッセージが表示されます。操作を続ける場合は、 [Yes] (はい）を選択します。 

6. 変更を保存して [Computer Setup] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル）— [Save changes and exit] (変更を保存して終了）の順 
に選択し、 enter キーを押します0 

自動 DriveLock による保護の解除 

[ComputerSetup] で DriveLock による保護を解除するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [ComputerSetup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）— [Automatic 
DriveLock] (自動 DriveLock) の順に選択し、 enter 4—を押します。 

4. ポインティングデバイスまたは矢印キ_を使用して内蔵ハードドライブを選択し、 enter キーを 
押します。 
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5. ボインティングデバイスまたは矢印キーを使用して 、 [Disable protection ] (保護を無効にす 
る）を選択します。 

6. 変更を保存して [ComputerSetup] を終了するには、画面の左下隅にある [Save 】 （保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] ( ファイル ） —[Save changes and exit 】 （変更を保存して終了）の順 
に選択し、 enter キーを押します。 
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[Computer Setup] のセキュリティ機能の使用 

システムデバイスのセキュリティ保護 

[Computer Setup ] の以下のメニューでシステムデバイスを無効または有効にできます。 

• Boot Options (ブートオプション） 

• Device Configurations (デバイス構成） 

• Built-In Device Options (内蔵デバイスオプション） 

• Port Options (ポートオプション） 

[ ComputerSetup ] でシステムデバイスを無効または再び有効にするには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [ ComputerSetup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [System Configuration ] (システムコンフィ 
ギュレーション）を選択してから、 [ BootOptions ]、[ DeviceConfigurations ]、[ Built-In Device 
Options ]、 または [Port Options ] のどれかを選択します。 

4. enter キーを押します 

5. オプションを無効にするには、そのオプションの横の [ Disabled ] (無効）をクリックします。 
または 

矢印キーを使用して、オプションの横の [ Disabled ] (無効）を選択し、 enter キーを押します 0 

6. オプションを再び有効にするには、そのオプションの横の [ Enabled ] (有効）をクリックします。 
または 

矢印キーを使用して、オプションの横の [ Enabled ] (有効）を選択し、 enter キーを押します。 

7. 変更を保存して [Computer Setup ] を終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [ File ] (ファイル ）— [Save changes and exit ] (変更を保存して終了）の順 
に選択し、 enter キーを押します 0 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

[Computer Setup ] のシステム情報を表示する 

[Computer Setup ] の [System Information ] (システム情報）機能では、以下の2種類のシステム情報を 
表示できます。 

• コンピューターモデルおよびバッテリについての識別情報 

• プロセッサ、メモリ、 ROM 、 ビデオのリビジョン、キーボードコント ローラーの バージョン、 
および無線識別番号について の 仕様情報 
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[Computer Setup] でこのシステム情報全般を表示するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメ ツセー ジが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [ComputerSetup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [File] (ファイル）— [System Information] 
(システム情報）の順に選択し、 enter キーを押します。 


啟 注記： この情報への不正なアクセスを防ぐには、 [Computer Setup] で BIOS administrator password 
(BIOS 管理者パスワード）を作成する必要があります。 


[Computer Setup ] のシステム ID の使用 

[ComputerSetup] の [System ID] (システム ID) 機能では、コンピューターのアセットタグおよびォー 
ナシップタグを表示または入力できます。 


ぽ 注記： この情報への不正なアクセスを防ぐには、 [Computer Setup] で BIOS administrator password 
(BIOS 管理者パスワード）を作成する必要があります。 


[Computer Setup] でこの機能を管理するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [ComputerSetup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）— [System 旧] 
の順に選択し、 enter キーを押します 0 

4. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Notebook asset tag] (ノートブックコン 
ピューターアセットタグ）または [Notebook ownership tag] (ノートブックコンピューター 
才ーナーシップタグ）を選択し、情報を入力します。 

5. 設定が終了したら、 enter キーを押します。 

6. 変更を保存して [ComputerSetup] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル） -»[Save changes and exit] (変更を保存して終了）の順 
に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 
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ウィルス対策ソフトウェアの使用 

コンピュ _ 夕 _ で電子メールを使用するとき、またはネットワークやインターネットにアクセスする 
ときは、コンピュータ_がコンピュータ_ウィルスの危険にさらされます。コンピュ_夕_ウィル 
スに感染すると、オペレーティングシステム、プログラム、ユーティリティなどが使用できなくなっ 
たり、正常に動作しなくなったりすることがあります。 

ウィルス対策ソフトウェアを使用すれば、ほとんどのウィルスが検出、駆除されるとともに、通常、 
ウィルスの被害にあった箇所を修復することも可能です。新しく発見されたウィルスからコンピュー 
ターを保護するには、ウィルス対策ソフトウ X アを最新の状態にしておく必要があります。 

お使いのコンピューターには、ウィルス対策ソフトウェアとして [McAfee Total Protection ] (McAfee 
卜ータルプロテクション）がプリインストールまたはプリロードされています。 

ウィルス対策ソフトウェアがプリインストールされている場合は、[スタート]—[すべてのプログラ 
ム]— [McAfee]—^[Managed Services] (マネ ー ジドサービス） —» [Total Protection] ( I —タルプロ 

テクション）の順に選択します。 

ソフトウェアがプリロードされている場合は、[スタート]—[すべてのプログラム]— [HP Software 
Setup] ( HP ソフトウェアセットアップ）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作して [McAfee 
Total Protection] (McAfee I —タルプロテクション）ソフトウェアを起動します。 

コンピューターウィルスについてさらに詳しく調べるには、[ヘルプとサポート]の[検索]テキスト 
フイールドに「ウイルス」と入力してください。 
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ファイアウオールソフトウェアの使用 

コンピューターで電子メ ールやネットワ_クを使用したりインターネットにアクセスしたりする場 
合、使用しているコンピューター、使用者の個人用ファイル、および使用者に関する情報を、第三者 
が不正に取得してしまう可能性があります。プライバシを保護するため、コンピューターにプリイン 
ストールされているファイアウォールソフトウェアを使用してください。お使いのコンピューターに 
は、ウィルス対策ソフトウェアとして [McAfee Total Protection ] ( McAfee 卜ータルプロテクション） 
がプリインストールされています。インストールされているソフトウェアにアクセスするには、[ス 
夕一卜]—[すべてのプログラム】— [McAfee】—'[Managed Services] (マネージドサービス）— [Total 
Protection] (卜ータルプロテクション）の順に選択します。 


ネットワーク処理のログおよびレポート情報や、自動アラームなどのファイアウォール機能を使用し 
て、コンピューターでの送受信の流れを監視します。詳しくは、ソフトウェアの製造元の説明書を参 
照してください。これらの説明書は、ソフトウェアに含まれているか、ディスクに収録されている 
か、またはソフトウェアの製造元の Web サイトから入手できます。 


皆 注記： 特定の状況下では、ファイアウォールがインターネットゲームへのアクセスをブロックした 
り、ネットワーク上のプリンターやファイルの共有に干渉したり、許可されている電子メールの添付 
ファイルをブロックしたりすることがあります。問題を一時的に解決するには、ファイアウォールを 
無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウォールを再度有効にします。問題を恒久的に解 
決するには、必要に応じてファイアウォ _ ルを再設定したり、他の侵入検知システムのポリシーや設 
定を調整したりします。詳しくは、ネットワーク管理者または IT 部門に問い合わせてください。 
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緊急セキュリティアップデートのインストール 


A 注意： Microsoft 社は、緊急アップデートに関する通知を配信しています。お使いのコンピューター 
をセキュリティの侵害やコンピューターウィルスから保護するため、通知があった場合はすぐに 
Microsoft 社からのすべてのオンライン緊急アップデートをインストールしてください。 


オペレーティングシステムやその他のソフトウエアに対するアップデートが、コンピューターの工場 
出荷後にリリースされている可能性があります。すべての使用可能なアップデートが確実にコンピュー 
ターにインストールされているようにするには、以下の操作を行います。 

• Windows Update を毎月実行して、 Microsoft 社が提供する最新のソフトウェアをインストールし 
ます。 


• アップデートがリリースされる度に、 Microsoft 社の Web サイトおよび[ヘルプとサボート]のアッ 

プデートリンクから入手します。 
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HP ProtectTools Security Manager (HP ProtectTools セ 
キュリテイマネージャ）の使用（一部のモデルのみ） 

一部のモデルのコンピューターでは、 [HP ProtectTools Security Manager ] (HP ProtectTools セキュ 
リテイマネージャ）ソフトウェアがプリインストールされています。このソフトウェアは、 Windows 
の [コン ト ロールパネル] からアクセスできます。このソフトウェアが提供するセキュリテイ機能は、 
コンピューター本体、ネットワ _ ク、および重要なデータを不正なアクセスから保護するために役立 
ちます 0 詳しくは、 [HP ProtectTools Security Manager ] ソフトウェアのヘルプを参照してくださし 、0 
アクセスするには、[スタート]— [ HP]—[HP ProtectTools Security Manager ] (HP ProtectTools セ 
キュリテイマネージャ）の順にクリックします。 
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セキュリティロックケーブルの取り付け 


m 注記： セキュリティロックケーブルに抑止効果はありますが、コンピューターの誤った取り扱い 
や盗難を完全に防ぐものではありません。 

1. 固定された物体にセキュリティロックケーブルを巻きつけます。 

2. 鍵 （1) をケーブルロック （2) に差し込みます。 

3. セキュリティロックケーブルをコンピューターのセキュリティロックケーブル用スロット （3) 
に差し込み、鍵をかけます。 



m 注記： お使いのコンピューターの外観は、図と異なる場合があります。セキュリティロックケー 
ブル用スロットの位置は、コンピューターのモデルによって異なります。 
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ソフトウェアの更新 

コンピューターに付属のソフトウェアの更新版は、 [HP Update] (HP アップデート）ユー亍ィリティ 
を介して、または HP の Web サイトから入手できます。 

[HP Update] ユーティリティは、 HP の最新ソフトウェアを自動的にチェックします。このユーティリ 
ティは指定した時間間隔で実行され、セキュリティの強化対策などサボート警告の一覧、および最新 
ソフトウェアやドライバーのオプションを表示します。 

[スター ト]—[ヘルプとサボート]— '[Update Software & Drivers] (ソフトウェアとドライバーのアツ 
プデート）の順に選択し、画面の説明に沿って操作することで、いつでも最新ソフトウヱアを調べる 
ことができます。 

HP の Web サイトには、多くのソフトウェアが SoftPaq という圧縮ファイル形式で提供されていま 
す。一部の最新 BIOS は、 ROMPaq という名前の圧縮ファイルで提供される場合があります。 

—部のダウン D ■—ドパツケ _ ジには、このファイルのインスト _ ルやトラブルシュ _ ティングに関す 
る情報が記載された Readme.txt ファイルが含まれます。 （ROMPaq に収録されている Readme.txt 
ファイルは、英語で提供されています。） 

HP の Web サイトでソフトウェアを更新するには、以下の操作を行います。 

1. お使いのモデルのコンピューター、製品のカテゴリ、およびシリーズまたはファミリを確認しま 
す。コンピューターに現在インストールされている BIOS のバージョンを確認して、システム 
BIOS アップデートを準備します。詳しくは、 「BIOS のバージョンの確認」を參照してくださ 
い。 

コンピューターがネットワークに接続されている場合は、ソフトウ x アアップデート（特にシ 
ステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理者に確認してから実行してく 
ださい。 


啟 注記： コンピューターシステムの BIOS は、システム ROM に格納されます。 BIOS は、オペ 
レ _ ティングシステムを初期化し、コンピュ _ 夕 _ とハ _ ドウエアデバイスとの通信方法を決 
定し、ハードウエアデバイス間で日付と時刻などのデータを転送します。 


2. Web ブラウザーを開き、 http : 〃 www.hp.com/suDDort/ を表示します n 

3. 国または地域を選択します。 

4. [ドライバ ー& ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピュー 
ターの製品名または製品番号を[製品名-番号で検索]フイールドに入力します。 

5. enter キーを押します 

6. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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BIOS の更新 

BIOS を更新するには、まず現在使用している BIOS のバージョンを確認してから、新しい BIOS をダ 
ウンロ ードしてインストールします。 

BIOS のバージョンの確認 

BIOS のバージョン情報 （ROM の日付またはシステム BIOS とも呼ばれる）を表示するには、 fn + 
esc キーを押す （Windows® を起動している場合）か、または [Computer Setup] を使用します。 

[Computer Setup] を使用して BIOS の情報を表示するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [ComputerSetup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [File] (ファイル）— [System Information] 
(システム情報）の順に選択します。 

4. [Rle] メニューに戻るには、 esc キーを押します。 

5. 画面の左下隅にある [Exit 】 （終了）をクリックし、画面に表示される説明に沿って操作します。 
または 

矢印キーを使用して [File]—[lgnore Changes and Exit] (変更を無視して終了）の順に選択し、 
enter キーを押します。 

BIOS アツプデートのダウンロード 


A 注意. コンピュータ_の損傷やインスト _ ルの失敗を防ぐため、 BIOS アップデートのダウンロー 
ドおよびインストールを実行するときは必ず、 AC アダプターを使用した信頼性の高い外部電源にコ 
ンピューターを接続してくださし、。コンピューターが/ くッテリ電源で動作しているとき、別売のドッ 
キングデバイスに接続されているとき、または別売の電源に接続されているときは、 BIOS アップデー 
卜をダウンロードまたはインスト _ ルしないでください。ダウンロ _ ドおよびインストール時は、以 
下の点に注意してください。 

電源コンセントからコンピューターの電源コードを抜いて外部からの電源供給を遮断することはおや 
めください。 

コンピューターをシャットダウンしたり、スタンバイやハイバネーシヨンを起動したりしないでくだ 
さい。 

コンピューター、ケーブル、またはコードの挿入、取り外し、接続、または切断を行わないでくださ 
し、。 


BIOS アップデートをダウンロードするには、以下の操作を行います。 


歐 注記： BIOS アップデートは必要に応じてリリースされます。お使いのコンピューター用に BIOS 
アップデートが準備されていない場合もあります。 HP の Web サイトを定期的にチェックして、 BIOS 
アツプデートがあるかどうかを確認することをおすすめします。 


1. Web ブラウザーを開き、 http : 〃 www.hp.com/suDDort/ を表示して、国または地域を選択します。 

2. [ドライバ ー& ■ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピュー 
夕一の製品名または製品番号を[製品名■番号で検索]フイールドに入力して、 enter キーを押しま 
す0 
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3. 一覧に表示されたモデルから特定の製品をクリックします。 

4. お使いのオペレーティングシステムをクリックします。 

5. 画面の説明に沿って、ダウンロードする BIOS アップデートにアクセスします。ダウンロードの 
日付や名前、またはその他のファイルを識別するための情報をメモしておきます。後で、ハード 
ドライブにダウンロードしたアップデートを探すときにこの情報が必要になる場合があります。 

6. ダウンロードエリアで、以下の操作を行います。 

a . お使いのコンピューターに現在インストールされている BIOS のバージョンよりも新しい 
BIOS アップデートを確認します。 

b . 画面の説明に沿って操作し、選択したバージョンをハードドライブにダウンロードします。 

BIOS アップデートをダウンロードする場所へのパスをメモします。このパスは、アップ 
デートをインスト _ ルするときに必要です。 


散 注記： コンピューターをネットワークに接続している場合は、ソフトウェアアップデート（特にシ 
ステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理者に確認してから実行してくださ 
い。 


ダウン D — ドした BIOS によってインストール手順が異なります。ダウンロードが完了した後、画面 
に表示される説明に沿って操作します。説明が表示されない場合は、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[マイコンピュータ】 の順に選択して、 Windows の [エ クス プローラ] を開きます。 

2. ハードドライブをダブルクリックします。通常は、[口ーカルディスク （ C :)] を指定します。 

3. BIOS ソフトウェアをダウンロードした時のメモを参照するなどして、ハードドライブ上のアッ 
プデートファイルが保存されているフォルダーを開きます。 

4. 拡張子が. exe であるファイル （ filename . exe など）をダブルクリックします 0 
BIOS のインストールが開始されます。 

5. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 


歐 注記： インストールが成功したことを示すメッセージが画面に表示されたら、ダウンロードした 
ファイルをハードドライブから削除できます。 


プログラムおよびドライバーの更新 

1. Web ブラウザーを開き、 httD :〃 www . hp . com / suDDort / を表示して、国または地域を選択します。 

2. [ドライバ ー& ■ソフトウェアをダウン□—ドする]オプションをクリックし、お使いのコンピュー 
ターの製品名または製品番号を[製品名■番号で検索]フイールドに入力して、 enter キーを押しま 
す。 

または 

特定の SoftPaq が必要な場合は、画面の右上隅にある[製品名 ■ 番号で検索]フイールドに SoftPaq 
番号を入力します。次に、 enter キーを押し、画面の説明に沿って操作します。手順 6 に進んで 
ください。 

3. —覧に表示されたモデルから特定の製品をクリックします。 

4. お使いのオペレーテイングシステムをクリックします。 
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5. アップデートの一覧が表示されたら、アップデートをクリックして追加の情報を含むウィンドウ 
を開きます。 

6. [ダウンロード]をクリックします。 

7. 更新されたソフトウェアを、ファイルをダウンロードしないでインストールするには、[実行]を 
クリックします。 

または 

コンピューターにファイルを保存するには、[保存]をクリックします。メッセージが表示された 
ら、ハードドライブ上のファイルを保存する場所を選択します。 

ファイルをダウンロードしたら、ファイルを保存したフォルダーに移動し、ファイルをダブルク 
リックしてアップデートをインストールします。 

8. インストールが完了した後に、コンピューターの再起動を求めるメッセージが表示された場合 
は、コンピューターを再起動します。 

jHP SoftPaq Download Manager] (HP SoftPaq ダウンロードマネージヤ）の 

HP SoftPaq Download Manager (HP SDM) (HP SoftPaq ダウンロードマネージャ）を使用すると、 
SoftPaq 番号を指定しなくても HP 製コンピューターの SoftPaq 情報にすばやくアクセスできます。 
このソフトウェアは、コンピューターのモデルや SoftPaq の情報を含む公開データべースファイルを 
読み込み、ダウンロードすることによって動作します。 

このツールを使用すると、コンピューターのモデルによる SoftPaq の検索、ダウンロード、展開、お 
よびインストールを簡単に実行できます。また、このプログラムを使用すると、以下のタスクを実行 
できます。 

• お使いのコンピューター用の SoftPaq の更新を検索、ダウンロード、およびインストールしま 
す。 

• お使いのコンピューターで利用可能な SoftPaq およびダウンロード済み SoftPaq を表示します。 

• 構成がさまざまに異なる複数のコンピューター用の SoftPaq を管理できるようにするため、複数 
の構成ファイルを作成して複数の構成を検索するためのパラメーターを指定します。 

[HP SoftPaq Download Manager] は HP の Web サイトから入手できます。 [HP SoftPaq Download 
Manager] を使用して SoftPaq をダウンロードするには、まず、 [HP SoftPaq Download Manager] のダ 
ウンロードおよびインストールを行う必要があります。 HP の Web サイト http://www.hp.com/qo/sdm/ 
(英語サイト）を表示して、画面の説明に沿って [HP SoftPaq Download Manager] のダウンロードとイ 
ンストールを行います。 


歐 注記： [HP SoftPaq Download Manager] のダウンロードまたはその使用方法について詳しくは、 HP 
の Web ■イト、 httg://www. hp.com/qp/sdm/ (英語サイト）を參照してください。 


[HP SoftPaq Download Manager] を起動するには、[スタート]—[すべてのプログラム]— [HP]—[HP 
SoftPaq Download Manager] の順に選択します。 

詳しくは、 [HP SoftPaq Download Manager] ソフトウェアのヘルプを参照してください。 
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12 バックアップおよび復元 


情報を保護するには、 Windows のバックアップユー亍ィリティ（一部のモデルのみ）を使用して、 
ファイルおよびフォルダーをバックアップするか、復元ポイントを作成します。システムに障害が発 
生した場合は、バックアップファイルを使用してコンピューターを復元できます。 

Windows には、以下のオプシヨンが用意されています。 

• 個々のファイルやフォルダーのバックアップ 

• すべてのファイルおよびフォルダーのバックアップ 

• 自動バックアップのスケジュールの設定 

• 復元ポイントの作成 

• 情報の復元 

& MBT 詳しじヽ手順については、[ヘルプ忑サボート]で Z れらの項目を参照してく足さし f 

注記： システムが不安定な場合に備え、復元の手順を印刷し、後で利用できるように保管しておく 
ことをおすすめします。 


132第12章バックアップおよび復元 






情報のバックアップ 

障害が発生した後にシステムの復元を実行すると、最後にバックアップを行ったときの状態が復元さ 
れます。ソフトウェアのセットアップが終了したら、すぐに初期バックアップを作成してくださし、。 
その後も、新しいソフトウェアやデータファイルの追加に応じて定期的にシステムをバックアップ 
し、適切な新しいバックアップを作成しておくようにしてください。 

個別のファイルやフォルダーを、別売の外付けハードドライブまたはネットワークドライブにバック 
アップできます。 

バックアップを行う場合は、以下の点を参考にしてください。 

• 個人用ファイルを[マイドキュメント]フォルダーに保存して、定期的にバックアップします。 


• 関連付けられたプログラムに保存されているテンプレートをバックアップします。 


• カスタマイズされているウィンドウ、ツ_ルバー、またはメニューバーの設定のスクリ_ン 

ショットを撮って保存します。設定値や内容をリセットする必要がある場合、スクリーンショッ 
卜を撮っておくと時間を節約できます。 

画面をコピーしてワープロ文書などに貼り付けるには、以下の操作を行います。 

a. 保存する画面を表示させます。 

b. 表示されている画面を、クリップボードに画像としてコピーします。 

アクティブなウィンドウのみをコピーするには、 alt + fn + prt sc キーを押します。 

画面全体をコピーするには、 fn + prt sc キーを押します。 

c. ワープロソフトなどの文書を開くか新しく作成して、[編集]—[貼り付け]の順にクリックし 
ます。 

画面のイメージが文書に追加されます。 

d. 文書を保存します。 

Windows のバックアップユーティリティ（一部のモデルのみ）を使用してバックアップを作成する 
には、以下の操作を行います。 

m imr お使いのコン^ューターが外部電源に接続されてひる z とを確認してから、バ孓クア孓プ処 

理を開始してください。 

注記： ファイルのサイズやコンピューターの処理速度に応じて、バックアップ処理には1時間以上 
かかることがあります 

1. [スタート]—[すべてのプログラム]—[アクセサリ]—[システムツール]—[バックアップ】 の順にク 
リックします。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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復元の実行 

お使いのコンピューターには、システムの障害やシステムが不安定な場合に備え、ファイルを復元す 
る以下のツールが用意されています。 

• Windows リカバリツール（一部のモデルのみ）： Windows のバックアップユー亍ィリティを使 
用して、以前バックアップを行った情報を復元できます。 

• オペレーティングシステムディスクおよび Driver Recovery (ドライバーリカバリ）ディスク 
(お使いのコンピューターに付属）：これらのディスクを使用して、工場出荷時にインストールさ 
れていたオペレーティングシステムとプログラムを復元できます。 

情報の復元 

以前バックアップした情報を復元するには、以下の操作を行います。 

1. 可能であれば、すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. [スタート]—[すべてのプログラム]—[アクセサリ]—[システムツール]—[バックアップ]の順にク 
リックします。 

[バックアップまたは復元ウィザード]が表示されます。 

3. [ファイルと設定を復元する卜[次へ]の順にクリックします。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 


W 注記： Windows からの復元の開始について詳しくは、[ヘルプとサボート]でこの項目を参照してく 

ださい。 


オペレーテイングシステムとプログラムの復元 


△ 注意： 復元プロセスによって、ハードドライブの内容が完全に消去され、再フォーマットされま 
す。コンピューター上に作成したすべてのファイルおよびインストールしたすべてのソフトウェアが 
完全に削除されます。復元プロセスによって、初期状態のオペレーティングシステム、ソフトウェ 
ア、およびドライバーが再インストールされます。工場出荷時にインストールされていなかったソフ 
トウェア、ドライバー、およびアップデートは、手動でインストールする必要があります。個人用 
ファイルはバックアツプから復元する必要があります。 


オペレーティングシステムとプログラムを復元するには、以下の操作を行います。 

1. 可能であれば、すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. オペレーティングシステムディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

3. コンピューターをシャットダウンします。 

4. コンピューターの電源を入れます。 

5. 画面の説明に沿って操作し、オペレーティングシステムをインストールします。 

6. オペレーティングシステムがインストールされたら、オペレーティングシステムディスクを取 
り出して、 『Driver Recovery』 （ドライバーリカバリ）ディスクを挿入します。 

7. 画面の説明に沿って操作し、ドライバーとプログラムをインストールします。 
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13 Computer Setup 


[Computer Setup ] の開始 

[Computer Setup] は、プリインストールされた ROM ベースのユー亍イリテイです。オペレーテイン 
グシステムが動かなかったり読み込まれなかったりする場合でも使用できます。 


歐 注記： このガイドに記載されている [ComputerSetup] の一部のメニュー項目は、お使いのコンピュー 
夕一 では使用で きない場合が あります。 

注記： [Computer Setup] では、 USB レガシーサボート機能が有効な場合にのみ、 USB コネクタに 
接続された外付けキーボードまたはマウスを使用できます。 


[ComputerSetup] を開始するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [ComputerSetup] を起動します。 


[Computer Setup ] の使用 

[Computer Setup ] での移動および選択 

[ComputerSetup] の情報および設定は、 [File] (ファイル）、 [Security] (セキュリティ）、 [Diagnostics] 
(診断）、 [System Configuration] (詳細設定）の4つのメニューからアクセスできます。 

[ComputerSetup] で移動および選択するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

• メニューまたはメニュー項目を選択するには、ボインティングデバイスを使用して項目を 
クリックするか、キーボードのタブキ _ や矢印キ _ を使用して項目を移動してから enter 
キーを押します。 

• 画面を上下にスクロールするには、ボインティングデバイスを使用して画面の右上隅にあ 
る上向き矢印または下向き矢印をクリックするか、キーボードの上向き矢印キーまたは下向 
き矢印キーを使用します。 

• 開いているダイアログボックスを閉じて [Computer Setup] のメイン画面に戻るには、 esc 
キーを押し、画面の説明に沿って操作します。 
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歐 注記： [Computer Setup] で項目間を移動したり項目を選択したりするには、ポインティングデ 
バイス（タッチパッド、ポインティングスティック、または USB マウス）またはキ _ ボ _ ドを 
使用 します。 

2. flO キーを押して、 [ComputerSetup] を起動します。 

3. [File 】、 [Securitv] 、 [Diagnostics]' または [System Configuration 】 メニューを選択します。 

[Computer Setup] のメニューを終了するには、以下のどれかの方法を選択します。 

• 変更を保存しないで [Computer Setup] メニューを終了するには、画面の左下隅にある [Exit] (終 
了）アイコンをクリックし、画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

タブキーおよび矢印キーを使用して [File]—[Ignore Changes and Exit] (変更を無視して終了） 
の順に選択し、 enter キーを押します。 

または 

• 変更を保存して [Computer Setup] メニューを終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存） 
アイコンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

タブキーおよび矢印キーを使用して [File】—[Save changes and exit] (変更を保存して終了）の 
順に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

[Computer Setup ] の工場出荷時設定の復元 

啟 注記： 初期設定を復元しても、ハードドライブのモードには影響あ y ません。 

[Computer Setup] のすベての設定を工場出荷時の設定に戻すには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメ ッ セージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [ComputerSetup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [File] (ファイル）— [Restore defaults] (初 
期設定に設定）の順に選択します。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

5. 変更を保存して終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）アイコンをクリックし、画面 
に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル） -♦[Save changes and exit] (変更を保存して終了）の順 
に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

啟 注記： 上記の手順モエ場出1時の設定を復元しても、パスワードおよびセキュリティの設定は変更 

されません。 
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[Computer Setup ] のメ ニュー 

このセクシヨンのメ ニューの 表に、 [Computer Setup] のオプシヨンの概要を示します。 


啟 注記： この章に記載されている [ComputerSetup] の- 
では使用で きない場合が あります。 

-部のメニュー項目は、お使いのコンピューター 

[ File ] (ファイル）メニユー 

オプション 

設定内容 

System Information (システム情報） 

• 

コンピューターおよびバッテリについての識別情報を表 
示し汞 T 


• 

プロセッサ、キャッシュサイズおよびメモリサイズ、 
システム ROM、 ビデオのリビジョン、キーボードコン 
トローラーのバージョンについての仕様情報を表示しま 
す 

Set System Date and Time (システムの日付および時刻の設 
定） 

コンピューターの日付と時刻を設定または変更します 

System Diagnostics (システム診断） 

以下の情報が含まれています 


參 

System Information (システム情報） 



。コンピューターおよびバッテリについての識別情報 



。 プロセッサ、キャッシュサイズおよびメモリサイ 

ズ、システム ROM、 ビデオのリビジョン、キー 
ボードコントローラーのバージョンについての仕 

様情報 


• 

Start-up Test (起動テスト）：コンピューターを起動する 
ために必要なシステムコンポーネントを確認します 


參 

Run-In Test (実行時テスト）：システムメモリの包括的 
なチェックを実行します 


參 

Hard Disk Test (ハードドライブテスト）：システム内 
の任意のハードドライブに対する包括的な自己診断テス 
卜を実行します 


• 

Memory Test (メモリテスト）：コンピューターに取り 
付けられているメモリの包括的なテストを実行します 


參 

Battery Test (バッテリテスト）：コンピューターに取り 
付けられているバッテリの包括的なテストを実行します 


參 

Error Log (エラーログ）：エラーが発生した場合に口 


グファイルを表示します 


Restore defaults (初期設定に復元) 

[Computer Setup] の設定を工場出荷時の設定に戻します（上 
記の手順で工場出荷時の設定を復元しても、ハードドライブ 
モード、パスワード設定、およびセキュリティの設定は変更 
されません） 

Reset BIOS security to factory default (BIOS セキュリティを 
工場出荷時の設定に戻す） 

BIOS セキュリティを工場出荷時の設定に戻します 
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オプション 

設定内容 

Ignore changes and exit (変更を無視して終了） 

そのセッションで行った変更をキャンセルします。次に 
ProtectTools Security Manager を終了してコンピューターを 
再起動します。 

Save changes and exit (変更を保存して終了） 

そのセッションで行った変更を保存します。次に ProtectTools 
Security Manager を終了してコンピューターを再起動しま 
す。変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに 
有効になります。 


[Security] ( セキュリテイ）メニュー 

啟 注記： ここに示すメニュー項目によっては、お使いのコンピューターでサポートされていない場合 
があります。 


オプション 

設定内容 

Administrator Tools (管理者ツール） 

Setup BIOS Administrator Password (BIOS 管理者パスワード 
の設定） 

BIOS Administrator Password (BIOS 管理者パスワード）を 
設定します 

User Management (ユーザ管理） （BIOS 管理者パスワードが必要） 

Create New BIOS User Account (BIOS ューザーアカウント 
の新規作成） 

• BIOS ユーザーの一覧から選択します 

• ProtectTools ューザーの_覧から選択します 

Password Policy (パスワードポリシー） （BIOS 管理者パス 
ワードが必要） 

パスワ _ ドポリシーの基準を修正します 

HP SpareKey (HP スペアキー） 

[HP SpareKey] を有効/無効にします（初期設定で有効に設定 
されています） 

Always Prompt for HP SpareKey Enrollment ([HP SpareKey] 
への登録の確認を常に表示） 

[HP SpareKey Enrollment] を有効/無効にします（初期設定で 
有効に設定されています） 

Fingerprint Reset on Reboot (再起動時に指紋認証をリセッ 
卜）（存在する場合） 

指紋認証システムのオーナシップをリセット/消去します（一 
部のモデルのみ。初期設定で無効に設定されています） 

User Tools (ユーザーツール） 

Change Password (パスワードの変更） 

BIOS administrator password (BIOS 管理者パスワード）を 
入力、変更、または削除します 

HP SpareKey Enrollment ([HP SpareKey] の登録） 

パスワードを忘れてしまった場合に使用する、セキュリティ 
に関する質問と回答の組み合わせである HP SpareKey を登 
録またはリセットします 

Anti Theft (盗難防止） 

AT-P 

[Anti-Theft Protection] を有効/無効にします 

DriveLock Passwords (DriveLock パスワード） 

• システム内のハードドライブの DriveLock ( ドライブ 

ロック）を有効/無効にします（初期設定で有効に設定 
されています） 


• DriveLock の user password (ユーザーパスワード）ま 
たは master password (マスターパスワード）を変更 
します 
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オプション 

設定内容 


注記： コンピューターを再起動するのではなく、電源を入 
れて [Computer Setup] を開いた場合にのみ、 DriveLock の設 
定値にアクセスできます 

Automatic DriveLock (自動 DriveLock) 

自動 DriveLock のサポートを有効/無効にします 

TPM Embedded Security (TPM 内蔵セキュリテイ） 

TPM (Trusted Platform Module) 内蔵セキュリテイのサポー 
卜を有効/無効にして、 [HP Embedded Security for 
ProtectTools] の所有者機能への不正なアクセスからコンピュー 
ターを保護します。詳しくは、 [HP ProtectTools] ソフトウェ 
アのヘルプを参照してください 

注記： この設定を変更するにはセットアップパスワードが 
必要です 

Disk Sanitizer (ディスククリーナー） 

メインハードドライブまたはアップグレードベイ内のドラ 
イブにあるすベてのデータを消去するディスククリ _ ナーを 
実行します 

注意： ディスククリーナーを実行すると、選択したドライ 
ブのデータは完全に消去されます 

System IDs (システム ID) 

コンピューターの、ユーザー定義のアセットタグおよびオー 
ナーシップタグを入力します 

[System Configuration ] (詳細設定） 

メ ニュー 


& 注記： このセクションに記載されているメニュー項目の一部は、お使いのコンピューターではサ 
ポートされない場合があります。 


オプション 

設定内容 

Language (吕 1 ■語） 

[Computer Setup] の使用言語を変更します 

Boot Options ( ブートオプション） 

• [Startup Menu delay (in seconds)] (起動 メニュー遅延 
(秒)）を設定します 

• [Multiboot Express Boot Popup] (Multiboot Express ブー 
ト ポップアップ） の遅延を秒単位で設定します 

• [Custom Logo] (カスタムロゴ）を有効/無効にします 
(初期設定で無効に設定されています） 

• [Display Diagnostic URL] (診断 URL の表示）を有効/無 
効にします（初期設定で有効に設定されています） 

• [CD-ROM boot] (CD-ROM ブート）を有効/無効にしま 
す（初期設定で有効に設定されています） 

• [SD Card boot] (SD 力ードブート）を有効/無効にしま 
す（初期設定で有効に設定されています） 

• [Floppyboot] (フロッピーディスクブート）を有効/無効 
にします（初期設定で有効に設定されています） 

• [PXE Internal NIC boot] (PXE 内蔵 NIC ブート）を有 
効/無効にします（初期設定で有効に設定されています） 
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オプション 


設定内容 


• [UEFI Boot Mode] (UEFI (Unified Extensible Firmware 
Interface) ブートモード）を有効 / 無効にします（初期設 
定で無効に設定されています） 

• [Legacy Boot Order] ( レガシーブート順序）を設定しま 
す 


Device Configurations ( デバイス構成） • [USB legacy support] (USB レガシーサボート）を有 

効 / 無効にします（初期設定で有効に設定されていま 
す ）。 [USB legacy support] を有効にすると、以下のこと 
が可能になります 

。 Windows ® オペレーティングシステムが実行されて 

いなくても、 USB 対応キーボードを [Computer 
Setup ] で使用できます 

。 コンピューターの USB コネクタに接続されている 

ハードドライブ、フロッピーディスクドライブ、 
およびオプティカルドライブを含めた、ブート可 
能な USB デバイスからコンピューターを起動でき 
ます 

• パラレルポートのモードを、 [ECP (Enhanced 

Capabilities Port)] 、 [Standard] ( 標準）、 [Bidirectional] 
( 双方向）、または [EPP (Enhanced Parallel Port )] から選 
択します 


• 外部電源使用時のシステムのフアンを有効/無効にします 
( 初期設定で有効に設定されています） 

• [Data Execution Prevention] ( データ実行防止設定）を有 
効 / 無効にします（一部のモデルのみ）。実行時防止設定 
を有効にすると、一部のウィルスのコード実行をプロ 
セツサによって無効にでき、コンピューターの安全性が 
向上します（初期設定で無効に設定されています） 

• SATA (Serial Advanced Technology Attachment ) デバ 
イスモードを設定します。以下のオプションがありま 
す 

。 AHCI (Advanced Host Controller Interface) 

。 IDE (Integrated Drive Electronics) 

。 RAID ( 一部のモデルのみ） 

注記： 上記のオプションを利用できるかどうかは、コ 
ンピューターのモデルによって異なります 

• [Secondary Battery Fast Charge ] (セカンダリバツテリ 
の高速充電）を有効 / 無効にします（初期設定で有効に設 
定されています） 


[HP QuickLook] を有効 / 無効にします（初期設定で有効に 
設定されています）。 


[HP QuickLook Boot] の [Preboot Authentication on ]( ブー 
卜前認証）を有効 / 無効にします（初期設定で無効に設定 
されています） 


• [HP QuickWeb] を有効 / 無効にします（初期設定で有効に 

設定されています） 
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オプション 

設定内容 


參 

[HP QuickWeb ] の書き込み保護を有効/無効にします（初 
期設定で無効に設定されています） 


• 

[Virtualization Technology ] (仮想化テクノロジ）を有効/ 
無効にします（一部のモデルのみ。初期設定で無効に設 
定されています） 


參 

TXT (インテル®トラステッド ■ エグゼキューション■テ 
クノロジ _) を有効/無効にします（一部のモデルのみ。 
初期設定で無効に設定されています） 


參 

[Multi Core CPU ] (マルチコア CPU ) を有効/無効にしま 
す（初期設定で有効に設定されています） 


參 

[Intel HT Technology ] (インテル HT テクノロジー）を有 
効/無効にします（初期設定で有効に設定されていま 
す） 


參 

[Wake on USB ] (ウェイクオン USB ) を有効/無効にし 
ます（初期設定で有効に設定されています） 


• 

ブート時の Num Lock の状態を有効/無効にします（初期 
設定で無効に設定されています） 

Built-In Device Options (内蔵デバイスオプション） 

參 

[Wireless Button State ] (無線ボタン状態）を有効/無効に 
します（初期設定で有効に設定されています） 


• 

[Embedded WWAN Device Radio ] (内蔵無線 LAN デバ 
イスの無線）を有効/無効にします（一部のモデルのみ。 
初期設定で有効に設定されています） 


參 

[Embedded Bluetooth device radio ] (内蔵 Bluetooth デバ 
イスの無線）を有効/無効にします（初期設定で有効に設 
定されています） 


參 

[Network Interface Controller ( LAN )] (ネットワークイン 
タフェースコントローラ （ LAN )) を有効/無効にします 
(初期設定で有効に設定されています） 


• 

[ LAN/WLAN Switching ] ( LAN / 無線 LAN の切り替え）を 
有効/無効にします（初期設定で無効に設定されていま 
す） 


參 

[Wake on LAN ] (ウェイクオン LAN ) の状態を設定しま 
す。以下のオプションがあります 

。 Disabled (無効） 

。 Boot to Network (ネットワークからのブート） 

。 Follow Boot Order (ブート順序に従う） 


參 

周辺光センサーを有効/無効にします 


參 

[Notebook Upgrade Bay ] (コンピュータ本体のアップグ 
レードベイ）のデバイスを有効/無効にします（初期設 
定で有効に設定されています） 


• 

[Fingerprint Device ] (指紋認証デバイス)を有効/無効に 
します（初期設定で有効に設定されています） 


• 

内蔵カメラを有効/無効にします（初期設定で有効に設定 
されています） 
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オプション 

設定内容 


• 

[Power Monitor Circuit ] (電源モニタ回路）を有効/無効に 
します（初期設定で有効に設定されています） 


參 

オーディオデバイスを有効/無効にします（初期設定で 
有効に設定されています） 


• 

[Modem Device ] (モデムデバイス）を有効/無効にしま 
す（初期設定で有効に設定されています） 


參 

マイクを有効/無効にします（初期設定で有効に設定され 
ています） 



内蔵スピーカーを有効/無効にします（初期設定で有効に 
設定されています） 

Port Options (ポートオプション）（初期設定ですべて有効に 
設定されています） 

注記： すべてのポートオプションが初期設定で有効に設定 
されています 


• 

[Serial Port ] (シリアルポート)を有効/無効にします 


• 

[Parallel Port ] (パラレルポート)を有効/無効にします 


• 

[Flash Media Reader ] (フラッシュメディアリーダー） 

を有効/無効にします 


• 

[USB Port ] (USB ポート）を有効/無効にします 



注意： [USB Port ] を無効にすると、アドバンストポー 
トリプリケータのマルチベイデバイスおよび 
ExpressCard デバイスも無効になります 


• 

[1394 Port ] (1394 ポート)を有効/無効にします 


參 

[ExpressCard Slot ] (ExpressCard スロット）を有効/無 
効にします 


• 

スマートカードスロットを有効/無効にします 


• 

[eSATA Port ] (eSATA ポート）を有効/無効にします 

AMT Options (AMT オプション） 

參 

[ FirmwareVerbosity ] (ファームウェアの詳細）を有効/無 
効にします 


• 

[AMT Setup Prompt ( Ctrl - P )] (AMT セットアップのプロ 
ンプト） （ Ctrl - P ) を有効/無効にします 


參 

[USB Key Provisioning Support ] (USB キープロ ビジョ 
ニングサポート）を有効/無効にします 


參 

[Unconfigure AMT on next boot ] (次回ブート時に AMT 
を設定解除）を有効/無効にします 


• 

[Terminal Emulation Mode ] (ターミナルエミュレーシヨ 
ンモード）を選択します 



。 ANSI 



。 VT 100 


參 

[Firmware Progress Event Support ] (フアームウェア進 
行イベントサポート）を有効/無効にします 


參 

[Initiate Intel CIRA ] (インテル CIRA の実行）を有効/無 
効にします 
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オプション 

設定内容 

Set Levels of Security (セキュリティレベルの設定） 

すべての BIOS メニュー項目のセキュリティレベルを変更す 
るか、表示または非表示にします 

Restore Security Defaults (セキュリティ初期設定の復元） 

セキュリティの初期設定を復元します 
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14 マルチブート 


ブートデバイスの順序について 

お使いのコンピューターを起動するとき、システムは有効なブートデバイスからブートします。マル 
チブートユーティリティ（初期設定の状態で有効に設定されています）を使用すると、コンピュー 
ターの起動時にデバイスを選択する順序を制御できます。ブートデバイスには、オプティカルドラ 
イブ、フロッピーディスクドライブ、ネットワークインターフェイスカード （ NIC )、 ハードドライ 
ブ、 USB ドライブなどを含めることができます。ブートデバイスには、コンピューターの起動や適 
切な動作に必要となる、ブート可能なメディアやファイルが含まれます。 


散 注記： 一部のブートデバイスは、ブート順序に含める前に [Computer Setup ] で有効に設定してお 
く必要があります。 


工場出荷時の設定では、コンピューターは、有効なブートデバイスおよびドライブベイを以下のよ 
うな順序で検索してブートデバイスを選択します。 


W 注記： ブートデバイスおよびドライブベイの一部は、お使いのコンピューターでサボートされて 
と、ない場合が;あります。 

• コンピュ_夕_本体のアップグレ_ドベイ 

• コンピュータ_本体のハードドライブ 

• USB フロッピーディスクドライブ 

• USB CD-ROM ドライブ 

• USB ハードドライブ 

• ノートブック Ethernet (イーサネット） 

• SD (Secure Digital ) メモリカード 

• ドッキングステーシヨンのアップグレードベイ 

• 外付け SATA ドライブ 


[Computer Setup ] でブート順序を変更すれば、ブートデバイスの検索順序を変更できます。画面の下 
に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメツセージが表示されている間に esc キーを押してか 
ら、 f 9 キーを押して変更することもできます。 f 9 キーを押すと、現在のブートデバイスを示すメニュー 
が表示され、ブートデバイスの選択が可能になります。または、 MultBoot Express を使用すれば、 
コンピューターを起動または再起動するたびにブートの場所を確認する画面が表示されるように設定 
することもできます。 

マルチブートが無効になっている場合は、ドライブ A ブートデバイスを最初に検索する、固定された 
ブート順序が使用されます。見つからなかった場合は、コンピューターによってドライブ C ブート 
デバイスが検索されます。ドライブ A ブートデバイスには、オプティカルドライブやフロッピー 
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ディスクドライブなどがあります。ドライブ C ブートデバイスには、オプティカルドライブやハー 
ドドライブなどがあります。 

NIC にドライブ文字は割り当てられません。 


歐 注記： ブート CD の形式に応じて、オプティカルドライブ ( CD - ROM ドライブなど）はドライブ 
A またはドライブ C のどちらかとしてブートできます。 
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[Computer Setup ] でのブートデバイスの有効化 

USB デバイスまたは NIC デバイスからブートするには、あらかじめ [ComputerSetup] でデバイスを有 
効にしておく必要があります。 

[Computer Setup] を開始し、 USB デバイスまたは NIC デバイスをブートデバイスとして有効にする 
には、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメ ッセー ジが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [ComputerSetup] を起動します。 

3. USB ドライブ内または別売のドッキングデバイス（一部のモデルのみ）に取り付けられたドラ 
イブ内のブート可能なメディアを有効にするには、ポインティングデバイスまたは矢印キーを 
使用して [System Configuration] (システムコン フイ ギュ レー シヨン） 一 [Device 
Configurations] (デバイス構成）の順に選択します。 [USB legacy support] (USB レガシーサ 
ポート）の横にある [Enabled] (有効）が選択されていることを確認します。 


歐 注記： USB レガシーサボートを使用するは、 USB コネクタのオプションを有効にする必要 
があります。出荷時の設定では、有効になっています。 USB コネクタが無効になっている場合 

は、 [System Configuration]—[Port Options] (ポートオプション)の順に選択して、 [USB 
Port] (USB コネクタ）の横 I 三ある [Enabled] をクリックして、再び有効にします。 


または 

NIC デバイスを有効にするには、 [System Configuration]—[Boot Options] (ブートオプシヨ 
ン）の順に選択し、 [PXE Internal NIC boot] (PXE 内蔵 NIC ブート）の横にある [Enabled] をク 
リックします。 

4. 変更を保存して [ComputerSetup] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル）— [Save Changes and Exit] (変更を保存して終了）の順 
に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 


ぽ 注記： マルチブートを使用しないで NIC を Preboot execution Environment (PXE) サーバーまた 
は Remote Program Load (RPL) サーパーに接続するには、画面の下に [Press the ESC key for Startup 
Menul メツセージが表示されている間に esc キーを押し、次にすばやく f12 キーを押します。 
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ブート順序の変更に関する注意 

ブート順序を変更する場合には、以下の点を考慮してください。 

• ブート順序を変更した後でコンピューターを再起動すると、コンピューターは新しいブート順序 
で起動されます。 

• 複数の種類のブートデバイスがある場合、オプティカルデバイスを除く同じ種類の最初のデバ 
イスを使用してブートされます。たとえば、ハードドライブが取り付けられている別売のドツキ 
ングデバイス（一部のモデルのみ）がコンピューターに接続されている場合、このハードドラ 
イブは 「 USB ハードドライブ」としてブート順序に表示されます。システムが USB ハードドラ 
イブからブートできない場合は、ハードドライブベイのハードドライブからはブートされませ 
ん。代わりに、ブート順序内で2番目の種類のデバイスからブートされます。ただし、オプティ 
カルデバイスが2つあり、メディアが挿入されていないかブートディスクでないために最初の 
オプティカルデバイスからブートされない場合は、2番目のオプティカルデバイスからブート 
されます。 


• ブート順序を変更すると、論理ドライブ名も変更されます。たとえば、 C ドライブとして作成さ 
れたディスクが挿入されている CD - ROM ドライブから起動する場合、この CD - ROM ドライブが 
C ドライブになり、ハードドライブベイ内のハードドライブが D ドライブになります。 

• [Computer Setup ] の [ Built-In Device Options ] (内蔵デバイスオプション）メニューで NIC デバイ 
スが有効に設定されている場合にのみ、 NIC からコンピューターをブートできます。 NIC から 
ブートしても、論理ドライブの指定には影響しません。 NIC にドライブ名が関連付けられていな 
いためです。 

• 別売のドッキングデバイス（一部のモデルのみ）内のドライブのブート順序は、外付け USB デ 
バイスと同様に扱われます。 
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マルチブート設定の選択 

マルチブートを使用すると、以下のことが可能になります。 

• [ ComputerSetup ] でブート順序を変更することで、コンピューターを起動するたびに使用される 
ブート順序を新しく設定します。 

• ブートデバイスを動的に選択するには、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] という 
メッセージが表示されている間に esc キーを押し、次に f 9 キーを押して、ブートデバイスの才 
プシヨンメニューに入ります。 

• MultBoot Express を使用して可変ブート順序を使用する、この機能によって、コンピューター 
の起動または再起動のたびに ブート デバイスの確認メッセージが表示されます。 

[Computer Setup ] での新しいブート順序の設定 

[Computer Setup ] を開始し、コンピューターを起動または再起動するたびに、使用されるブートデバ 
イスの順序を設定するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [ ComputerSetup ] を起動します。 

3. ポインティングデ/《イスまたは矢印キーを使用してリストからデバイスを選択します。 

4. デバイスのブート順序を上げるには、ポインティングデバイスを使用してデバイス名の横にあ 
る上向き矢印をクリックするか、 + キーを押します。 

または 

デバイスのブート順序を下げるには、ポインティングデバイスを使用してデバイス名の横にあ 
る下向き矢印をクリックするか、ーキ _ を押します。 

5. 変更を保存して [ ComputerSetup ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル）— [Save Changes and Exit] (変更を保存して終了）の順 
に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

ブートデバイスの動的な選択 

現在の起動でブートデバイスを動的に選択するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源を入れるか再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] メッ 
セージが表示されている間に esc キーを押して、 [Select Boot Device ] (ブートデバイスの選 
択）メニューを開きます。 

2. f 9 キーを押します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用してブートデバイスを選択し、 enter キーを押し 
ます。 

変更はすぐに有効になります。 
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MultiBoot Express プロンプトの設定 

[Computer Setup] を開始し、コンピューターを起動または再起動するたびにマルチブートの起動場所 
を指定するメニューが表示されるように設定するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] と 
いうメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを押して、 [ComputerSetup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [System Configuration] (システムコンフィ 
ギュレーション）— [Boot Options] (ブートオプション）の順に選択し、 enter キーを押しま 
す。 

4. [Express Boot Popup Delay (Sec)] (高速ブートポップアップ遅延（秒））フィールドで、現在 
のマルチブート設定が使用される前に起動場所メニューが表示される時間を秒単位で入力します 
(0 を選択すると、 Express Boot 起動場所メニューは表示されません）〇 

5. 変更を保存して [Computer Setup] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）をクリッ 
クしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル）— [Save Changes and Exit] (変更を保存して終了）の順 
に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

MultiBoot Express 設定の入力 

起動時に [Express Boot] (高速ブート）メニューが表示された場合は、以下の操作を行います。 

• [Express Boot] メニューからブートデバイスを指定するには、割り当て時間内に目的のデバイス 
を選択し、 enter キーを押します。 

• 現在のマルチブート設定が使用されないようにするには、割り当て時間が終わる前に、 enter キー 
以外の任意のキ _ を押します。ブ _ トデバイスを選択して enter キーを押すまで、コンピュー 
ターは起動しません。 

• 現在のマルチブート設定を使用してコンピューターを起動するには、割り当て時間が終わるまで 
何も操作を行わずに待ちます。 
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[Client Management Solutions ] の使用 

[Client Management Solutions ] ソフトウェアは、ネットワーク環境にあるデスクトップコンピュー 
ター、ワークステーション、ノートブックコンピューター、およびタブレット PC の管理の分野で、 
業界標準仕様のソリューションを提供しています。 

Client Management の主要な機能と特長は以下のとおりです。 

• 初期のソフトウェアイメ ージの展開 

• リモートでのシステムソフトウェアのインストール 

• ソフトウヱアの管理およびアップデート 

• ROM の更新 

• コンピューターの資産情報の管理機能およびセキュリティ機能（コンピューターの資産とは、取 
り付けられているハードウェアやインストールされているソフトウェアのことです） 

• 一部のシステムソフトウヱアおよびハードウヱアコンポーネントの障害通知および復旧機能 


m 注記： この章で説明される機能のサボートは、コンピューターの種類やインストールされている管 
理ソフトウェアのバージヨンによって異なることがあります。 


ソフトウェアイメージの設定および展開 

お使いのコンピューターには、システムソフトウェアイメージがプリインストールされています。 
出荷時のソフトウェアイメージは、コンピューターの初回のセットアップ時に設定されます。ソフト 
ウェアの「展開」が行われた後、コンピューターは使用可能な状態になります。 

以下のどれかの方法で、カスタマイズされたソフトウェアイメージを展開（配布）できます。 

• プリインストールされたソフトウェアイメージを展開した後、追加するアプリケーションをイ 
ンスト_ルする 

• ディスク複製手順を使用して、ハードドライブの内容を別のハードドライブにコピーする 

最適なコンピューター環境の構築方法は、所属する企業の情報技術システムインフラや作業内容に 
よって異なります。 


歐 注記： セットアップユーティリティおよびその他のシステム機能によって、コンフ7ギュレーシヨ 

ンマネジメント機能、トラブルシューティング、電源管理、およびシステムソフトウェアの復元を 
利用できます。 
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ソフトウェアの管理およびアップデート 

HP では、クライアントコンピューター上のソフトウェアの管理およびアップデートを行うための以 
下の ツールを 提供しています。 


• HP Client Automation (一部のモデルのみ) 

• HP SSM (HP System Software Manager ) 


HP Client Automation (一部のモデルのみ） 

[HP Client Automation ] を使用して、オペレーティングシステム、プログラム、ソフトウェアの更新、 
コンテンツ、および構成設定などのソフトウェアの管理を自動化することで、それぞれのコンピュー 
ターが正しい構成で管理されます。こうした自動化された管理方法によって、常にソフトウヱアを管 
理できます。 

[HP Client Automation ] を使用すると、以下のタスクを実行できます。 

• 複数のプラットフォームにわたって、ハードウェアおよびソフトウェアインベントリを収集 

• 配布の前にソフトウェアパッケージを準備し、影響を分析 

• ポリシ_に従い、個々のコンピューター、ワークグループ、またはコンピュ_夕_のグループ全 
体を対象にして、ソフトウェアとコンテンツを展開およびメンテナンス 

• 分散したコンピュータ_上にあるオペレ_ティングシステム、アプリケ _ ション、およびコン 
テンツを任意の場所からプロビジョニングして管理 

• [HP Client Automation ] をヘルプデスクやその他のシステム管理ツールと統合することによっ 
て、継続的な運用を実現 

• 利用しているすべての企業内ユーザーのために、あらゆるネットワーク上にある標準的なコン 
ピューター機器のソフトウェアおよびコンテンツを管理するため、共通インフラを活用 

• 企業ニーズを満たすように規模を変更 

HP SSM (HP System Software Manager) 

HP SSM を使用すると、複数のシステムにおいてシステムレベルのソフトウェアをリモートで同時に 
更新できます。クライアントコンピューター上で HP SSM を実行すると、 HPSSM はハードウェア 
およびソフトウヱアのバージョンを検出し、検証済みのファイルサーバーから指定されたソフトウェ 
アを更新します。 HP SSM でサボートされるドライバーのバージョンは、 HP のドライバーのダウン 
口ードサイトおよびサポートソフトウヱア CD に、独自のアイコンで示されています。 SSM ユーティ 
リティのダウンロードまたは HP SSM について詳しくは、 HP の Web サイト、 http :// www . hp . com / go / 
ssm / (英語サイト）を參照してください。 
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